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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　プロローグ









　雨上がりの歩道に出来た水たまりを、胡こ太た郎ろうの隣を歩く天あま音ねが、ひょいっと栗くり色いろの髪を揺らしながら飛び越えた。

「んー、いいお天気になって良かったー！　天気予報だと京都もしばらく晴れるみたいだし、明日からの修学旅行が楽しみでドキドキするよ。……あれ？　コタローくん、顔が赤いけどどうしたの？」

「う、ううん！　何でもないよ……っ」

　……言えない。本当はさっきのジャンプの瞬間、たゆんと弾むその大きな胸や、ひらりとめくれそうになったスカートの裾に目を奪われてしまっていたけど、そのことはさすがに言えない。

　そんなことを考えながら、堤つつみ胡太郎はきょとんと小首を傾かしげる天音から思わず目を逸そらした。

　六月も半ばの水曜日。一いつ旦たん北上を始めた梅ばい雨う前線も今日は南下していて、数日ぶりに青空が広がっている。

　陽ひ射ざしの眩まぶしい爽やかな朝、お隣さんのほう莱らい天音とともに登校する胡太郎は、桜おう南なん高校のすぐそばまで辿たどり着ついていた。

　一つ年上の天あま音ねが、今朝はいつも以上に幸せそうに笑っている。明日から人生初の修学旅行だからだろう。胡こ太た郎ろうと天音は小学校の高学年からしばらくハワイで暮らしていたので、未いまだに修学旅行に行ったことが無い。

　天音が日本に帰国したのは去年のことだが、結局この一年も天音は日本の学校行事を経験できずにいた。それというのも、日本の高校には修ス学コ点アという独自の評価点があって、編入した桜おう南なん高校は他校に修ス学コ点アを奪われまくる弱小校だったからだ。

　近隣の他校に比べて修ス学コ点アがあまりに少ないと、自校での学校行事が無くなってしまうなどのペナルティが科せられることになる。これにより、桜南高校では去年、学校行事が何も催されなかった。

　しかし今年の桜南高校は修学旅行に行くことができる。修ス学コ点ア争奪戦というものに勝利したことで、修ス学コ点アを他校から奪い返したからだ。

　その天音の初めての修学旅行を勝ち取ったのが、他ならぬ胡太郎達だった。

「コタローくん、ホントに何でもない？　やっぱり顔がいつもより赤く見えるよ？」

　天音が「むー」と人差し指を唇に当てて何やら悩んだ。

　そして生徒達が吸い込まれていく正門の前で、天音が胡太郎の正面に回り込んで、両手で自身と胡太郎の前髪を無造作に掻かき上あげて、

「へ……っ？　あ、天音さんっ？」

　そう困惑する胡太郎に向けて背伸びをすると、天音が無防備にその愛らしい顔を接近させて、ピトッとおでこ同士をくっつけた。

「顔が赤いけど、熱は無い？　風邪なのかな？　今コタローくんは一人暮らしだよね。でも大丈夫だよ。もし明日熱が上がってたら、私が看病してあげるからね？」

「いや、風邪とかじゃないからっ。それにもし僕が風邪だとしても、せっかく明日は天音さんにとって初めての修学旅行なんだから、天音さんは行かないと……っ」

　思わず声を裏返して反論した。

　すると顔をくっつける天音が、ふんわりと微笑ほほえんで、

「……ううんコタローくん。たしかに私も初めてだし、今もすっごくドキドキしてるけど、でも、コタローくんが相手なら……いいよ？」

「なんかそこだけ聞くととんでもない発言だよ!?」

　なんでそんな紛らわしい言い方をしたのっ？　登校時間の正門前なんだよっ？

　周りに生徒達がたくさんいる中でこんなことをしたら、キスしようとしてるんだと誤解されるんじゃ……！

　と、ちょうど正門前に立っていた小柄な女子生徒が、真っ赤な顔で声を震わせる。

「ちょ、ちょっとあなた達っ、なに朝の校門で破は廉れん恥ちな真ま似ねをしてるのよ……!?」

　ほら予想どおり誤解されてるよ……。

「は、初めてだとか、イクだとかイカないだとか、ままままさか今からここで【おしべとめしべ】な関係になるつもりなの……っ!?」

　なんか予想以上に誤解されてる!?

「せっ、せめて体育倉庫でやりなさい──っ！」

「体育倉庫でもダメだろっ！」

　なに穴場的スポットを紹介しちゃってんのっ？　場所の問題じゃないだろ……！

　とりあえず胡こ太た郎ろうは天あま音ねから体を離す。そして誤解して取り乱している女子生徒を見てみると、相手は幼おさ馴なな染じみの一人だった。

　見知った相手だったので、胡太郎はホッと一息つく。

「なんだ、注意してきたのは那な由ゆだったのか。でも今日はなんだか雰囲気が違うね。髪型もいつものサイドテールじゃなくポニーテールだし」

　かわいらしい顔をした、ショートポニーの小柄な女子生徒。正門前に立っていたのは、幼馴染の伊い吹ぶき那由だ。

　そう胡太郎は思っていたのだが、天音がきょとんとする。

「那由さん？　ううんコタローくん、この子はコタローくんの幼馴染さんじゃないよ？」

「へ？」

　天音にそう言われたので、胡太郎は改めて女子生徒をよく見てみることにした。

　なるほど。那由にそっくりな姿をしているけれど、たしかに髪型や口調以外にも違いがある。

　勝ち気そうな凛り々りしい瞳。背丈とは逆に大きな胸。夏服の二の腕には、『風紀委員』と書かれた腕章を嵌はめている。

　そんな女子生徒が、取り乱していた心を落ち着けるように深呼吸すると、キリッと胡太郎を見上げて腰に手を当てた。

「……はじめまして、堤つつみくん。アタシは風紀委員長の三み上かみ阿あ耶やよ」

　女子生徒がそう名乗った。以前から時々風紀委員が正門と通用門に分かれて挨拶運動をしているのは知っていたが、この少女とは初対面だ。

　その阿耶が少し口ごもる。

「まったくもう。風紀委員長として挨拶運動をしていたというのに……その、まさか朝からこんないやらしい会話を聞かされるとは思わなかったわ」

「いや、それ誤解だから。てゆーかそう言いながらしっかり穴場的スポットを紹介してたよね？」

「なっ!?　あ、【穴】とか【スポット】とか、またセクハラ発言を聞かせるつもり!?」

「それも含めて誤解だよっ」

「もー、コタローくん。よその女の人にセクハラするのは問題だから、どうしてもセクハラしたい時はお姉ちゃんの私で我慢しなきゃダメだよ？」

「そんなつもり無いから！　てゆーかその解決方法も色々ダメだよ!?」

　めっ！　と天あま音ねにたしなめられてしまった。どうしたらいいんだよこの状況……っ？

　阿あ耶やが赤い顔でため息をつく。

「まったく……堤つつみくんみたいな人がいるから風紀委員が必要になるのよ？」

「風紀を一番乱してるのはあんただよ」

　結局この人が全部そっち方向に誤解しただけのような。……もしかして、実はムッツリスケベなんだろうか？

　などと思っていると、登校していた生徒達がヒソヒソとはしゃぐ。

（なになにっ？　よく聞こえなかったけどどういう状況っ？）

（イチャついてたカップルの男子が別の女子に見つかって「誤解だ」って言い訳してた！）

（キタ───！　修羅場キタ─────！）

　なんか違うベクトルで誤解が広がってる……!?

　まあ外野はともかくとして、風紀委員長の誤解は解いておかないと。胡こ太た郎ろうは阿耶に説明する。

「誤解だよ三み上かみさん。さっき僕達はおでこを合わせて熱を測っていただけで、別にいやらしいことを言い合うような関係じゃないから」

「あら？　そう……だったの？」

　拍子抜けしたように答えた阿耶が、折り目正しく頭を下げてくる。

「ごめんなさい、アタシの早とちりだったみたいね。あなたがセクハラ発言をしたということについても」

「ううん、分かってくれたなら別にいいよ」

「本当にごめんなさい。…………それと、その、別にアタシがいやらしいせいで、あなたの言葉までいやらしく聞こえたわけじゃないわよ？」

　あー……、はい。

「──アタシは破は廉れん恥ちな女じゃないわ。いいわね」

「バッチリ分かりました」

　頭を下げる阿耶がジト目で見上げてきた。ちょっと疑ってしまってすいません。

　その阿耶が頭を上げて、小さく肩をすくめて苦笑した。

「引き留めて悪かったわね。じゃあね堤くん。そちらの先輩も、修学旅行の前日に失礼しました」

「あ、ううん。じゃあね三上さん」

「挨拶運動、がんばってね」

　胡こ太た郎ろうが軽く会釈して、天あま音ねがぺこりとお辞儀する。それから二人は正門を通り、昇降口へと向かった。

　振り返ってみると、腕章を着ける阿あ耶やが登校する生徒達に向けて凛りんとした声で挨拶している。阿耶と同じ腕章を着けた生徒は他にも何人かいて、そちらもきびきびとした様子で挨拶の声を上げていた。

　胡太郎は顔の向きを前に戻す。

「へー、あの人が風紀委員長だったのか。そういえば初めて見たよ」

　それもあんなに那な由ゆに似ている人だったとは。双子みたいにそっくりだったな。

「見たこと無かったのコタローくん？　まあ朝の挨拶運動は正門と通用門に分かれてやってるみたいだから、委員長さんはいつも通用門の方にいたんじゃないかな？」

　天音がふんわりと笑う。

「それにしても、今年はたまに朝からお出迎えしてもらえて嬉うれしいな。去年までは風紀委員会が無かったから、挨拶運動も無かったんだよ」

　挨拶してもらえると嬉しくなるよねー。そんなことを言いながら、天音が足下の水たまりをひょいっと飛び越えた。

　そんな天音の姿にまたドキッとしつつも、胡太郎はふと思い出す。




　……あ。そういえば昔、那由から『あやちゃん』という同い年の従姉いとこの話を何度か聞いたことがあったっけ。名前も同じだし、さっきの人がその従姉なんだろうか？

　うーん、でもそれだと変だな。もし従姉が同じ学校にいるなら、今でも那由がその話をすると思うんだけど。だとすると他人の空そら似になのかな？

　あるいは何か理由があって、那由はあんまり従姉の話をしなくなったのか？






　　第一章









　日本の高校教育が変わった。脱ゆとり教育を押し進める日本は、修ス学コ点アという評価点を新たに設けて、生徒達の競争力の向上を図ったのだ。

　何かしらの分野で生徒や部が活躍すると、その生徒や部が在籍する高校に修ス学コ点アが与えられる。この修ス学コ点アが多ければ多いほど、修学旅行や体育祭といった学校行事の内容が充実することになる。逆に近隣校と比べてあまりに修ス学コ点アが少なすぎると、去年の桜おう南なん高校のようにペナルティを科せられてしまう。

　そんな修ス学コ点アを他校から奪うための戦いが、修ス学コ点ア争奪戦だ。胡こ太た郎ろうの通う桜南高校は、修ス学コ点アを奪い取りやすい弱小校として、何年も近隣校からカモにされてきた。

　連戦連敗の桜南高校の生徒達は、争奪戦への意欲を失いかけていた。今年の五月に近隣の雉きじノの森もり高校に宣戦布告された時には、不戦敗を選びそうになったほどだ。

　その状況を、胡太郎達が覆した。まず胡太郎が三人の幼おさ馴なな染じみ達に抗戦を呼び掛け、その四人を中心に桜南高校の生徒達が団結して、攻撃戦を仕掛けてきた雉ノ森高校を返り討ちにしてみせた。

　そして六月の上旬。今度は逆に桜南高校が雉ノ森高校に修ス学コ点ア争奪戦を仕掛け、見事に修ス学コ点アを勝ち取っていた。




　校門で阿あ耶やと出会った日の放課後。その六月上旬の争奪戦に関する報告書を、胡太郎は生徒会室で作成していた。来月の全校集会に向けて、資料を用意しているのだ。

「良いものだね、全校集会というものは。私の心に潤いを与えてくれる時間だ」

　同じく生徒会室にいた黒髪の少女が言った。『高嶺に咲いた鳥兜アンタツチヤブル・マツチオイル』こと比ひ叡えい奏かなでだ。幼馴染にして生徒会長の少女は、今は全校集会で読み上げる原稿の内容を考えている。

　机上に生徒会のタブレットを置く奏が、机の下で長い足を組む。

「機械的に整列させられる下々の生徒達と、それを壇上から見下ろす私。その絶対的なヒエラルキーには、ある種の美を感じるね」

「その感覚には醜みにくさしか感じないよ」

　ジト目で幼馴染にツッコんだ。

　嫌な心の洗濯だなあ。てゆーか生徒会長ってそこまで偉いものでもないだろ。

「まあそれは冗談だ。物理的に相手より高みに立っていようがどうでも良い。だがね胡太郎。やはり生徒達が美しく整列している様子を目にすると、私は生徒会長として、胸に込み上げてくるものがあるのだよ」

　ああ、それならなんとなく分かる。意外と奏も感激しやすい性格なんだなあ。

　などと胡こ太た郎ろうが思っていると、奏かなでが満ち足りたような笑みを浮かべる。

「私はいつも、全校集会で生徒が列をなして立っているのを眺めながら、先頭の生徒を押してドミノ倒しをしたくなる衝動に駆られている」

「それたぶん心の病気だよ」

　どんな衝動だよそれ。……いや、たしかに想像してみたらちょっと楽しそうだったけどさ。

　そんなことを話しているうちに、胡太郎の業務がキリの良いところまで進んだ。

　今日はここまでにしよう。胡太郎は編集していた資料のデータを保存すると、生徒会のデスクトップパソコンの電源を落とした。

　少し伸びをして、凝り固まった首を回してコキコキと鳴らす。

　するとふと、使用されていないパイプ椅子が六脚、壁に立て掛けてあるのが目に留まった。

　おそらく昨年度は、生徒会役員の人数がもっと多かったのだろう。考えてみれば当然だ。たしか日本の高校の生徒会にも、会長と副会長以外の役職があったはずだ。

「……ねえ奏、そういえばなんで桜おう南なんの生徒会には僕達しかいないんだ？　普通の生徒会には書記とか会計とかがいるものなんじゃないの？　まあたしかに仕事の量を考えれば、二人だけでもどうにかやっていけそうだけど」

「うむ、通常業務は私達だけで充分だろう。桜南高校では現在、風紀委員会が、生徒会の仕事の一部を担当しているようなものだからね」

「へ？　風紀委員会が？」

　意外な返答に、胡太郎は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　風紀委員会といえば、今朝知り合った阿あ耶やが委員長を務めている組織のはずだ。その風紀委員会が、生徒会の仕事の一部を担当しているのか？

「うむ、風紀委員会だ。生徒総会や体育祭などのイベント事は私達が担当しているが、校内備品の管理などの雑務は風紀委員会が請け負っている。私達が二人だけで生徒会を運営できるのには、そういった事情が絡んでいるのだよ」

「ああどうりで。なんで生徒会が二人だけでも大丈夫なんだろうって思ってたけど、そういう構造になってるんだね」

「うむ」

　奏がそっと、窓の外の南校舎を眺めながら呟つぶやく。

「……しかしただ、決して望んでそうした構造になったわけでもないのだが」

　うん？　望んだわけじゃない？　どういうこと？

「これまでは特にイベントが重なることも無かっただろう？　ゆえに生徒会にしろ風紀委員会にしろ、人手不足などで機能が麻ま痺ひしてしまうような事態は起きていない」

「うん。じゃあ問題無いんじゃないの？」

「今のところはそのとおりだ。だが、どちらも柔軟性に欠けているのは事実だろう。それぞれが相手に断りなく活動しているのが実情で、連携というものは一切取れていない。ゆえに今後、仮にどちらかが一時的に人手不足になろうとも、互いが互いのヘルプに入るようなこともないだろう」

「……連携が、一切取れていない？　なんでそんなことになってるの？」

　胡こ太た郎ろうはさすがに首をひねった。

　なんでそうなるんだ？　同じ学校内の組織なのに？　しかも、どちらも生徒会の業務をやっているようなものなのに？

　奏かなでが少し遠い目をしながら、形の良い耳に横髪を掛ける。

「うむ。……それを説明するには、去年の話をしなければならないね」

　そう前置きすると、奏が一度、そっと目を伏せた。

　……なんだかシリアスな話になりそうな雰囲気だな。胡太郎は少し居住まいを正して、奏の言葉をじっと待つ。

「昨年の早い段階から、今年度は私が生徒会長になることが内定していた。そこで私は昨年のうちから、生徒会役員に任命したい人材に目星をつけ、海外留学する前にメンバーを揃そろえておいたのだ」

　その話は前に少しだけ聞いたことがある。たしか何か手違いがあって、生徒会役員にはならなかったという話だったような。

　しかしそういえば、その手違いというのは、一体何なのだ？

「そのメンバーなのだがね。……実は去年、私が留学先から『来年度までにこう学校を変えたまえ』とあれこれ注文を吹っ掛けているうちに、あろうことかフラストレーションを溜ためていたらしいのだよ」

「あろうことだよ充分」

　……あ、もう完全に自業自得だわこれ。

「ちなみに彼女等らが実現させたものは、購買部の商品の増加と、紙パック飲料の自販機の導入。実現できなかったものは、教室全てを冷暖房完備にすることと野球部のグラウンドを天然芝にすることだ」

「そういう公立校も実際あるだけに逆に性た質ちが悪いな……！」

　実在するだけに自分の学校でも実現させようとがんばっちゃうじゃないか。でも生徒のがんばりだけじゃ無理だろそれ。

　とはいえ、一部は実現させたということは、かなり有能な人材なのでは？　奏の指揮下で働いてくれたその有能な人達が、どうして今は生徒会にいないんだ？

「その後、私達は内部分裂した。私が『生徒会が人心を掴つかむには分かりやすい悪役が必要だね。敵かた役きやくとして風紀委員会でも設立しておいてくれたまえ』と言ったところ、『じゃあ作っておくわ』と言って風紀委員会を新設して、メンバー全員がそちらに入ったのだ」

「あんたホント要らんことしかしないな」

「ついカッとなってやった。かつては反省していた」

「現在進行形で反省しようよ」

「頭を切り替えて前を向くことにしたのだよ。悔いたところで過去は変わらないからね」

「未来のために今悔い改めろよ！」

　イイ感じのセリフを言えば全部ごまかせると思うなよ？

　奏かなでが涼しい顔で肩をすくめる。

「たしかに彼女等らにはいい迷惑だったかもしれないね。とはいえ、購買部の商品の増加だけは注文しなければならなかった。昼食を買おうにも、去年まではあまりにバリエーションに乏しかったのでね」

「バリエーション？　カレーパンとかクリームパンとかコッペパンとか、そのへんくらいしか無かったの？」

「いや。豆ご飯と豆乳のみだ」

「うわあ、イソフラボン豊富そう……」

　てゆーかパンすら売っていなかったのか？　当時のままだったら悲惨だったんだな。

　そこは奏に感謝しておこう。もちろん何より、そのメンバー達にも。

「なるほど、そういうわけだったのか。じゃあ生徒会役員として声を掛けたメンバーが、今は風紀委員として活動してるってことだね。そして連携が取れないのは、奏と喧嘩別れした人達だからか」

　……なんだか複雑な関係になっているんだな。生徒会と風紀委員会の二頭体制が学校から黙認されているのも、風紀委員会のメンバーにもそういう実績があるからだろう。

　そして、そんな風紀委員会の委員長を務めているのが、今朝知り合ったあの女子生徒だということか。

「じゃあ三み上かみ阿あ耶やさんも生徒会役員になるはずだった人なんだね。ほら、なんだか那な由ゆにそっくりの、風紀委員長の人」

「む？……胡こ太た郎ろう。君は阿耶を知っているのかね？」

　と、不意に奏が驚いたような声を上げた。

　だがすぐに、いつもの雰囲気に戻って、口くち許もとに薄く笑みを浮かべる。

「まあ知っていても不思議ではないか。阿耶の二年Ｈ組は南校舎にあるので接点はあまり無いが、彼女と那由は母親同士が双子という従い姉と妹こなのだからね」

「ああ、やっぱり三上さんが那由の従姉いとこだったんだ。しかもお母さんが双子？　どうりで見間違えたはずだよ」

　髪型を入れ替えられたらどっちがどっちか混乱してしまいそうだな。まあ那な由ゆのことをよく知っている分、目元を見れば分かるだろうけど。

「ならば胸で判断したまえ。阿あ耶やは私以上にワガママな体をしている」

「男子がそこをガン見したらアウトだろっ」

　しれっと幼おさ馴なな染じみに事案の発生を促すなよ。

　胡こ太た郎ろうは腕を組む。

「まあそれはともかく、奏かなでと三み上かみさんは前から割と接点があったんだね。三上さんのことも名前で呼んでるくらいだし」

「うむ、中学からの付き合いなのでね。阿耶の家は隣の小学校の校区内にあって、中学からは同じ学校に通うことになったのだよ。まあ彼女はこの春にすぐ近所に引っ越したらしいので、厳密にはかつての阿耶の家なのだが」

　奏がタブレットを操作する手を一いつ旦たん止めて、阿耶のことを語り始める。

「次期生徒会長になると内定した時に、私が真っ先にスカウトしたのが彼女だ。昨年度の段階では、私は阿耶に生徒会の副会長を務めてもらうつもりでいたのだよ。中学でも私は生徒会長を務めていて、阿耶はその副会長だったのでね。もっとも当時は私が副会長に推薦したのではなく、阿耶が『是ぜが非でも』と立候補してきたのだが」

　へー、責任感のある人なんだなあ。

「『比ひ叡えいに好き勝手やらせるのは危険よ！　止める人間がそばに必要だわ！』などと意気込んでいたね」

「へー！　責任感のある人なんだなあ！」

「その感嘆は私に失礼なのだが」

　じゃあ普段の行動を改めようよ。

　奏が肩を竦すくめる。

「ともかくそのような目的で副会長になったくらいだ。当時から何かと私に口うるさく言う少女でね。私も中学の時に一度、業ごうを煮やしてかわいい仕返しをしてやったものだよ」

「かわいい仕返し？」

「うむ。修学旅行の晩、私が大浴場の脱衣所にわざとパンツを落としてちょっとした騒ぎになったのだがね。そのパンツに『三上阿耶』とマジックで書いておいたのだよ」

「それのどこがかわいい仕返しなんだよ……！」

　思春期の女の子相手になんて真ま似ねを！　修学旅行でそれをやったら仇あだ名ながパンツマンになるんだろ!?

「かわいいとも。バックプリントがクマさんなのだよ？」

「パンツの柄がかわいいだけじゃないか！」

　てかそれを愛用してると周りに思われる方がダメージ大きいだろ！

「まあ結局すぐに私の仕し業わざだと気付かれてしまったがね。クラスの女子全員で大浴場から出て、パンツ発見から一分もしないうちに私は踵かかと落としを見舞われていたよ」

「すぐに誤解が解けたみたいで何よりだよ……っ」

　他ひ人と事ごとながら心底ホッとした。

　それにしても、報復の踵落としは素直に受けたのか。奏かなでにしては珍しくないか？

「感服したね、決して長身ではない彼女の踵が私の脳天に落ちたのだ。女子しかいなかったとはいえノーパンでだ」

　男子には下へ手たにコメントできない状況だなあ……。

　げんなりとする胡こ太た郎ろうに、奏が小さく笑みを投げ掛けてくる。

「そのようなところだね、私と阿あ耶やの関係は」

　そう言うと、奏が再びタブレットの画面に指を乗せた。

　壁の時計を見ると、時刻は午後四時半過ぎだった。夕方になろうかという時間帯だが、もうすぐ夏げ至しを迎えようとしている時期だけに、陽ひはまだまだ高い。

　放課後の北校舎には、吹奏楽部が練習する音が遠くに響いていた。

　奏がちらりと胡太郎の方を見る。

「胡太郎、君はもう作業を終えたのかね？　既にパソコンの電源を切ったようだが」

「うん、とりあえずは。もしこのまま今月はどことも争奪戦をしないなら、今のままでも来月の全校集会の資料として使えるデータになってるよ」












　胡こ太た郎ろうはバックアップしたデータが入っているＵＳＢメモリーを軽く掲げる。

「今月頭の争奪戦の結果、僕達桜おう南なんの修ス学コ点アは97点になった。五月中旬まではどことも争奪戦すらできなかった弱小校の桜南だけど、菊きくヶが峰みね高校の修ス学コ点アが１２４点だから、今なら雉きじノの森もりと菊ヶ峰の二校とは争奪戦ができるね」

　長年カモにされてきた弱小校の生徒会副会長は、そう言って笑う。




　近隣校に宣戦布告して、学問や運動や芸術のいずれかの分野を中心とした種目で勝負し、戦いを仕掛けた方が勝利すれば相手から修ス学コ点アを奪うことができる。それが修ス学コ点ア争奪戦だ。

　ただし修ス学コ点ア争奪戦を行うには、両校の点差が40点以内であることが条件になっている。このルールがあるために、先月上旬の桜南高校は、どこにも争奪戦を仕掛けることができなかった。

　しかし、それは既に過去の話だ。

　先月、桜南をカモにしてきた一校の雉ノ森高校を防衛戦で返り討ちにした桜南は、今月頭の攻撃戦でも雉ノ森高校を打ち破り、下げ剋こく上じようの第一歩を果たしていた。




　雉ノ森を倒したのだから、きっと近いうちに菊ヶ峰にもリベンジすることになるだろう。菊ヶ峰に対して宣戦布告できる点差になったのだから、まず間違いない。

　そう胡太郎は思っていたのだが、奏かなでが何かを考え込むように口くち許もとに手を当てて、やがて首を横に振った。

「ふむ……そうしたいのも山々なのだが、あと一か月ほどはこちらから勝負を仕掛けることは無いよ」

「へ？　そうなの？」

　これも奏っぽくない意見だな。せっかく戦えるようになったというのに。

「他校から仕掛けてくるならば迎え撃つしかないがね。こちらから仕掛けるとなると、今は少々時期が悪い。六月末から七月頭にかけての期末テストの後、桜南は体育祭を控えているのでね」

「ああ、たしかそうだったよね！　体育祭って初めてだから楽しみだなあ……！」

　思わず声を弾ませた。胡太郎と天あま音ねはしばらくハワイで暮らしていたこともあって、これが人生で初めての体育祭となる。

　体育祭に限らず、胡太郎は日本の学校行事をあまり経験できずにいた。そんな胡太郎のためにという想おもいもあって、幼おさ馴なな染じみ達が先月の争奪戦で奮起してくれた。

　だからなおのこと楽しみだ。

「うむ、君達にとっては初めての体育祭だ。そして桜おう南なん高校での体育祭というものも、在校生にとっては初めてのことなのだよ」

「あ、そっか。去年までは修ス学コ点アが他校よりも低すぎることへのペナルティとして、学校行事が何もできなかったんだよね」

　たしかそのはずだ。高校の体育祭ではリレーなどの競技だけでなくマスゲームや応援合戦なんかもするらしいが、奏かなで達もそういう体育祭をやったことはないだろう。

　そう思っていたが、奏がピンと人差し指を立てる。

「桜南高校での体育祭は無かったね。しかしペナルティとして錦にし神がみ学園の体育祭に奉仕に行き、そこでマスゲームを披露したよ」

　へー、そんなことがあったんだ。じゃあ桜南のみんなも体育祭を楽しめたんだな。

「なにせその日は激しい通り雨が来たのでね。錦神の生徒達が校舎に避難している間、私達はどしゃ降りの中で踊らされたのだよ」

「楽しんだんじゃなくて楽しまれただけなのか……っ」

「いや、楽しまれてもいない。校舎の高いところから私達のマスゲームを見下ろす彼等らの視線は雨粒より冷ややかだったよ」

「北の将軍様かよ！」

　もうマスゲームじゃなく罰ゲームだよそれ。

「やっぱり去年は悲惨だったんだね……。でも今年は桜南高校でもまともな体育祭を開催できるんだ。みんなで楽しめる行事にしないとね」

　思わずげんなりとした胡こ太た郎ろうだったが、気を取り直して明るく言った。

　そのとおりだ、と奏が頷うなずく。

「桜南高校にとって久方ぶりの体育祭なのだ。何かと不測の事態も起きるだろう。その場合の対応が問題だ。現在は事実上、生徒会が二つに分かれているようなもので、かつ双方の連携が取れていないという状況なのでね」

　奏が瞳を閉じて苦笑した。

　瞼まぶたを閉じると、その睫まつ毛げの長さがより目立つ。

「体育祭か、争奪戦か。どちらか一方ならば現状でも事足りる。しかし、もし体育祭と争奪戦を両立させたいのであれば、私達二人だけでは人手が足りない」

　そっと瞳を開いた奏が、どことなくアンニュイに、窓の外の南校舎を眺める。

「たしかに争奪戦を仕掛けたいところではあるが、生徒会が争奪戦の準備に追われることで、体育祭の運営に支障をきたしてしまうのは良くない。体育祭をつつがなく成功させるためにも、体育祭が終わるまでは、争奪戦を仕掛けるのは控えるべきだろう」

「そっか……。まあ体育祭の準備期間に入ったら、そっちに対応できるようにしておかないとダメだしね」

　奏かなでも生徒会長として色々と考えているみたいだな。中学校でも生徒会長を務めていたらしいし、慣れているのだろう。

　そもそも、幼おさ馴なな染じみ四人組『ＷＧクラッシャーズ』の頭脳だった奏だ。俯ふ瞰かん的てきに物事を考えるのが得意という意味では、リーダー向きなのかもしれない。

　とはいえそういう美点を台無しにしているのも、他ならぬ奏の性格なんだろうけど。

「分かったよ奏。とりあえず体育祭が終わるまでは、争奪戦を仕掛けるのは控えておこうか。みんなも体育祭を楽しみにしてるだろうしね」

「うむ。かくいう私も、心から体育祭を楽しみにしているよ」

　へー、奏も体育祭が楽しみなのか。割と純粋なところもあるんだな。

「何せ今年は胡こ太た郎ろうと哲てつ也やの二人が同じクラスだからね。勝利は約束されたも同然だ。私は勝利することが大好きで、他人を敗北させることも大好きなのだよ」

　せめて最後の一言が無ければなあ……！

「しかし過去の体育祭のルールだと、胡太郎も哲也も三種目までしか出場できないね。確実に勝利するためにその制限は撤廃しようか」

「不純な動機でルールを捻ねじ曲まげるなよっ」

「思いは不純かもしれないね。だが１００％それだけが目的なのだから純粋な動機だと言えよう」

「やかましいわ」

　不純物１００％の物質は純粋じゃないよ。ただの不純物の塊だよ。

　しかしそれは全部冗談だったらしい。奏がくすりと笑う。

「まあそれは控えておこう。あくまでも学校行事だ。出場機会は生徒全員に平等に与えられるべきだ」

「まったくだよ」

　胡太郎はジト目になって答えた。

　本当にややこしい性格の生徒会長だな。そりゃ風紀委員会も独立するよ。

　ため息交じりに胡太郎は腕を組む。

「ホントに奏は……。まあ僕や那な由ゆ達が相手ならいいけど、他の人の前ではあんまりそういう態度を取らない方がいいよ？　奏は策略家なこともあって、ただでさえ敵を作りやすいんだから」

　まあ自業自得ではあるだろう。でもやっぱり幼馴染としては、あんまり性格で損をしてほしくないなあと思う。

「そうだろうね。しかし私はどこまで行っても私だ。他の何者にもなれはしないよ」

　奏が堂々と言ってのけた。まあそりゃそうだろうけどさ、実際。

　その奏が、廊下の向こうのグラウンドの方に耳を澄ませながら、言葉を続ける。

「忠告に感謝するよ。しかし大丈夫だ、何も全員が私の敵になるわけでもない。正々堂々を貴ぶスポーツの世界ですら、私のような人間が万ばん雷らいの拍手をもって称たたえられることがよくあるくらいだ」

「うん？　スポーツの世界でも？」

　きょとんとする胡こ太た郎ろうに、奏かなでが小さく頷うなずく。

「うむ、勝てば官軍だよ。勝利をもたらすのであれば、時として手段の是ぜ非ひは問われないものだ」

　そういうものだろうか？　まあありがちな話にも思えるけど。

　そんな感じで、胡太郎は軽く首を傾かしげる。

　サッカー部がミニゲームでもやっているのだろうか。グラウンドから、ホイッスルの音が微かすかに聞こえた。





　　　　☆






　奏の作業はもう少し時間が掛かるらしい。そんな奏を待つ胡太郎は、一度トイレに行くことにした。

　その道中、廊下の壁を見てふと気付く。

「あ。廊下に掲示されてるポスターって全部、風紀委員会の承認印が捺おされてるのか」

　今までは特に意識していなかったが、こういう業務も風紀委員会が引き受けてくれていたらしい。どうりで生徒会が二人だけでも運営に支障をきたさなかったはずだ。

　そんな発見があったので、胡太郎は少し校内を見回ってみることにした。

　各教室の黒板には、チョークが全色揃そろっている。

　男子トイレの個室には、トイレットペーパーがきちんと補充されている。

　調べた限りでは、照明の蛍光管が切れている場所も無かった。

「なるほど。今は生徒会が二つに分かれてるような状態らしいけど、ホントにどうにかなってるんだな」

　特に校内に混乱した様子は無い。学内のことは、問題なく回せているようだ。

　しかしそれでも、生徒会と風紀委員会の連携が取れていない現状では、体育祭と争奪戦の両立はできないらしい。

「順調に運営してても、意外とややこしいことになってたんだな」

　何も問題が起きていないということは、それだけ奏も阿あ耶や達も有能だったということだろう。でもそもそも、奏と阿耶達が仲良くやっていれば、こんなややこしいことにはならなかったはずだ。

　有能なだけに余計にもったいないなあ。そんな風に胡太郎は思う。

　しかしそんなことよりも、もっと強く思うことがある。

「もしかすると、最近那な由ゆからあんまり従姉いとこの話を聞かなかったのはそのせいなのかな。奏かなでの前ではちょっと控えてたのかも。……でも、そもそも一緒に生徒会を運営しようとしていたくらいの人達なんだ。生徒会運営のことは抜きにしても、仲直りしてほしいな」

　そう呟つぶやきながら、胡こ太た郎ろうは生徒会室へと戻っていく。

　放課後の校舎には吹奏楽部の楽しげな演奏が、明るい調子で響いていた。













　　第二章









　翌日。今日から天あま音ね達三年生は京都での修学旅行だ。

　その三年生達が京都に到着したらしい。四時間目が終わってちょうど昼休みが始まった時、教室の胡こ太た郎ろうのもとに天音からメールが届いた。

《コタローくん、京都に着いたよー！　大文字焼きっていうのが名物らしいから、お土産に買って帰るね！》

　売ってるの!?　てかそんなの渡されたら大惨事なんだけど!?

　思わず椅子からずり落ちそうになった。……たぶん大判焼きみたいな物だと勘違いしてるんだろうな。山に炎で『大』の字を書くのが大文字焼きなんだけど。

　とりあえず胡太郎は返信する。

《お盆の時期まで焼かないよ？　だから今回は諦めようね》

　あと京都のやつは五山の送り火で、焼くのは『大』の字だけじゃないらしいよ。

　なんて思っていると、天音が泣き顔の絵文字付きで返事を送ってきた。

《今日はダメなの？　やっぱり京都は一いち見げんさんお断りなんだね……》

　なんか京都に余計な風評被害をもたらしてしまったような……！

　とりあえず天音の誤解を解いておかないと。胡太郎は大文字焼きについて簡単に説明した文章を作ると、それを天音にメールした。

　さて、昼食の時間だ。いつもどおり奏かなでの席に集まって、幼おさ馴なな染じみ四人で一緒に食べるとしよう。

　そう思って奏の席に向かう。

　すると、そこには幼馴染が一人しかいなかった。

「あれ、哲てつ也やだけ？　奏と那な由ゆは？」

「二人ともまだ戻ってきてねえぞ。カナは昼飯を買いに購買部に、ナユは『お花を摘みに行ってきます』とか言ってたな」

　体格の良い少年がそう答えた。『脳筋大暴投ノー・キントロール』の異名をとる幼馴染、鈴すず鹿か哲てつ也やだ。運動神経抜群な野球部の二年生エースで、春の県大会では部を準優勝に導いている。

　哲也が心配そうに顔をしかめる。

「……ナユはなんで昼飯時に花なんか摘むんだ？　もしかして花を食わなきゃならねえくらい貧乏なのか？　水くせえぞ、言ってくれりゃあ弁当くらい分けてやるのに」

「完全に誤解だけどその優しさには感動した」

　ぼかした表現を真に受けちゃったのか。まあ哲也だもんな。

　変な誤解を解くためにも、ここはハッキリ説明しておこう。

「大丈夫だよ、那な由ゆは食用の花を摘みに行ったわけじゃないから。それは『トイレに行ってきます』っていう意味の隠語だよ」

「昼飯時なのにトイレに行ったのか？　おお、つまり便所飯ってやつか！　よく知らねえが流は行やってるらしいな！」

「ハッキリ説明したのになんでまた誤解するんだよ！」

　そもそも別に流行ってないから！　生徒達が弁当を片手にトイレの個室の順番待ちしてるトコとか見たことあるのっ？

　などと言っていると、カラカラと教室の扉が開いて、サイドテールの小柄な少女が入ってきた。

　当の本人、もう一人の幼おさ馴なな染じみの伊い吹ぶき那由だ。『国境なき想像主ボーダレス・イマジナー』とも呼ばれる美術部のホープで、トリックアートや模造品イミテーシヨン制作などを得意としている。

　その那由が胡こ太た郎ろうと哲てつ也やを見つけて明るく笑う。

「皆さん、お待たせしました！　あれ、奏かなでちゃんはまだ戻ってないみたいですね。それでは三人で待ちましょうか」

「おおナユ戻ってきたか！　便所飯は旨うまかったか？」

「えええ、いつの間にそんな話になってるんですか……？　アタシも一緒にご飯を食べる気マンマンなんですけど……？」

　へにょっと那由のサイドテールが萎なえた。

　だがすぐに気を取り直したらしい。那由が自らの鞄かばんの中から小さな弁当箱を取り出し、ちょこちょこと駆け寄ってきて近くの席に座った。

「さてさて、奏ちゃんはもう少し時間が掛かりそうですかね？」

「もうすぐ戻ってくるんじゃないかな？　今日と明日は三年生が京都に行ってるから、購買部もいつもより空すいてるはずだし」

「ああ、今日から修学旅行だもんな。いつも世話になってる先輩達だ。修学旅行に行ってもらえてホントに良かったぜ！」

「うん、僕もホントに嬉うれしいよ」

　胡太郎も笑顔で同意した。

　他にもお世話になった先輩はたくさんいるが、やはり天あま音ねに修学旅行に行ってもらえたことが何より嬉しい。しばらく海外で暮らしていた天音にとっては、これが初めての修学旅行になるのだから。

　弱小校の桜おう南なんは、去年までは修ス学コ点アを減らしすぎてまともに学校行事を催すことすらできなかった。しかし今年は違う。

　各部や各人のがんばりによって修ス学コ点アを獲得した。そして修ス学コ点ア争奪戦にも勝利した。その結果、こうして三年生に修学旅行を楽しんでもらえているのだ。

　哲てつ也やが軽く首をひねる。

「しかしなんで修学旅行っつったら京都なんだろうな？　俺は行ったことねえが、そんなにいいトコなのか？」

「一応歴史の勉強になるからじゃないかな。あと僕は子供の頃に家族旅行で京都に行ったことがあるけど、実際いい街だったよ。都会の街並みの中に色んな時代の文化がタイムスリップしたみたいに残ってて、僕は好きだな」

　すかさず那な由ゆが立ち上がる。

「好きなんですか胡こ太た郎ろうくんっ？　【胡太郎くん攻め×京都の街受け】──これは流は行やります！」

「そんな腐った文化は廃すたれてしまえ！」

　てか京都を攻めるってどんだけだよっ。鳥と羽ば伏ふし見みの戦い以来だよっ。

　胡太郎はガックリとしてため息をつく。

「まったく那由は……。てゆーかなんで僕はいつも女の人以外に恋してなきゃならないんだよ？」

「大丈夫ですよ、無機物の性別は基本的に女性ですから。ちょうど隣の永なが名な市とアルゼンチンのどこかの市が姉妹都市提携を結ぶことを今朝のニュースで見ましたが、都市も『兄弟』ではなく『姉妹』でしょう？」

「いや、たしかに西洋じゃ船とか電車とかの代名詞として『彼女』って言うけどさ」

　女性だとしても都市を相手に欲情してたら大丈夫じゃないだろ。

「西洋だけじゃありませんよ？　東洋でも武将から戦艦まで何でも美少女化されてますからね！」

「そのエリート魔改造国家を基準に考えるのはやめよう！」

　あそこは料理とかも含めて魔改造の天才が集う国だから……。あそこっていうか僕もその国の人だけど。

　そうげんなりしていると、教室の扉が再び開いた。また誰かが来たらしい。

「し、失礼するで……っ」

　扉を開けた女子生徒が、少し緊張気味に声を出した。

　イントネーションからすると、出身は関西だろう。手足のすらっとした、ショートボブの女子生徒だ。軽く日焼けしていて、夏服がよく似合っている。

　そんな女子生徒を見て、胡太郎はふと気付く。

「あれ？　あの人、どこかで見たことがあるような……」

　あの顔にはなんとなく見覚えがある。たしか先月、胡太郎が野球部を表彰しにグラウンドに行った時に、胡太郎と哲也がホモってると勘違いして絶望していたソフトボール部員だ。

　那な由ゆがその女子生徒に気付く。

「おや、茉ま希きちゃんじゃないですか。アタシ達をお探しですか？」

「あ、おったおった！　那由ー！」

　茉希と呼ばれた女子生徒が、那由に気付いて明るく手を振って、

「……そ、それと鈴すず鹿か、久しぶりやな……っ」

　と哲てつ也やを見るなり顔を赤くした。

　哲也が軽く首をひねる。

「あん？　久しぶりでもねえだろ片かた埜の。昨日も部活中に顔を合わせただろ？」

「あ……っ？　う、うるさいなあ、昨日以来なんやから久しぶりでもええやろ……っ」

　茉希が更に顔を赤くして、ぷいっと拗すねたように顔を背けた。

　しかし少し顔を伏せつつも、茉希がちらちらと哲也の方をうかがっている。軽く日焼けしていることもあって活発そうな印象の少女だが、仕草は恋する乙女のそれだ。

　これはつまりアレなのかな？　胡こ太た郎ろうは那由に顔を寄せて小声で尋ねる。

「…………那由、知り合い？」

「…………あれ、胡太郎くんは知りませんでしたっけ？　中学の時に桜おう南なん市に引っ越してきた、片埜茉希ちゃんです。まあ茉希ちゃんのＨ組は南校舎に教室がありますから、そのせいで会わなかったのかもしれませんね」

「…………そうだったのか。それで、片埜さんはもしかして……哲也のことを？」

「…………ですですっ。本人は誰にも内緒にしてるつもりみたいですけどね」

　なるほど、中学の時に桜南市に来たのか。どうりで胡太郎とは面識が無いはずだ。

　その茉希が三人に近づき、パチンと手を合わせて那由を拝む。

「那由、世界史の資料集を貸してくれへん？　五時間目が世界史なんやけど、ウチは家に忘れてきてしもたんよ」

「資料集ですか？　だったらごめんなさいです。今日は世界史の授業が無いので、アタシも家に置いてきちゃってます」

「そうなん？　ほなしゃーないなあ……。ありがとうな」

　ちょっとしょげる茉希に、哲也が元気に笑う。

「ナユも持ってねえのか？　じゃあ片埜、俺のを借りていけよ。俺は置き勉してるから今すぐ貸せるぞ？」

「うぇっ？　す、鈴鹿が貸してくれるん……っ？」

　途と端たんに茉希が真っ赤な顔になって声を裏返らせる。

「そ、そこまで言うならしゃーないなっ。ほな鈴鹿から借りてあげてもええわっ。せやからウチに感謝するんやで──っ」

　分かりやすい反応だな。でも素直すぎてツンデレだって気付かれてしまわないかな？

「そういうモンなのか？　じゃあ片かた埜の、ありがとな！」

　デレどころかツンすら気付いてない!?

「……ううう、ごめん鈴すず鹿か。ちゃうねん、ホンマはウチが感謝せなアカンねん。ありがとうな、鈴鹿……」

「あん？　なんで泣いてるんだ片埜？　泣くほど嬉うれしかったのか？」

「うん、そうなんや。ありがとうな……」

　涙目になりながらも、茉ま希きが哲てつ也やから資料集を受け取って感謝した。

　……苦労してるんだなあ片埜さん。まあ相手が哲也だからなあ。

「アタシは貸せませんでしたが結果オーライみたいですね。すいません、一応今日は資料集を持ってくるつもりだったんですが、昨日の夜に読みふけったまま忘れちゃったみたいなんですよ」

　那な由ゆがにっこりと笑った。

「あれ、那由ってそんなに歴史が好きだったっけ？　昔はそうでもなかった気がするんだけど」

「そうでしたか？　ですが調べてみると結構面白いものですよ！」

　へー、ちょっと意外な発見だ。腐女子文化やオタク文化や芸術を愛好しているのは知っていたけど、歴れき女じよでもあるのか。

　と、那由が握りこぶしを作って語る。

「世界史といえばやっぱりテーバイの神聖隊ですよ！　百五十組もの男性同士のカップルで軍隊を編成するあたり、古代ギリシアは【ハッテン】してますね！」

「くそう、やっぱりそっち系の理由かよ！」

　史実なだけに何とも言えないなあ……！

「ふっふっふ、なんせ神聖隊はあのスパルタ軍をも破りましたからね！　つまり愛は誰にも止められないってことですよ！」

「やかましいわ」

　アレクサンドロスには負けただろ。まあアレクサンドロスもバイセクシャルだったけど。

　……てゆーか、歴史上の同性愛事情とかどうでもいいから。

「相変わらず那由は変なところにアンテナを立ててるなあ……。まあ芸術家ってそういうものなんだろうけど。他人とはちょっと感覚が違ってそうだし」

　胡こ太た郎ろうのぼやきに、那由が小首を傾かしげる。

「んー、変ですかね？　まあ自由な人は多いかもしれませんね。いずれギネス世界記録に認定されそうなコンサートを開いてる人達がいるんですが、割と未来に生きちゃってる感じがします」

「ギネス記録？　どんな記録を出しそうなの？」

「演奏するのに６３９年掛かる曲を弾いてますね」

「未来すぎてとっくに死んじゃってる感じがするんだけどっ？」

「おお凄すげえ、そんなに演奏し続けられるのか？　まあ楽器の演奏って健康にいいらしいからな！」

「そこまで良くないよっ。それ健康どころか不老不死ってレベルだよっ」

「せやな鈴すず鹿かっ、ウチもちょうど鈴鹿と同じこと考えとったわ！　意外とウチら、気が合うのかもしれへんな……っ」

「努力は買うけどその相性の良さアピールは無理やりすぎるよ！」

　三人に立て続けにツッコんだ。

　……なんだかちょっと変な人がまた増えたような気がする。まあ片かた埜のさんの場合、テンパってさえいなければ素直ないい人そうだけど。

　そんなことを思う胡こ太た郎ろうの隣で、那な由ゆが爽やかに締めくくる。

「あれま、みなさんも結構未来に生きちゃってる系ですね。きっとギネス記録を出すのはみなさんのような人達なんでしょうね」

　うんうんと那由が頷うなずいた。なんで変人筆頭が他ひ人と事ごとみたいに言ってるんだよ？

　と、茉ま希きが壁に掛かる時計を見る。

「おっと、なんだか長なが居いしてしもたな。そろそろＨ組に戻るわ。ウチが帰ってくるのを、阿あ耶やが弁当も食べずに待ってるやろうしな」

「阿耶ちゃんがですか？……そういえば茉希ちゃんと同じクラスなのに、ここには一緒に来てないみたいですね」

　阿耶の従妹いとこの那由が、ちょっと寂しそうに呟つぶやいた。

「うん、ウチ一人で来たわ。なんとなくやけど、阿耶が奏かなでとは顔を合わせたくなさそうにしとるから」

「そうなんですか……。まあ、阿耶ちゃんは真ま面じ目めな人ですからね。仕方ないですね」

　少し困ったような顔をしながら、那由が明るい声で答えた。

　そんな会話を聞いて、胡太郎は心中で小さく唸うなる。

　中学時代は副会長として奏を補佐していた阿耶だが、今は奏に関わろうとしていないようだ。どうやら実際、奏と風紀委員の人達は微妙な関係らしい。

　そしておそらく那由は、奏と阿耶の両方のことを考えて、変に刺激して関係を更に悪化させないようにしているのだろう。今年は胡太郎の前で阿耶の話をあまりしなかったのはやっぱり、そばに奏もいたからかもしれない。

　──いつか仲直りできるといいんだけど。

　今の那由を見ていると、特にそう思えた。

「じゃあウチは戻るわ。那由に堤つつみ、また後でな。……あ、あと、鈴鹿はホンマありがとうな？　五時間目が終わったら、また返しに来るし……っ」

「おう！　じゃあ待ってるからな、片かた埜の！」

「う、うん……！」

　哲てつ也やに笑顔で頷うなずくと、茉ま希きが資料集をそっと抱きしめるように持って、Ａ組の教室から去っていった。

　胡こ太た郎ろうはふと気付く。

「あれ？　そういえば片埜さん、僕の名前を知ってたんだね」

「そうみたいですね。まあ胡太郎くんは足の速い副会長っていうことで顔が売れましたからね。それにアタシも、胡太郎くんが幼おさ馴なな染じみなことを茉希ちゃんに話したことがありますから」

「ああ、だからか。友達の友達なんだから、名前くらい知ってるよね」

　思い返せば、阿あ耶やも胡太郎の名前を知っていた。それは胡太郎が生徒会の副会長だからという理由だけでなく、阿耶が那な由ゆの従姉いとこであることも関係しているのだろう。

　そう胡太郎が納得した時、黒髪の少女が教室に戻ってきた。

　奏かなでだ。

「お帰り奏。購買部はいつもより空すいてなかったの？　結局いつもくらい時間が掛かったみたいだけど」

　奏が席まで戻り、首を縦に振る。

「三年生がいない分、いつもより空くと思ったのだがね。それを見越して購買部を利用しようとした生徒がいつも以上にいたのだろう。それと少々、学年主任に呼び止められてしまったよ。先日までの雨で校門のレールに泥が溜たまったので、放課後に取っておいてくれとのことだ」

「なんだ、雑用を頼まれちまったのか？」

「こういう時って生徒会は便利に使われちゃいますね。お疲れ様です」

　なるほど、それで結局いつもと同じくらい時間が掛かったのか。まあそれも生徒会の仕事のうちなのかな。

　しかし生徒会の仕事ということなら、担当するのは奏じゃなくてもいいはずだ。

「それって奏個人じゃなく生徒会が頼まれたんだよね？　奏はまだ全校集会の原稿が完成してないだろ？　校門の件は僕がやっておくよ」

「引き受けてくれるのかね？　助かるよ。では胡太郎、頼んだよ」

「うん、了解」

　そんな話を済ませると、四人は奏の机を囲んだ。

「さーて、飯にするか！」

「遅くなってすまないね。ところで君達は何の話をしていたのだね？」

「ギネス世界記録とかの話をしてましたね。演奏し終わるのに６３９年も掛かる曲があるんですよ」

「ふむ、６３９年かね。『む６さ３く９るしい曲でギネス記録』と憶おぼえれば長さを忘れずに済むね」

「偉業なのになんで無駄にディスってるんだよ」

「暗記のコツだよ。実は私は、このようにして歴史の年号などを記憶しているのだよ」

　奏かなでが堂々と答えた。嫌だなあ、そんな性格の悪い勉強法。

　そんなことを言いながら、四人はいつもより少し遅い昼食を取り始めた。





　　　　☆






　放課後。胡こ太た郎ろうは昇降口で靴を履き替えると、校舎の外へと出た。

「門の掃除なら竹ぼうきとかが必要だよな。たしか部室棟の脇に掃除用具ロッカーがあったっけ」

　そう呟つぶやきながら、駐車場を横断して部室棟の脇に向かう。

　すると、二つ並んだ掃除用具ロッカーのうち、片方の扉をちょうど体育教師が閉めたところだった。

　はて、この先生も一緒に掃除することになっているんだろうか？

　そう疑問に思っていると、体育教師が胡太郎に気付いた。

「お、堤つつみじゃないか。そういえば門の掃除は生徒会に頼んだんだったな」

「はい、今から掃除します。先生はどうしてここに？」

「このロッカーに後で処分してもらう予定の大型ゴミを入れてたんだ。掃除用具は全部もう片方のロッカーに入れたから、そっちから出してくれ」

「了解です」

　なるほど、そういうことか。業者に回収してもらうまでの仮の置き場として使うらしい。

　半開きだったロッカーの扉を体育教師が叩いて押し込んだ。中身が結構パンパンになっているみたいだな。

　ひと仕事を終えた体育教師が困ったように唸うなる。

「よし、ギリギリ入ったな！　いやあ参ったよ。置き場が無くて職員室の壁に立て掛けておいた備品があったんだが、来校された保護者の方々にそれを見られて『今すぐに捨てなさい！』と酷ひどいクレームをつけられたんだ」

「備品を捨てろとは一方的ですね。それで何が入ってるんです？」

「おう、先月修ス学コ点アを獲得した生徒に渡そうとした桜おう菜なちゃん１／１スケール抱き枕だ」

「酷いのはあんたらの発想だよっ」

「おっ、体育祭の棒倒しにあれを使うってのはどうだ？　きっと盛り上がるぞー！」

「棒を倒す前にあんたらの首が飛ぶよ！」

　美少女抱き枕を男子が集団で押し倒すトコとか親御さんにお見せできないだろ……！

「そんなわけだ堤つつみ、悪いが門の掃除は生徒会に任せた。俺は今からバスケ部の指導に行くから、そっちのロッカーから道具を出して掃除を始めてくれ」

　そう言い残すなり、体育教師は体育館の方へと去っていった。

「この学校って先生達もいい具合に緩いな……。まあいいけど。それよりパッと掃除を済ませよう」

　そう気を取り直すと、胡こ太た郎ろうはロッカーから掃除道具を出した。







　桜おう南なん高校の校門は二つ。正門と通用門だ。その両方を掃除するのが、生徒会に課せられた今回の役目だ。

　先に通用門のレール掃除を終わらせた胡太郎は、正門に移動して再びレールを掃除していく。

「あ、副会長だ。さよならー」

「うん、さよなら。また明日」

　下校する生徒達の挨拶に、胡太郎も挨拶を返した。

　普段から見知らぬ生徒に挨拶されるわけではないが、こうして副会長として働いている時は、割と生徒達から声を掛けられることが多い。

　笑顔を向けてくれるのは、今の生徒会が割と支持されているからかもしれない。争奪戦で桜南を勝利に導いたことについて、生徒達が大きく評価してくれているようだ。

「こうやって支持してもらえると、生徒会冥みよ利うりにつきるよ」

　レールに水を掛けて掃除を終えながら、そんな独り言を口にした。

　生徒達が争奪戦での勝利を大いに喜んでくれている。その笑顔を見ていると、もっと喜んでもらいたくなってきた。

「こうなると、是ぜ非ひとも体育祭も楽しんでもらいたいな。何としても無事に成功させないと」

　掃除道具を片付けるべく、用具入れのロッカーへと向かいながら呟つぶやいた。

　来月上旬には体育祭を控えている。胡太郎にとっては初めての体育祭だが、桜南高校にとっても久しぶりの体育祭だ。問題が起きてもフォローできるよう、生徒会としても準備しておかないと。

「でもまあ、この調子なら大丈夫だろうけどね。今は奏かなでも争奪戦を仕掛けるのは控えるつもりみたいだし、このまま平和に体育祭を迎えられそうだな」

　そう明るい声で言いながら、部室棟の脇のロッカーに掃除道具を片付ける。

　そして昇降口へと引き返そうとすると──

　いつの間にか、正門に数十名ほどの人だかりが出来ていた。

「あれ？　なんかこの光景、先月も見たような気がするんだけど……？」

　若干顔が引きつってくる。……なんとなく嫌な予感がしてきた。

　正門のあたりには、下校しようとしていたらしき二十名ほどの桜おう南なん高生。他校の制服を着た十名ほどの女子生徒を遠巻きにしている。

「何なのこの子達？　ビシッと横一列に整列してるけど」

「大道芸人か？　ラインダンスでも始めるのか？」

「てか睫まつ毛げ長くない？　盛りすぎじゃない？　重そうなのによく瞼まぶたを開けてられるよね」

　桜南高生達から、そんな声が上がった。

　一列に並んだ他校の女子生徒達。その制服には、胡こ太た郎ろうも見覚えがある。

「あれは……菊きくヶが峰みね高校の制服？」

　近隣校の一つ、菊ヶ峰高校。演劇部や声楽部や吹奏楽部が実力者揃ぞろいで、県内屈指のコンクール荒らしとして有名な高校だ。

　そんな人だかりの中から、舞台女優のようなよく通る声が上がる。

「頼もーですわ！　感性の貧しいあなた方に、ワタクシ達から大切なお話がありますの。どなたでも構いませんから、生徒会の方をお呼びしていただけますこと？」

　──あ。この展開、先月ここでやったやつだ！

　そんなことを感じながらも、胡太郎は慌てて桜南高生の人垣の間を縫って、菊ヶ峰高生達の前に出る。

「呼びに行かなくていいよ、副会長で良ければここにいるから！」

「あら、いらっしゃいましたの。あなたはたしか、堤つつみさんでしたかしら？」

　菊ヶ峰高生の中でも一ひと際きわ目立つ女子生徒が、芝居がかった口調で話しながら歩み出てきた。

　金髪を縦ロールにした、スリムでスタイルの良い少女。一度だけだが会ったことがある。菊ヶ峰高校の生徒会長、白しら川かわ優ゆう華かだ。

　そんな優華の背後には、マネキンのような顔とスタイルの女子生徒達が、綺き麗れいに横一列に立ち並んでいた。

　胡太郎は優華の言葉に頷うなずく。

「憶おぼえててくれてありがとう。そっちは白川優華さんだよね？　四月の説明会以来だね。ところで、僕達に何か用？」

「おーほっほっほ！　そうなのですわ！　ワタクシ達は本日、あなた方にお渡しする物がございますの！」

「……お渡しする物？」

「そのとおりですわ！　そしてこちらが、そのお渡しする物ですわよ──！」

　優ゆう華かがおもむろに両手を首の後ろに回して、ブワッとその髪を華麗に掻かき上あげる。すると、なんということでしょう！　縦ロールにした金髪の中から、見事に書状が飛び出てきたではありませんか！　匠たくみもビックリの収納スペースだな。

　そんな劇的なビフォーアフターはさておいて、胡こ太た郎ろうはひらひらと舞う書状をキャッチし、その内容を確認した。

　……ええいくそ。やっぱりこれだったか。まあそんな気はしてたけどさ。

　胡太郎はそう思いながら、他の桜おう南なん高生達にも分かるよう、その書状の表書きを読み上げる。

「……『修ス学コ点ア争奪戦申込状』」

　ひぃ──!?　胡太郎の言葉に、遠巻きにしている桜南高生達から悲鳴とどよめきが上がった。

「おーほっほっほ！　そのとおりですわ！　本日ワタクシ達は、修ス学コ点ア争奪戦申込状を届けに参りましたの！」

　優華が芝居がかった調子で笑う。その背後のマネキン達も『おほほほほ！』と口元を隠しながら笑う。












　胡こ太た郎ろうもこれを受け取るのは二度目だ。だからこれが何なのかは分かっている。

　その名のとおり、争奪戦を申し込むための書状だ。

　菊きくヶが峰みねの女子生徒達が高笑いを上げる。そしてひとしきり笑うと、優ゆう華かがクイッと顎あごを上げて、桜おう南なん高生達を見下すようにして宣言した。

「争奪戦を始めますわよ！　ワタクシ達菊ヶ峰高校は、あなた方桜南高校に、宣戦布告を致します──！」

『ひっ、ひええええええええっ！』

　弱小校の桜南の生徒達の悲鳴が、再び校門に響き渡った。（二か月連続・二度目）













　　第三章









　六月も半分が過ぎたばかりの木曜日。梅ばい雨う前線が南下したことにより、今日も上空は晴れ渡っている。

　そんな青天の下、桜おう南なん高生と菊きくヶが峰みね高生が計三十名ほど、桜南高校の正門で対たい峙じしていた。

　胡こ太た郎ろうは優ゆう華かを見つめて唸うなる。

「そうか。桜南より先に、菊ヶ峰の方から争奪戦を仕掛けて来たか……！」

　桜南も再びどこかに争奪戦を仕掛けるつもりだったが、ひとまず体育祭が終わるまでは見送ることにしていた。しかしその間に、こうして菊ヶ峰から宣戦布告されてしまっている。

　だがそれも当然考えられた事態だ。今や両校の修ス学コ点アは、40点差以内に収まっているのだから。

　優華が高笑いを上げる。

「おーほっほっほ！　宣戦布告するのも当然ですわ。なにせ錦にし神がみ学園や雉きじノの森もり高校ではなく、あの桜南高校と再び戦えるようになったのですもの」

　優華に続いて、背後のマネキンのような女子生徒達も笑う。

「おほほほほ。どうしても勝利が欲しい時に、まさかまた桜南と戦えるだなんて」

「桜南が雉ノ森に連勝したそうですが、そんなものはまぐれに決まっていますわよね」

「チャンス！　チャンス！　今桜南に宣戦布告チャンス！　ですわ」

　その侮あなどった言い草に桜南高生達もカチンとくる。

「ちょっと待て！　未いまだに俺達をカモ扱いするつもりかっ？」

「桜南だってようやく二勝したのよ!?……まあそれまでは何年にもわたって軽く十連敗はしてたけど」

「それって充分カモじゃない？」

「ウソ……桜南の勝率、低すぎ!?」

　事実を再確認してショックを受ける桜南高生達。

　そんな敵校の生徒達を、菊ヶ峰の女子生徒達が顎あごをクイッと上げて見下す。

「おほほほほ。やはりターゲットにするなら桜南ですわね」

「錦神には潤沢な『寄付』の力で負けてしまいます。雉ノ森には芸術系の種目で勝利できるでしょうけれど、後で運動系の種目を仕掛けられてしまい、負けてしまうでしょう。それでは結局イーブンですわ」

「その点、これといって得意な分野の無い桜南が相手なら安心ですわ。芸術系の種目なら確実に勝てますし、学問系や運動系の種目でもきっと勝てますわよ。現に今までもそうでしたものね？」

　……くっ、やっぱりそういう理由で狙われたのか。奏かなで達ＷＧクラッシャーズの参戦で各分野に強みが出来たとはいえ、学校全体でいえば桜おう南なんはやっぱり弱小校のままだ。

　だが、だからといって負けるつもりは無い。

　胡こ太た郎ろうは一歩、敢然と歩み出る。

「たしかに今でも分ぶが悪いのかもしれない。だけど充分勝ち目はあるつもりだ。何と言っても僕達は、運動系の種目で雉きじノの森もり高校を倒したんだからね！」

「おーっほっほっほ！　それがどうかしまして？　大方、雉ノ森の方々が油断なさっていたのでしょう。ですがワタクシ達には油断などありません……！　ワタクシ達が最も得意とするこの種目で、あなた方に身の程というものを教えてさしあげますわ！」

　優ゆう華かもずいっと歩み出てきた。

　そして腰に手を当てて、高圧的に宣告する。

「種目の指名権を有するのは攻撃側であるワタクシ達です！　そのワタクシ達が指定する今回の争奪戦の種目とは──『芸げい‐１ワンバーリトゥード　～裏があってもおもてなし～』ですわ！」

「芸‐１バーリトゥード……!?」

　種目名を聞いた胡太郎は、その戦いがどういうルールだったかを思い出す。




　芸術によって観客をより驚嘆させ、心を揺さぶった方が勝利。芸術であれば、披露する演目は何でもアリ。

　そんな芸術界の異種格闘技戦ともいうべき戦いが、芸‐１バーリトゥードだ。発想の斬新さ、完成度、感動させる力などを競い、観客による人気投票によって勝敗を決める。

　当日参加できる生徒の数は、各校50名ずつ。演目を披露する場所は防衛側の校内。

　なお、投票する観客は、文科省が手配すると定められている。




　そういったことを思い出して、胡太郎は軽く歯は噛がみする。

「く……っ。菊きくヶが峰みねは演劇部と声楽部と吹奏楽部がコンクール荒らしとして有名だ。だからこそ、この種目を選んだわけか……！」

「おーほっほっほ、まさにそのとおりですの！　芸術を披露して観客を魅了するのは菊ヶ峰の真しん骨こつ頂ちよう。ワタクシ達がこの種目で勝負するからには、もはや結果は火を見るより明らかですわ！」

『おほほほほ！』

　高笑いを上げる優華に続き、マネキン達も居い丈たけ高だかに笑った。

　その堂々たる様子に、桜おう南なん高生達が少し飲まれる。

「ぐぬぬ、その言い方と笑い方が気に入らないわ……っ」

「なんでお嬢様口調なのよ！　あたし達と同じ中流家庭のくせに！」

「それはともかくちくしょう！　この種目で攻撃戦を仕掛けて、俺達から修ス学コ点アを奪うつもりなのか……！」

　長年修ス学コ点アを奪われ続けた桜南の生徒達が、またなのかと悔しがった。

　しかし、優ゆう華かが首を横に振る。

「修ス学コ点アを奪う？　何をおっしゃいますの。今回のワタクシ達の目的は、そのようなものではありませんわ」

『え──っ？　って、またそういうパターン……？』

　一瞬喜びかけた桜南高生達がジト目になる。

「なんか雉きじノの森もりの時もそんな感じだったんですけどー？」

「帰れ帰れー！　あたし達はスク水チアになんかならないぞー！」

　ノー・モア・スク水！　ノー・モア・スク水！　桜南の女子達がシュプレヒコールを上げる。

「……はい？　スク水チア……ですの？」

「たしか錦にし神がみと桜南は、そのようなものを雉ノ森から要求されたのでしたわね……」

　菊きくヶが峰みねの女子生徒達がドン引きした。……正しい反応だと思う。

　そんな空気を振り払い、優華が声を上げる。

「桜南の皆さん、お静かにお願いしますわ！　ワタクシ達はあなた方のスク水チアなど望んではおりません！　その体型では誰得です！　ワタクシ達にはもっと、高こう尚しような目的があるのですわ！」

『えっ、違うの？』

　なーんだ、違うのかー。そう桜南の女子達が一斉にホッとした。ぽつりと「なんか一言聞き捨てならなかったような」という声も聞かれたが。

　優華が胡こ太た郎ろうに一歩迫る。

「ええ桜南の皆さん、どうぞご安心くださいまし。ワタクシ達の望みは、己おのが芸の道を究めんとすること。そしてあなた方への要求とは、ただその一助となっていただくことだけなのですの……！」

「い、一助？」

「ええ、そのとおりですわ！」

　ビシッ！　優華が胡太郎を指差した。

　そして桜南高生達をぐるりと見回し、声も高らかに要求する。




「ワタクシ達が勝利した暁には、菊きくヶが峰みね高校の文化祭で、桜おう南なん高校の方々をみすぼらしい姿で展示させていただきますわ──!!」




『な──っ、………………どゆこと？』




　一瞬驚きよ愕うがくしかけた桜南高生達が、きょとん顏で小首を傾かしげた。

　……みすぼらしい姿で展示する？　桜南の生徒達を？

　胡こ太た郎ろうもさすがに首をひねる。

「ごめん白しら川かわさん。それってどういうこと？　どういう状況？　何のためにそんなことをするの？」

「あら、お分かりになりませんの？　仕方ないですわね……それでは説明して差し上げますわ」

　まったくもー、とばかりに優ゆう華かが頬ほおを膨らませた。いや、勝手に呆あきれられても。

　その優華が、白しら魚うおのような人差し指を立てて説明する。

「菊ヶ峰の文化祭には、卒業生の方々も数多く来場なさいますの。その方々は大手芸能プロダクションや劇団、あるいは楽団などで活躍なさっていて、芸能の世界へのコネクションをお持ちなのですわ」

「へー、そうなのか」

　菊ヶ峰の卒業生って凄すごい人が多いんだなあ。

「演技、演奏、詩しい歌かや歌声──芸を究めるとはつまり、美を究めることです。芸能の世界に入るため、ワタクシ達は卒業生の方々に、自らの美をアピールする必要があるのです」

　なるほど、そういうものなのか。芸の道も奥が深いなあ。

「そこでワタクシ達は、文化祭にエステティシャンをお招きして、更に美を磨くつもりでおりますの」

　うん。…………うん？

「エステティシャンを招いて更に自らの美を磨くつもりですの。しかしそれだけでは足りませんわ。だって美とは醜があってこそ輝くものでしょう？　そこであなた方の出番ですわ！　文化祭にて桜南の皆さんを醜みにくく展示することで、ワタクシ達の美しさを際立たせようと思いますの！」

　ふんす！　優華が握りこぶしで得意げに告げる。




「ですのであなた方には一日中、汚きたならしい姿で檻おりの中に入って見せ物になっていただきますわ──!!」




「一応訊きいておくね。人権って知ってる？」

　その胡こ太た郎ろうの言葉は華麗にスルーされてしまった。

　一方、桜おう南なんの女子達がたまらず猛反発する。

「ちょっ、なんでその役目がよりにもよってあたし達なの!?」

「世の中は顔じゃないわよ！」

「そもそもあたし達は醜みにくくない！　見せ物になんかなれるわけない！」

　ブーブー！　ふざけるなー！　桜南の女子達から非難の声が飛んだ。

　しかし優ゆう華かが鼻で笑って、桜南の男子達に視線を送る。

「現実逃避はおよしなさいな。桜南男子の皆さん、あなた方が二次元の美少女に入れ込むのは何な故ぜです？　周りにいる三次元がこうだからでしょう？」

『──!?』

　ズギャーン！　優華の言葉に、桜南の男子達が思いきり納得する。

『……た、たしかにこいつらに殺されそうなくらい愛されたら、それはヤンデレじゃなくただのホラーだ……！』

「こらー、ちょっと男子ー!?」

「あとで体育館裏だからね！」

　桜南の男子達の言い草に、女子達がブーイングを始めた。

　一方優華は、今度はそんな桜南の女子達を見て不敵に笑う。

「桜南女子の皆さん、その逆もしかりですわよ。あなた達が二次元のイケメンに入れ込むのは、周りにいる三次元がこうだからでしょう？」

『──!?』

　ズギャーン！　今度は、桜南の女子達が思いきり納得する。

『……た、たしかにこいつら程度の顔面偏差値の俺様系男子がいたら、メロメロになるどころかボコボコにしてるわ……！』

「おい女子ふざけんなー！」

「ボコボコにしたら余計に顔面偏差値が下がるんだぞ!?　それでもいいのか！」

　今度は男子からも女子に対してブーイングが飛び始めた。

　……うーんまずいな、なんだかヒートアップしてきたぞ？　桜南高生同士で仲間割れしてる場合じゃないのに。

　そんな桜南高生達を見て、菊きくヶが峰みねの生徒達が小馬鹿にするようにくすくす笑う。

「あらあら、醜い争いですわね。美の乏しい方々は争いも美しくありませんわ」

「やはり文化祭では、桜南高生の皆さんを展示するべきですわね」

　──ピタ。その言葉を聞いた桜南の女子達が一瞬沈黙して、

『は？』

　と再び菊きくヶが峰みねの女子達の方を向いた。

　そしてここぞとばかりに挑発する。

「はぁー？　醜みにくい？　ふふん、それをあんた達が言うつもり？」

「誰が笑おうと、あんた達だけはあたし達を笑えないんじゃないの……？」

「そうよねー？　菊ヶ峰の女子よりは桜おう南なんの女子の方が需要があること、証明されちゃったもんねー？」

　途と端たんに菊ヶ峰の女子達がたじろぐ。

「な、何をおっしゃいますの……っ？」

「そんなことはありえませんわ！　わ、私達よりもあなた方が需要があるだなんて、何かの間違いに決まっています……！」

　桜南の女子達が強気に笑う。

「ふふん。動揺するってことは、身に覚えがあるってことよね」

「あのことだよー？　ほらぁ、スク水の、チ・ア♪」

　ギクッ!?　桜南の女子達の言葉に、菊ヶ峰の女子達が一歩後ずさる。

「ス、スク水チア……？」

「なっ、何のことやらサッパリですわ！」

「私達の美があなた方に劣っているなんて、そんなことなどありえません……！」

　ムキになって否定し始める菊ヶ峰女子。

　そこへ桜南女子が追い打ちを掛ける。

「ふーん、だったらハッキリ突きつけてあげようじゃない！　あんた達よりあたし達の方が、男に求められてるっていう証拠を──！」

　ズビシ！　桜南の女子が優ゆう華かを指差して宣言する！




「雉きじノの森もりはスク水チアのターゲットとして菊ヶ峰より先に桜南を選んだのよっ？　つまり客観的な評価として────あたし達はあんた達よりも美しいのよっ！」




『そ……っっの評価も納得いかないから文化祭で更に美を磨いてやるのですわよぉ!!』




　たまらず菊ヶ峰の女子達がブチ切れた。

　まあ実際には『桜南になら確実に勝てる』っていう理由で先に選ばれただけなんだけど。でもそれは黙っておこう。

　優華が縦ロールの金髪を逆立てる。

「きぃーっ、最初から手加減するつもりなどありませんでしたがもう許せませんわ！　絶対にあなた方を倒し、修ス学コ点アを奪わない代わりに文化祭でみすぼらしく展示して差し上げます！　その条件を呑のまない場合は、二学期の文化祭まで何度も桜おう南なんを争奪戦で倒して修ス学コ点アを奪い尽くし、文化祭の時に桜南が菊きくヶが峰みねに奉仕しなければならない状況にしてやりますわ！」

「ぐっ？　そうきたか……！」

　胡こ太た郎ろうは苦い顔で唸うなった。

　攻撃側が争奪戦で勝利した場合、攻撃側が修ス学コ点ア以外のものを要求してきたとしても、防衛側がそれに同意しなければ、通常どおり修ス学コ点アが移動するだけになる。

　しかし、だからといって必ずしも今回のような要求を拒んだ方がいいとは限らない。近隣校全ての平均よりも70点以上低い場合、他校の学校行事の時に奉仕しなければならなくなるのだ。

　もし桜南が争奪戦に負け続けて、以前のような修ス学コ点ア不足に陥おちいれば、結局桜南高生達は菊ヶ峰高校の文化祭で見せ物にさせられてしまうだろう。

　胡太郎以外の桜南の男子達も唸る。

「70点差以上のペナルティ狙い。そんな方法もあるのか……！」

「まずいぞ……！　そのペナルティを課せられた場合、他校に奉仕するだけじゃなく、自分達の学校行事も無しになってしまうじゃないか」

「どっちにしろ菊ヶ峰の文化祭で妙な真ま似ねをさせられるなら、今回負けた場合、修ス学コ点アを奪われない代わりに見せ物になった方が……」

　負けた時のことを考えて、男子達がぼそぼそと呟つぶやき合う。

「おーほっほっほ！　弱小校の桜南の皆さん、条件を呑むか呑まないか、よーくお考えくださいまし！」

　おほほほほ！　優ゆう華かに続いてマネキン達も高笑いを上げた。

　その優華が最後に宣告する。

「ワタクシ達の用件は以上ですわ！　決戦は来週の土曜日！　場所はここ桜南高校！　どうぞ皆さん、首を洗って争奪戦の時をお待ちくださいまし！　ごきげんよう！」

　優華が華麗なステップで回れ右をする。続いてマネキン達も一斉に、可か憐れんにスカートをひるがえして回れ右する。

　そしてそのまま、桜南高校の正門から去っていった。

「く！　やっぱり宣戦布告されてしまったか。……あ、待てよ？」

　敵の背中を眺めて唸りながら、胡太郎はふと思い出す。

　……そういえば、先月もこうして他校から宣戦布告されて、桜南高生達が一時は戦意を失ってしまった。桜南は未いまだに弱小校なんだから、今回もああなってしまうのでは？

　そう心配しながら、胡太郎は背後の女子生徒達を振り返る。




「──菊きくヶが峰みねめ、絶対に見せ物になんてならないんだからねっ」

「そもそもエステティシャンを招くって何？　抜け駆けなんかさせないわよ？」

「むしろ後でこっちが菊ヶ峰の修ス学コ点アを奪って、エステを呼べるような予算なんか付かないようにしてやらなきゃ！」

「引き立て役になんてならないわよ。あんた達には、あたし達と同レベルでいてもらうんだから……！」




「良かった、やる気満々みたいだ……！」

　どす黒い情念を渦巻かせる女子達を見て、胡こ太た郎ろうはホッと安心した。まあやる気があるならどんな理由でもいいよね。

「みんなは大丈夫みたいだな。だったら僕は、副会長の仕事をしないと」

　右手には争奪戦申込状。まずは菊ヶ峰高校に宣戦布告されたことを、職員室に報告しに行かなければ。

　ただ、どうせなら生徒会長の奏かなでと一緒に報告しに行った方が良いだろう。先に奏と合流するとしよう。

　奏は全校集会用の原稿を書いているはずだ。おそらく今は生徒会室にいるだろう。

「何にしても善は急げだ。早く報告しに行こう」

　胡太郎は争奪戦申込状を持って、足早に生徒会室へと向かった。





　　　　☆






　先月は宣戦布告してきた雉きじノの森もり高校をどうにか返り討ちにした桜おう南なん高校だったが、今度は菊ヶ峰高校に宣戦布告されてしまった。

　厄介なことになったな……と胡太郎は顔をしかめながら生徒会室に入る。

　すると予想どおり奏がいた。

「む？　どうしたのだね胡太郎、何やら難しい顔をしているが」

「そんな顔してる？」

「うむ。手首にためらい傷のある彼女に『仕事と私のどっちが大事なの!?』と問い詰められているかのようだ」

「そんなに難しいのか……」

　将来恋人にするならメンタル的にタフな女性にしよう。

　いや、そんなことよりも宣戦布告の件だ。まずは事の経緯を奏に報告しなければ。

　そう思っていた胡太郎だったが、先に奏の方からこう切り出してきた。

「どうしたのだね胡太郎。菊ヶ峰が争奪戦申込状でも持ってきたのかね？」

　さすがに胡こ太た郎ろうはきょとんとする。

「あれ、なんで奏かなでがもう知ってるの？　さっきの今でもう噂うわさになってるの？」

「いや、噂はまだ広まっていないだろう。まあそれも時間の問題だろうがね」

　パイプ椅子に座る奏が優雅に長い足を組み替えた。まだ噂になっていないならなんで奏が知っているんだ？

「ちょうど胡太郎が校門の掃除をしていた頃、私は生徒会の顧問の教諭から、菊きくヶが峰みねによる宣戦布告の件を報告されていたのだよ。敵の生徒会がここに来る前に文科省に宣戦布告の件を連絡していたらしく、文科省から桜おう南なん高校の職員室というルートで通達されたそうだ」

「ああそっか。勝負する相手校だけじゃなく文科省にも連絡を入れておかないと、争奪戦の開催そのものが受理されないもんね」

　なるほど。必ずしも当事者間での宣戦布告が争奪戦の始まりだとは限らないということか。

　そっちの件は分かった。しかし逆にちょっとした疑問も生まれる。

「ところで、なんで文科省はこんなに早く桜南に連絡してきたの？　まだ桜南は宣戦布告に対してどうするかすら答えてない段階なのに」

「それはおそらく、宣戦布告の件の通達自体はもののついでだからだろう」

　奏が短く息を吐く。

「今回の争奪戦の種目は芸げい‐１ワンバーリトゥード。その審査員となる観客は文科省が手配することになっている。文科省が通達してきたのは、その今回の観客についてだ」

「観客？」

「うむ。今回の観客は全員、アルゼンチン人になる予定だそうだ」

　へ？　アルゼンチン人？　どうしてまた？

「胡太郎は知っているかね？　先日、隣の永なが名な市とアルゼンチンのとある都市が姉妹都市提携を結ぶことになったのだよ」

「姉妹都市？　ああ、そういえば那な由ゆが、僕と京都をカップリングさせた時にそんなことを言ってたっけ」

「どういう状況なのだねそれは？」

　正直こっちが訊ききたいよ。

　奏が腕を組む。

「ともかくだね、その件が絡んでいるのだよ。姉妹都市提携をきっかけに、ちょうど来週末、アルゼンチンからの団体ツアー客がこのあたりを訪れるらしい。そのツアー客達に、高校生による修ス学コ点ア争奪戦という日本独自の教育制度に触れてもらえるよう、直ただちに交渉するとのことだそうだ」

「わざわざ外国からの旅行客に見てもらうってこと？　また文科省も変なことをやりたがるね」

「なに、諸外国への広報活動の一環だろう。修ス学コ点ア制度は高校生に成果を求めるという形のものだが、成果を求められているのは文科省も同じだ。日本の教育制度は優れていると諸外国に認められることは、文科省の重要な実績となるのだよ」

　そういうものなのか？　ちょっと話が雲の上すぎてよく分からないな。

　まあ新しい制度を導入した以上、文科省も結果を出さなければならないということなのだろう。

「でもその旅行客に関係あるとしたら姉妹都市になる永なが名な市だけなんでしょ？　桜おう南なん高校がある桜南市や菊きくヶが峰みね高校とかがある和わ代しろ市とは無関係なのに、なんで僕達の争奪戦の観客に選んだんだろう？」

「無関係だからこそ選んだのだろう。仮に姉妹都市になるのが桜南市か和代市のどちらかだったのであれば、その市にある高校を贔ひい屓きするのではという疑念が生じるからね」

「ああそっか。どっちにも肩入れしそうじゃないからこそ、審査員役の観客に適してるのか」

　今回は文科省が海外向けの広報活動を無理やりねじ込んできたわけだが、争奪戦そのものは公平な勝負になるよう、きちんと考えてはいるらしい。

　そういうことなら、別に問題は無さそうだ。

「まあ結局、今回はアルゼンチン人が観客になるってことだね？　それは了解。それより宣戦布告の件だけど、どうするかはもう決めてるの？」

　そう問い掛けてみると、奏かなでが好戦的な笑みを浮かべる。

「もちろんだとも。正式な回答は明日、生徒達の様子を確認してから出すつもりだがね。しかし当然不戦敗など考えていない。来週末の決戦では、敵を返り討ちにしてやらなければならないね」

　良かった、生徒だけでなく生徒会長もやる気だ。この様子なら、今回は最初から一丸となって戦うことができそうだ。

　と、奏がぽつりと言葉を漏らす。

「何にしても、宣戦布告されたのがこのタイミングだったことは幸いだね。体育祭と争奪戦の時期が重ならなくて何よりだ」

「あ……。うん、そうだね」

　どこか曖昧に、胡こ太た郎ろうは頷うなずいた。

　たしかに幸いだ。争奪戦と体育祭の準備期間が重なっていたら、どちらかで問題が起きた時に、生徒会がもう一方には手が回らなくなってしまう可能性もあったのだから。

　ただやっぱり、生徒会と風紀委員会が連携できるようになれば、それに越したことは無いんだけどな。

　そんなことを考えながら、胡こ太た郎ろうは別のことも願う。

　──まあ仕事のことは抜きにしても、やっぱり奏かなでと三み上かみさん達には、仲直りしてもらいたいな。

「では胡太郎。その争奪戦申込状は、私が受け取っておこう」

「へ？　あ、うん。じゃあよろしく」

　我に返った胡太郎は、手にした書状を奏に渡した。

「うむ、確かに。それにしても菊きくヶが峰みねも雉きじノの森もりと同様、修ス学コ点ア以外のものを要求してきたようだね。桜おう南なんが弱小校であることは事実だが、コケにされているこの状況は気に入らないよ」

　奏が組んでいた足を優雅に戻した。

　そして姿勢よく立ち上がり、涼しげに微笑ほほえむ。

「それではこの件は私が処理しておこう。君は先に帰りたまえ。校門の掃除を引き受けてくれて感謝するよ、胡太郎」

　胡太郎に帰宅を促すと、奏が争奪戦申込状を片手に、職員室へと向かい始めた。

　奏の背中を見届けながら、胡太郎はぽつりと呟つぶやく。

「体育祭も成功させたいけど、奏と三上さんのこともどうにかできればいいんだけどな。まあそれを本人達が望んでいるかどうかも分かんないけど」

　何にしても、このまま生徒会室に残っていても仕事は無さそうだ。

　胡太郎は奏の言葉に甘えて、今日は先に帰ることにした。







　生徒会室を後にした胡太郎は、二年Ａ組の教室に戻って帰り支度を整える。

　そして下げ駄た箱ばこに向かって廊下を歩いていると、同じく下駄箱へと歩いていたサイドテールの少女と会った。那な由ゆだ。

「あれ、那由も今から帰るところ？」

「そうです。ちょっと美術部に顔を出してたんですけど、そっちの件はもう終わりましたので。胡太郎くんも生徒会のお仕事は終わったんですか？」

「うん、色々あったけどとりあえず。じゃあ途中まで一緒に帰ろうか」

「そうしましょう！　今は胡太郎くんの家がちょっと離れちゃってますから、一緒に登下校する機会もあんまり無かったですからね」

　そんなわけで、二人は下駄箱で靴を履き替えると、一緒に昇降口から出た。

　そのまま正門へと向かっていると、練習着姿で膝の屈伸などの準備運動をしている哲てつ也やを見掛けた。

「おや哲てつ也やくん。こんなところで奇遇ですね」

「ん？　おお、ナユにコタじゃねえか！　今から帰るのか？」

「うん、途中まで一緒に。哲也は練習中？」

「おう、これからロードワークに行くトコだ！　今日は三年生がいねえが、しっかり練習しねえとな！」

　なるほど、ロードワークか。他の部員はグラウンドで練習を続けているみたいだけど、哲也はピッチャーなので野手陣とは練習メニューが別なのだろう。

　哲也がグッとサムズアップする。

「今から帰るならちょうどいいな。俺も一緒に行かせてくれ。お前等らが道を歩いてる間、俺は角から角までを往復する形でお前等のそばを走っておくぜ！」

「果てしなく不審者だよ！」

　走りながら付きまとい行為とか通報ものの光景だよ……っ。

「別に不審がられないと思いますよ？　この前も近所のおじさんが『枝に引っかかった風船を取ろうとチビッ子が大たい木ぼくの高さまでジャンプしてる!?』ってビックリしましたが、その子を哲也くんが下から放り投げてキャッチしてるだけと気付いてフツーに納得してましたから」

「納得してる時点でまずフツーじゃないよ！　そんなほいほい投げられないよ普通っ？」

　もうそれ異常が日常になってて感覚が麻ま痺ひしてるよ！

「そんなにおかしいことか？　野球でたとえてくれ」

「交流戦で甲子園がバファ□ーズファンで満員ってくらいだよ！」

「んな訳あるか！　おかしいだろ！」

「そんなにおかしいんですか？　カップリングでたとえてください」

「【鬼畜系メガネ男子×マウンテンゴリラ】だよ！」

「割と常識的な事態で安心しました」

「そんな常識なんか投げ捨ててしまえ！」

　てゆーか常識って何だろうね？　最近よく分からなくなってきたよ……。

　那な由ゆがヒョコッとサイドテールを弾ませる。

「まあ何にしましても、哲也くんですから大丈夫じゃないですかね？　この辺りではいい意味でも悪い意味でも有名ですから」

「不審者が市民権を得てること自体が大丈夫じゃないだろ。……いや、たしかに僕達四人とも、そんな感じでご町内に受け入れられてたわけだけど」

　いい意味でも悪い意味でも有名な変な連中。よくよく考えればＷＧクラッシャーズとは、昔からそんな感じの四人組だ。

　だとすると、たしかに色々と気にする必要もないか。

「まあ哲てつ也や本人が平気なら別にいいか。じゃあ一緒に行こう」

「そうですね。それでは早速──」

　と、那な由ゆがそこで何かに気付き、

「あ！　あそこにいるのは、阿あ耶やちゃーん！」

　ててててっ。那由が突然笑顔で小走りになって、昇降口からこちらに向かってきていた少女に駆け寄った。

　ショートポニーの髪に、凛り々りしい瞳と大きな胸。それら以外は那由とそっくりな、那由の従姉いとこの小柄な少女。

　風紀委員長の三み上かみ阿耶だ。その阿耶が那由に気付く。

「あら、那由じゃないの。あなたも今から帰るところかしら？」

「そうです！　その様子ですと阿耶ちゃんも今から帰るところなんですよね？　でしたらアタシ達と一緒に帰りましょう！」

　笑顔の那由が、阿耶の手を引いてやや強引に連れてくる。

「ちょ、ちょっと那由？　引っ張らなくても自分で歩けるからっ。それにアタシ達って、他には一体誰が、あ……！」

　と、阿耶が胡こ太た郎ろう達に気付いてちょっと苦い顔をする。

「う……那由以外の顔ぶれって、堤つつみくんと鈴すず鹿かくんだったの？　メンバー的にアタシだけアウェイじゃない……」

　阿耶が軽く警戒した。

　……奏かなでの幼おさ馴なな染じみばかりだから警戒しているんだろうか？　もし敵だと誤解されているなら、それを解いておかないとな。

　よし！　胡太郎は爽やかな笑顔で阿耶を誘う。

「三上さんも徒歩通学なのかな？　良かったら一緒に行こうよ！」

　途と端たんに阿耶がサッと大きな胸を腕で隠す。

「な……っ!?　い、一緒に【イこう】だなんて、なにテクニシャンぶりをアピールしてるのよ……っ」

「なんでそっち方面で誤解するんだよ！」

「初めての人は失敗するらしいから、あなたがテクニシャンでもアタシのせいでうまくいかないんだから──っ！」

　ええええっ、どう答えりゃいいんだよこの状況!?　とりあえず那由か哲也がフォローできないっ？

「ダ、ダメですよ胡太郎くんっ。そのテクニックは男の人との時まで封印しましょう！」

「そんな時なんかあってたまるか！」

「よく分かんねえがテクニックだけで満足するんじゃねえぞコタ！　やっぱり心技体の全てを鍛えねえとな！」

「アドバイスありがとう！　この状況では全く役に立たないことだけが残念だよ──！」

　ちくしょう、この二人にフォローを期待するだけ無駄だった……！

　てゆーか何なんだこの状況？　さっきまでもっとまともな空気じゃなかったっけ？

　なんだか悲しい。何が悲しいってテクニシャンだと誤解されてることだよ。まだキスもしたことが無いんだけど……。

　まあとにかく、まずは誤解を解いておかなければ。

「三み上かみさん、そういう意味じゃないよ。僕はただ『一緒に帰らない？』って誘っただけだから」

「え？　あ……そ、そうよね。ごめんなさい、早とちりして」

　どうやら誤解に気付いてくれたらしい。阿あ耶やが冷静になって謝ってくれた。……まあ分かってもらえたなら何よりだよ。

　てゆーかまた誤解したってことは、やっぱりこの人ってムッツリスケベなんじゃないだろうか？

「本当にごめんなさい堤つつみくん。──あとアタシはいやらしい女じゃないからね？」

「モチロンデス」

　阿耶がにっこりと微笑ほほえんできた。睨にらんでないはずなのに迫力あるなあ。

　と、哲てつ也やが阿耶に爽やかに声を掛ける。

「まあそんなわけだ三上。お前の家は俺等らの帰り道の途中にあるよな？　だったら一緒に行こうぜ！」

　……あ、まずいよ哲也。その言い方だとまた誤解されるよ？

「一緒に行くって、鈴すず鹿かくん達とアタシが？　うーん……」

　………………。

　あれ、誤解されるのは僕だけ？　ちょっとショックなんだけど……？

　そんな胡こ太た郎ろうの苦悩など知らない阿耶が、悩んだ末に首を横に振る。

「ごめんなさい。だって従妹いとこの那な由ゆはともかく、堤くんと鈴鹿くんは完全に比ひ叡えい側の人間じゃないの。吊つるし上あげにされながら帰るのなんてさすがに嫌よ」

「大丈夫ですよ阿耶ちゃん。胡太郎くんも哲也くんもそんなことはしませんから」

「え？……う、うん」

　那由の言葉に、阿耶がかわいい妹に何かをせがまれた時のお姉ちゃんのような、ちょっと困ったような表情になった。

　そして胡太郎と哲也の顔をしばらく見つめて、今度こそ頷うなずく。

「ん……そうね。疑ったりしてごめんなさい。鈴鹿くんがそういう人じゃないことは知ってるし、それにたぶん……堤くんも、ね」

　しばらく警戒していた阿あ耶やが、ようやく自然な笑顔を見せてくれた。

　那な由ゆあたりから胡こ太た郎ろうの人となりについても聞いていたのだろうか？　だとすると、幼おさな馴な染じみの贔ひい屓き目が入っていそうなものだけど。

「てゆーか信頼してるなら、変な意味で聞き間違えないでほしいんだけど……」

「えっ？　そ、そうよね、ごめんなさい！……でも堤つつみくんも意外と言うわね」

「胡太郎くんはたまにモノローグを声に出しちゃいますからねえ」

　女子二人が苦笑いで呟つぶやいた。

　おっと、しまった。まあ大して聞かれて困るような内容でもないから別にいいか。

　那由が阿耶に向き直る。

「それはさておき阿耶ちゃん、割とお二人のことを信頼してくれてるんですね。まあ哲てつ也やくんとは中学でも一緒でしたもんね」

「ええ、別に知らない人というわけでもないもの。それに中学からの友達に、鈴すず鹿かくんにご執しゆ心うしんな子もいるから」

「「あー……」」

　胡太郎と那由が納得する。ソフトボール部員の茉ま希きのことか。

「俺にご就寝？　はっはーん、つまり『鈴鹿哲也なら自分の隣で寝てるよ』ってことだな！」

「全然違うから！……あれ、割と意味は合ってる？」

「たまにこういう奇跡を起こすから哲也くんは侮あなどれませんねえ」

　おぉ……、と胡太郎と那由が感嘆の息を漏らす。

「何の感心なのよそれは」

　ぼそりと阿耶が呆あきれた。いや、ツッコミだったのかもしれない。

　しかしそんなことは気にせず、哲也がググッとアキレス腱けんを伸ばす。

「まあ難しい話はどうでもいいか。それよかそろそろ行こうぜ！」

「そうですね。では、学校から一番近い阿耶ちゃんの家の方へと向かいましょう！」

　二人の元気な声をきっかけに、四人は正門から外に出た。





　　　　☆






　放課後の帰り道。胡太郎達四人は、桜おう南なん市の街並みを阿耶の家へと歩いている。いや、哲也だけは本当に三人のそばを走り続けていた。哲也さんマジ半端ねえ。

　一団＆ハレー彗すい星せいみたいな形で歩道を歩いていると、不意に阿耶が那由の腕を引く。

「危ないわよ那由、前から自転車が来てるから。もう少しこっちを歩きなさい」

「あ、ホントですね。ありがとうございます、阿耶ちゃん」

　阿耶が軽くたしなめると、那由がえへへと笑った。

　従い姉と妹こ同士の二人だが、阿あ耶やの方が生まれた日が早いらしく、どこかお姉さんっぽい雰囲気がある。姿がそっくりなこともあって、従姉妹というよりも双子の姉妹のようだ。

　うんうんと哲てつ也やが頷うなずく。

「三み上かみは相変わらず真ま面じ目めだな。面倒見のいいトコとか素直に感心するぞ」

「そうだね哲也。あと角から角まで走り続けながらすれ違いざまに僕達と普通に会話してる哲也にも感心するよ」

　凄すごい絵え面づらだなこれ。

「鈴すず鹿かくんも相変わらず規格外な人ね……」

　感嘆と呆あきれが半々くらいの声で言った阿耶が、胡こ太た郎ろうの方を見る。

「ところで堤つつみくん。さっき菊きくヶが峰みねから宣戦布告されたそうね？」

「アタシも帰る前にそんな噂うわさを聞きましたね。なんでも桜おう南なんが負けたら、菊ヶ峰の文化祭でみすぼらしい姿で見せ物にされてしまうとか」

　阿耶に続いて那な由ゆも言った。

「ああ、二人とももう知ってるのか。この学校は噂が早いな」

　まあいいことだと思うけど、と胡太郎は心の中で言葉を付け足した。噂が広まるのが早いというのは、学校全体で生徒同士の仲が良いということだろう。

　……ただそれだけに、生徒会と風紀委員会の連携が断たれてしまっていることは、色々と残念だなあ。

　そんなことを考えていたが、その風紀委員会の長おさである阿耶が言う。

「頼むわよ堤くん。生徒会役員として生徒達を導いて、今回の争奪戦も勝たせてね」

「へ？　あ、うん。そのつもりだよ」

　思わず面めん喰くらってしまった。

　どういうことだろう？　風紀委員長の阿耶が、敵視しているはずの生徒会のことを応援しているように思えるのだが。

　その阿耶が眉を吊つり上あげる。

「まったく、何が悲しくて人前で汚きたならしい姿を晒さらさなきゃならないのよ。本当にふざけた話だわ。生徒達も怒ってることだし、何としても生徒会には、桜南を勝利に導いてもらうわよ」

「う、うん」

　予想外に応援されて戸惑ってしまう。

　……どういうことだ？　たしかに阿耶は良いい人っぽいので、堤胡太郎という個人を応援することはありえそうだ。しかし生徒会という組織に対しては、てっきり目めの敵かたきにしているものとばかり思っていたのだけど。

　まあとりあえず確認してみよう。

「はい三み上かみさん、質問！」

「えっ？　ちょ、堤つつみくんっ？　質問はいいけど、恥ずかしいから往来で急に手なんか上げないでもらえるっ？　横断歩道を渡る幼稚園児じゃないんだから……！」

　阿あ耶やが慌てて胡こ太た郎ろうの腕を掴つかんで無理やり下ろした。……え、これってそんなに恥ずかしいこと？

「ごめんなさい阿耶ちゃん。胡太郎くんって普段は常識人っぽい感じですが、たまに変に子供っぽいところがあるんですよ」

　え、何その評価？　実際常識人なんだけど？

「おう、未いまだに俺達四人をＷＧクラッシャーズって呼ぼうとするしな！」

　ダメなのっ？　だってそういう名前がある方が一体感が生まれやすいでしょっ？

「どうりで那な由ゆ達の幼おさ馴なな染じみをやり続けてるはずだわ。意外と同類だったのね」

　阿耶がすんなり納得した。……解げせぬ。

　まあそんなことよりも確認だ。胡太郎は阿耶に尋ねてみる。

「ねえ三上さん。生徒会が活躍してもいいの？　もしかすると三上さんは奏かなでのことが嫌いなんじゃないかなって思ってたんだけど」

「え──？」

　一瞬、阿耶がはっとした。

　そして、どこか複雑そうに苦い顔をする。

「そうね……自分でもよく分からないわ。比ひ叡えいは嫌な奴だけれど、悪い奴じゃないもの。それでもなんとなく避けているのは、折り合いが悪いからよ」

　ため息交じりに、阿耶がそう答えた。

　なるほど、別に嫌ってるわけでもないのか。奏もああ見えて悪人じゃないもんな。

「──嫌な奴だけれど。嫌な奴だけれど」

　三回も言うほどか。まあ本人もそう自覚してるみたいだけど。

「たまに『堂々と嫌な奴になれる比叡って実はカッコいい？』っていう気分になるわ」

　たぶん気のせいだと思うよ？

「三上、それたぶん気のせいだぞ」

「こら哲てつ也や！　たとえ正しいことでもハッキリ言うのは失礼な場合だってあるんだよ？」

「そういうもんなのか。すまん」

「何気に胡太郎くんも奏ちゃんに失礼じゃありませんでしたか？」

　そんなことを言い合っていると、阿耶が眉をひそめて小首を傾かしげる。

「……えっと、あなた達、比叡の友達なのよね？」

「「「もちろん！」」」

「…………そうね。深く考えるのはやめておくわ」

　阿あ耶やが納得してくれた。ＷＧクラッシャーズの絆きずなの勝利だ。

　それはさておき、胡こ太た郎ろうは笑う。

「まあ三み上かみさん。こうやって言いたいことを遠慮なく言い合えるあたり、僕達はしっかり友達なんだと思うよ」

「そうね。それはたしかにそうなんだと思うわ」

　阿耶がくすりと苦笑した。

　そしてジト目になる。

「ただあなた達ってそもそも遠慮とかいう概念があるの？　堤つつみくんは別として」

「……無いなあ。三人にはまず無いなあ」

　すかさず那な由ゆが握りこぶしを作って反論する。

「何を言ってるんですか！　そもそも遠慮とは自由を阻はばむ悪あしき概念なんですよ？　ですから胡太郎くんと哲てつ也やくんは遠慮せずに堂々と愛し合うべきなんですよ！」




「「だからそういう発言を遠慮しようよ（しなさい）！…………ハッ!?」」




　と──その時だ。

　那由に同時にツッコんだ胡太郎と阿耶が、思わず顔を見合わせた。












　……ああ、まさかこんなことがあるなんて。薄々そんな気はしていたが、やっぱりこの人もそうだったのか。

　不思議な感覚。シンクロした。だから気付く。

　ボケだらけの人間関係の中で、自分と同じ立場の相手がいることに気付いた二人の魂が、今ここに共鳴する。




　この人も────ツッコミだ!!




「三み上かみさん……！」

　スッと胡こ太た郎ろうは右手を差し出す。

「ええ、堤つつみくん……！」

　阿あ耶やも応じて、右手を差し出す。

　そして無言で見つめ合うと、二人はそっと微笑ほほえみ合い──グッと固く握手した！

「急にどうしたんだあいつらは？」

「何か分かり合えるものでもあったんですかね？」

　脳筋と腐女子がのほほんと疑問符を浮かべた。

　と、不意に阿耶が少し声を落とす。

「そういえばこんな感じで、昔は比ひ叡えいとも、手を取り合えていたのだけれど」

「それって、中学の頃の話？」

　やっぱり昔は協力し合う関係だったのか。まあ生徒会の会長と副会長だったくらいだもんな。

「ええ、中学の頃。アタシが何か仕事は無いかと尋ねたら比叡が『ではこの七味唐辛子を一味ずつに分けておきたまえ』って謎のドヤ顔で命じてきたあの頃よ」

「あんたよくそんな人と手を取り合えたね!?」

　何なの？　実は菩ぼ薩さつ様の生まれ変わりとかなの？

「そうね、あの頃は。けれど、昔の話よ」

　阿耶がどこか自じち嘲よう気味に肩をすくめる。

　そしてそっと、胡太郎の手を離した。

「……」

　那な由ゆが半歩後ろから、うかがうように阿耶を見つめる。

　前を見つめて歩きながら、阿耶が誰にともなく言う。

「たぶんアタシと比叡は距離を置いた方がうまくいくのよ。実際に今、生徒会と風紀委員会はどうにか分業できているでしょう？　まあたしかに、お互いの連携が完全に断たれていることは事実だけれど」

　どこか遠くを見ているような、阿あ耶やの凛り々りしい吊つり気味の瞳。

「そもそも四月よりは状況はいいのよ？　風紀委員会は比ひ叡えいに不満を覚えていたけれど、時間が経ってその感情も薄れたから。何より先月の争奪戦で比叡が生徒会長として桜おう南なんを勝利に導いたことで、禊みそぎも済んだとみんな思っている。今月の頭の争奪戦でも桜南を勝利に導いたのだから、なおさらだわ」

　嫌いじゃなくて、禊も済んで。

　それでもなかなか、割り切れない。

「他の委員はもう比叡を見直している。それでもまだ距離を置いているのは、たぶんアタシのせい。風紀委員長のアタシがまだ二人の関係にうまく折り合いを付けられないから、それに付き合ってくれているだけだと思うわ」

　どことなく自戒するように、しかし姿勢よく胸を張ったまま、阿耶が語った。

「そうなのか」

　ふむ、と唸うなりながら胡こ太た郎ろうは思う。

　近づきたいのに近づけない。もう許しているはずなのに、許し方が分からない。そんな状況なのかもしれない。

「奏かなでにきちんと謝らせようか？」

「あら、あの比叡にそんなことさせられるの？　幼おさ馴なな染じみって凄すごいのね」

　胡太郎の提案に、阿耶が小さく苦笑する。

「いいわよ、そんなことしなくても。謝罪を要求できるほどアタシが正しいわけでもないわ。少なくとも、生徒会役員に推挙してくれた比叡の期待を裏切ったのは事実だもの。だから、あまり良い状況ではないけれど、このままの関係でいるわ」

　結局今は、それが阿耶の答えらしかった。

「……そっか。分かった」

　対する胡太郎は、とりあえず引き下がることにした。

　思っていたよりも阿耶は複雑な感情を抱えているらしい。しかし何にしても、奏を特に嫌っているわけでもなさそうなのは朗報だ。

　やっぱり二人には仲直りしてほしいな。何かきっかけがあるといいんだけど。

　そんな風に、胡太郎は思った。

　そうこうしているうちに、いつの間にか周囲の景色が少し変わっていた。住宅地に入ったらしい。

　と、阿耶が突然バツが悪そうに足を止めた。

「あ……ごめんなさい。昔の癖で、帰り道を間違えていたわ」

「昔の癖ですか？　ああ、こっちに帰ってきちゃったんですね阿耶ちゃん」

　阿耶に続いて他の三人も足を止める。

　四人の目の前にあるのは、古ぼけた団地だった。ひっそりとしていて、敷地の周りには立ち入り禁止のロープが張られている。

「あん？　ここが三み上かみの家なのか？　それにしちゃあ中に入れなさそうだが」

　首をひねる哲てつ也やに、阿あ耶やが苦笑する。

「前に住んでいた家なのよ。物心ついた頃から今年の春先まで、この団地で暮らしていたの。老朽化で取り壊されるから、もう立たち退のいたのだけれどね」

　懐かしむような、寂しがるような。阿耶がそんな目で古ぼけた団地を眺めた。

　那な由ゆも少し名残惜しそうに団地を見つめる。

「たしか、今月中には取り壊しが始まるんでしたっけ。アタシも小さな頃から何度も遊びに行った家ですし、無くなってしまうのは悲しいですね……」

「取り壊しは今週末からよ。二年前から取り壊しの話は聞かされていたから、立ち退きも順調に進んだみたいね」

　今週末か。だとすると、これが見納めという可能性もありそうだな。

　そんなことを考えながら団地を見回す。すると四人のすぐそばに工事の立て看板があることに気付いた。

　看板には建設会社や工務店の名前が書かれていた。ＷＧクラッシャーズに馴な染じみのある工務店の名前もそこにある。

　立て看板には、取り壊し予定日も記載されている。それによると、やはり今週末には取り壊しが始められるらしかった。

　胡こ太た郎ろうは阿耶に顔を向ける。

「三上さんは今もこの辺りに住んでるの？　那由の家よりは学校に近いっていう話だったけど」

「ええ、ここから歩いてすぐのところよ。空き家が見つかったから、今年の春休みに引っ越したの。ちょうど桜おう南なん高校が錦にし神がみ学園と争奪戦をしていた日ね」

「争奪戦？　ああ、日本に帰国したばかりの僕がいきなり巻き込まれた戦いか……」

　ちょっとげんなりしながら言った。

　……あの時のバトルロイヤルドッジボールでは、桜南が錦神にフルボッコにされたっけ。

「あら、その時に参戦していた編入生ってやっぱり堤つつみくんのことだったのね。一人で最後まで立ち回っていたと聞いたわよ？」

「おう、コタの足は凄すげえからな！　十万馬力だとか聞いたぞ！」

「それＤＡＳＨじゃない方の鉄腕の話だろ！　あいにく僕は一人じん力りきだよ！」

　てゆーかなんで哲也が誇らしげに答えたの？　そもそも馬力は足の速さの単位じゃないんだけど。

「それはさておき、三上さんの話もなんか美談っぽいね。実際には立ち回ってたんじゃなく逃げ回ってたんだけど」

「そうだったの？　それはご愁傷様ね」

　小さく笑った阿あ耶やが、明るい表情でため息をつく。

「まあそんなわけで、今年の春休みまでは、ずっとここに住んでいたのよ」

　立ち入り禁止のロープが張られた、老朽化の進んだ団地。

　既に住民は立たち退のいていて、中に人ひと気けは全く無い。

「仕方ないことだけれど、住み慣れた家が無くなってしまうのは、やっぱり寂しいわね」

「阿耶ちゃん……。そうですね」

　従姉いとこの呟つぶやきに、従妹いとこもぽつりと同意した。




　その後、哲てつ也やが「ここらで折り返してグラウンドに戻らねえと」と言って、ランニングを再開して学校へと引き返していった。

　胡こ太た郎ろうと那な由ゆは「どうせここまで来たことだし」ということで、少し遠回りにはなったが、阿耶を家まで送り届けた。





　　　　☆






　──胡太郎くんはこの後は何か予定とかあります？　昨日映画のＤＶＤをレンタルしたので、お暇でしたら一緒に観ませんか？




　那由を家まで送るついでに、かつて胡太郎も住んでいた町内をぐるりと見回った後のこと。那由がそう誘ってくれたので、せっかくなので那由の家に上がらせてもらうことにした。

　ドアの鍵を開けた那由の後に続いて、胡太郎も伊い吹ぶき家に入る。

「お邪魔します。那由の家に遊びに来るのも久しぶりだな」

「小学四年以来ですから、六年とちょっとぶりですかね？　ようこそ！　アンドお帰りなさいです！」

　どこか上機嫌の那由が、脱いだ靴を玄関の隅に綺き麗れいに揃そろえた。自然にそうしているあたり、女の子なんだなと気付かされる。

　那由がダイニングに向かいながら振り返ってくる。

「胡太郎くんは先に部屋で待っててください。すぐに飲み物を持っていきますので。あいにく紅茶とかはありませんが、冷蔵庫で麦茶がキンキンに冷えてますから！」

「ありがとう。部屋は昔と同じトコだよね？　じゃあ先に上がらせてもらうよ」

　玄関で靴を脱いだ胡太郎は、少し傾斜のきつい階段を上って、二階の那由の部屋に入った。

「おお、那な由ゆの部屋だ」

　思わずそんな感想が漏れてしまった。

　およそ六年ぶりの那由の部屋。本棚やスチールラックには、相変わらず漫画やゲームやＤＶＤなんかが多い。しかし昔と違い、ベッドや壁紙などが暖色系のパステルカラーに変わっていて、女の子の部屋っぽい雰囲気になっていた。

　……なんだか変な感じだな。昔は普通に遊びに来ていた部屋なのに、ちょっとだけそわそわしてしまう。

　そういえば誰もいない家に簡単に上げてくれたけど、那由も年頃のかわいい女の子なんだから、少しは警戒した方がいいのでは？

「まあさすがに僕と哲てつ也や以外の男子は簡単には上げないか。僕達はこの部屋でもよく遊んでたもんな」

　独り言を漏らしながら、とりあえず鞄かばんを下ろしてカーペットの上に座る。

　するとふと、ラックに並んだゲームソフトのとあるタイトルが目に留まった。

「あ、懐かしいなこのパズルゲーム！　小学生の頃、よく四人で対戦してたっけ……！」

　思わず四よつん這ばいになってラックに近づく。するとそのパズルゲーム以外にも、四人でよく遊んだゲームがいくつも並んでいた。

「お待たせしました胡こ太た郎ろうくん！　おや、何か見つけましたか？」

　と、そこへトレイを持った那由が現れた。トレイに乗せられているのは、麦茶のポットとグラスだ。

「ああ那由。昔よく遊んだゲームがあったから、つい」

「遊びましたねえ四人で。今でも奏かなでちゃんが来た時は、時々そのあたりのゲームで勝負してますよ？」

　那由がミニテーブルの上にトレイを載せて、コースターの上に置いたグラス二つに麦茶を注ついだ。

　胡太郎はラックの中から格闘ゲームを見つける。

「ああ、このゲームでもよく四人で勝負したっけ。そういえばタッグバトルモードの時は那由がペア分けを決めて、何な故ぜかいつも僕は哲也とペアだった気がするなあ」

　格ゲーだと男子の方が上手そうなのに、どうして那由はそう決めたんだろう？

「そのことですか？　ただ【コタ×テツ】の【コンビプレイ】が見たかっただけで他意はありませんよ！」

「他意があった方がまだマシだよ……！」

　とりあえずその意味深っぽい言い回しはご遠慮願いたいんだけど。

　それはさておき、胡太郎は那由の部屋を見回す。

　ここに入ったばかりの時はちょっと落ち着かなかったが、今はなんだか穏やかな気分になっていた。

「那な由ゆの部屋が昔のままで、なんだか安心するな。まあ色々とかわいく模様替えされてるけど」

「か、かわいいですかっ？　まあ胡こ太た郎ろうくんがそう感じるのも無理はありませんよ。なんせアタシは完全無欠の美少女ちゃんですからね！」

　那由が照れながらも調子に乗った。そういうところも相変わらずだ。

　ここは胡太郎の家ではないが、それでも自宅のような安心感を覚えてしまう。幼おさ馴なな染じみ達と積み重ねてきた思い出が、ここにはたしかにある。

　那由がクッション二つをミニテーブルのそばまで移動させて、その一つにちょこんと座る。

「さて、お茶が入りましたよ。胡太郎くんはそちらのクッションにどうぞ」

「ありがとう。じゃあ早速いただきます」

　クッションに座り、麦茶を飲む。那由の家の麦茶の味がした。

「この味も懐かしいな。子供の頃から慣れ親しんだものって愛着があるよね」

「えへへ、そう言ってもらえると嬉うれしいですね。お味み噌そ汁しると麦茶って各家庭ごとの味がありますよね」

　少し照れながら、那由も麦茶を一口飲む。

　そしてグラスを口から離して、ふう、と一息ついた。

「うーん。やっぱり阿あ耶やちゃんも、前の家には愛着があるんでしょうね」

「三み上かみさん？　ああ、さっきの話か」

「ですです。まあ子供の頃からずっと住んできた家ですもんね。それが無くなってしまうのは、ちょっと寂しいですね」

「うん、だろうね」

　頷うなずきながら、胡太郎はさっき町内を見て回った時のことを思い出す。

　散策の途中で、胡太郎は幼い頃に住んでいた家の前を通りかかった。かつての自宅の表札が『堤つつみ』ではなくなっていて、なんとなく寂しい気持ちにもなった。

「まあ仕方ないことなのかも。ずっと変わらないものもあるけど、変わってしまうものの方が多いはずだし」

「そうですね。まあ阿耶ちゃんといえば、阿耶ちゃんと奏かなでちゃんのコンビも、前は今みたいな感じではありませんでしたから」

　過去のことを思い出しているのか、那由の視線が少し上に向いた。

　あの二人の関係も変わってしまったものの一つか。中学の頃は、普通に連携が取れていたはずだもんな。

「中学でも奏かなでちゃんは生徒会長で、阿あ耶やちゃんは副会長でした。今の奏ちゃんと胡こ太た郎ろうくんとは違って仲良しって感じでもありませんでしたが、なんだかんだでお互いを認め合ってるように見えました。自由奔放に行動する奏ちゃんがアクセル役で、阿耶ちゃんがブレーキ役っていう感じでしたね」

「ああ、なんとなく想像がつくな。奏が暴走して変な計画をぶち上げて、それを三み上かみさんが怒ってストップさせてるところが」

　会長の無む茶ちやに副会長が振り回されている感じか。だとすれば、今の生徒会と同じ状況のように思えるな。

「ちなみに奏ちゃんと胡太郎くんの場合、奏ちゃんがアクセルで胡太郎くんがハンドルに見えますね」

「ハンドル？　何気にうまく舵かじ取とりできてるってこと？」

「いえ、ベクトルが違うだけで同じく変な人ってことです。お二人ともブレーキが壊れちゃってる感じの人です」

「よりにもよって那な由ゆに変な人呼ばわりされようとは……！」

　あまりの評価に愕がく然ぜんとする。

「その言い草はアタシに失礼じゃないですかっ？」

　那由がぷんすかと頬ほおを膨らませた。少しは自覚を持とうよ。

「まあともかくですね。中学の頃の阿耶ちゃんは、奏ちゃんに対して距離を置こうとはしてなかったんですよ」

　うーん、と那由が視線を落として唸うなった。

　胡太郎も短く唸る。

「昔はよくケンカしてたけど、今はケンカもしなくなったって感じなのかな」

「そんな感じですね。アタシは阿耶ちゃんのことも奏ちゃんのことも大好きですから、できれば仲直りしてほしいです」

「そうだね。まあ仲直りといってもたぶん、結局は三上さんのわだかまりを解消できるかどうかになりそうだけど」

「それに尽きますね。単純なようで、なかなかに難しい問題ですが」

　那由が困ったように眉をひそめる。

「アタシが頼めば阿耶ちゃんも折れてくれるかもしれません。ですけど、それじゃダメなんです。内心で納得してないなら無理やり仲直りさせても意味がありませんし、アタシが嬉うれしいだけで阿耶ちゃんはしんどい思いをするでしょうから」

　ま、そこが難しいんですよね、と那由が明るく苦笑しながら立ち上がる。そして勉強机の上に置いていたレンタル屋の包みを開けて、取り出したＤＶＤをテレビ台のプレイヤーにセットした。

　従姉いとこと親友の間にいる少女が、再びうーんと唸うなる。

「たぶんですが、わだかまりを解消するきっかけを一番欲しがってるのは阿あ耶やちゃんなんです。ですがまだ、そのきっかけが見つからないんですよ」

　那な由ゆがセットしたＤＶＤが、プレイヤーに取り込まれていく。

「そうなんだろうね。早くそのきっかけが見つかるといいんだけど」

　少女の小さな背中を見つめて、胡こ太た郎ろうはそう答えた。

　人間の感情は複雑だ。周りが押しつけたところで、本人が納得しない限り受け入れてもらえない。ただ、逆に本人が納得したいと思っているのなら、そのきっかけを周りが与えることはできるかもしれない。

　じゃあどんなきっかけが与えられそうだろう？　何かイベントを通じてなら仲直りさせられるだろうか？　目標に向かって一丸となれば、仲直りのきっかけになるかもと思うんだけど。

　もうすぐ行われるイベントとなると、やっぱり体育祭だろうか。

　──あるいは、菊きくヶが峰みねとの争奪戦とか？

　そんなことを考えながら、胡太郎は麦茶をもう一口飲んだ。







　その後、二人は那由がレンタルしてきたＤＶＤを一緒に観た。

　戦争映画で、勇敢な少年兵と可か憐れんなウーパールーパーの悲恋の物語だ。

　那由が号ごう泣きゆうした。

　胡太郎も泣いた。別の意味で。













　　第四章









　那な由ゆの家から帰宅して、夜になった。

　夕食を済ませた胡こ太た郎ろうは、入浴を終えて二階の自室へと向かう。

　ここに来て色々と問題が明るみになってきたように思う。その中でも一番頭をもたげているのは、奏かなでと阿あ耶やの関係のことだ。

「争奪戦を通じて、なんとかあの二人の関係を元に戻せないかな？」

　たとえば、今度の争奪戦に勝ったら仲直りしてもらうというのはどうだろうか？　実際先月の戦いに勝利したことで奏の禊みそぎは済んだと思ってもらえたのだから、可能性はありそうだ。

　と思ったが、首をひねる。

「いや、どうだろう。前にも争奪戦に勝ったことがあるのにまだ仲なか違たがいしたままなんだから、それじゃ仲直りのきっかけにはならないのかも」

　やるべきか、控えるべきか。一体どうしたものか。

　そう思いながら自室の前まで来たところで、胡太郎はふと気付く。

「あれ、ケータイが鳴ってる？　メールが届いたみたいだな」

　着信音でそう判断しながら自室に入り、机の上に置いていたスマホを手に取る。

《保ほ津づ川がわ下り！》という件名で、天あま音ねから写メが届いていた。

「おお、旅行の写真か！　どれどれ？」

　声を弾ませながら、画像を表示させる。

　──渓谷を下る小舟の上で、友達と一緒に目一杯笑っている天音。

《今日のお昼に撮った写真だよー！》という文面のメールに添付されていたのは、お隣さんが修学旅行を満喫している瞬間の写真だった。

「楽しんでいるみたいだな天音さん。今年が修学旅行に行く最初で最後のチャンスだったもんな」

　四月の時点では、今年の三年生は修学旅行に行けないはずだった。しかし生徒達がコツコツと修ス学コ点アを積み上げ、更に雉きじノの森もりとの争奪戦に二連勝したおかげで、三年生に修学旅行に行ってもらえることになった。

　ホントに良かった。がんばった甲か斐いがあったなあ。

　そう胡こ太た郎ろうが喜んでいると、スマホが今度は電話の着信音を響かせた。







『──それでねコタローくん！　トロッコ列車に乗った後で、遊園地のやつじゃない本物の急流下りをやったんだよ？　お天気も良かったし景色も綺き麗れいだったし、ちょっと怖かったけどすっごく面白かったよー！』

「うん、さっき送ってくれた写真のところだよね？　結構迫力がありそうで、僕も乗ってみたいって思ったよ」

　電話口ではしゃぐ天音に、胡太郎も声を弾ませて答えた。

　電話は天音からのものだった。今は消灯前の自由時間らしく、大部屋にいる女子達はトランプをしたり彼氏に連絡したりなど、思い思いに過ごしているらしい。

　天音がふんわりとした声で笑う。

『旅館のお夕飯もすっごくおいしかったよ。味だけじゃなくて、炊たき合あわせとか煮に凝こごりとかは見た目もお上品でかわいかった。あとね、ご飯の後は大部屋のみんなで枕投げをしたよ。修学旅行に来たんだから絶対やろうって佳か穂ほちゃんが言い出したの』

　佳穂ちゃんというのは、天音の所属している女子水泳部のキャプテンだ。天音の友達の一人で、先程の写真でも天音と一緒に写っていた。

　天音につられて胡太郎も笑う。

「枕投げ？　なんか修学旅行の定番らしいね？」

『うん、すっごく楽しかったよ！　みんな熱くなってワイワイ盛り上がっちゃった』

　へー、枕投げか。なんだか微笑ほほえましいなあ。

『闇に乗じて奇襲したり布団を積んで塹ざん壕ごう戦したり和平交渉の使者が捕虜にされたりしたよ』

「ガチンコすぎるよっ」

『でもみんなが観てるドラマが始まった時には、武器を捨てて敵味方なくテレビの前に集まったんだ』

「何そのクリスマス休戦みたいな美談……っ？」

　なんだか微笑ほほえましくなくね？　意外と殺さつ伐ばつとしてたんじゃね？

　などと思っていると、電話口から天あま音ねと一緒にいる友達の声が漏れてくる。

（……あれ？　天音ってもしかして彼氏いるの？　なんだか家族とかと喋ってる感じじゃないっぽいけど）

（コタローくんって言ってるからいつものお隣さんじゃない？　ほら、副会長の）

（あー、二年生のあのコか）

　……おおう、なんだか噂うわさされてるっぽいな。天音さんの友達に当たり前のように自分のことを認識されてるのって変な感じだ。

　そんな風に思っていた胡こ太た郎ろうに、天音が相変わらず楽しげに話す。

『それでね？　枕投げがヒートアップしてみんなボロボロになったんだけど、最後はお互いの健闘を称たたえ合っていっぱい記念撮影したんだー』

「そ、そっか。三年生の先輩達が旅行を思いきり楽しんでるみたいで何よりだよ」

　ボロボロになるほどか。なんか集団で変にハイテンションになってるっぽいけど、まあそれも青春の一ページってやつなのかな。

『あ、せっかくだからその写真も送るね？　すっごく楽しかったから見て見てー！』

「へ？　ああ、うん。じゃあ待ってるよ」

『うん！　じゃあ一度電話を切るね』

（……え？　天音ってばあの写真を送るつもりっ？　たしかあの時って、はしゃぎすぎてみんな浴衣ゆかたが──！）

　ツー。ツー。天音との通話が一度切れた。

　誰かに写真を見てもらいたいくらい楽しかったのか。なおのこと修学旅行を勝ち取れて良かったなあ。

「それにしても、なんか天音さんの友達が焦ってたみたいだけど何だったんだろう？　後で一応訊きいておこうかな。……お、早速メールが来た」

　そんなわけで、みんなでボロボロになったらしい画像を表示してみる。

「──ぶふぁっ!?　ボロボロじゃなくてエロエロなんだけど!?」

　思わず盛大に噴いた。

　写真の構図は保ほ津づ川がわ下りのものと同じような感じだ。天音が佳か穂ほ達と身を寄せ合い、みんなで目一杯楽しそうに笑っている。

　しかし身に纏まとった着衣の状態が違う。天あま音ね達の浴衣ゆかたがはだけまくっている。襟も裾も帯までも無防備に着崩れてしまっていて、肩や胸元や太ふと腿ももが危ないくらい際どく露あらわになっていた。

　うわあ、いやいやさすがにまずいだろ……！

　と、スマホが能天気に着信音を鳴らした。

『もしもしコタローくん、メールはきちんと届いてるかな？　もうホントにみんな楽しくなっちゃって──うん？　どうしたの佳か穂ほちゃ』（バッ！）

『──もしもし堤つつみくんっ!?　今すぐ削除しなさい……っ！　今のメールを、今すぐ、削除しなさい……っっ！』

「はい先輩、分かってます……」

　どうやら通話中の天音から電話を奪ったらしい。慌てて脅迫気味に頼み込んできた佳穂に、胡こ太た郎ろうは顔を引きつらせながら答えた。

　佳穂の声の向こうで、天音が他の先輩達と話す。

（？？　どうして慌ててるの？　コタローくんにしか見せてないから大丈夫だよ？）

（天音は大丈夫でもあたし達は大丈夫じゃないの！）

（なんであのコそんなに天音に信頼されてるの？　ホントは実の姉きよ弟うだいだったりするの？　弟分とかじゃなくて……？）












　そう疑問を投げ掛ける先輩達の声は、どこか天あま音ねに対して心配そうでもあった。

　ただ単に男として見られてないだけだと思います。自分で言ってて泣きたくなりますが。

　まあそれはそれとして、天音さんにもいい友達がいてくれて嬉うれしいな。




（イイ雰囲気のお隣さんが、ホントは実の姉きよ弟うだい。…………イケるっ!!）




　天音さんにも変な友達がいるみたいでちょっと不安。

　その変な友達が、佳か穂ほに代わって電話口から食い気味に尋ねてくる。

『おっほん！　コタローくんだっけ？　その、キミは天音とは、じじじ実の姉弟だったりするの……っ？』

「いえ、普通のお隣さんです」

『──あたしのガッツポーズを返してよぉ！』

「知らんがなそんなもん！」

　あんた何を求めてるんだよっ？　前のめりにそんなこと言われてもこっちはドン引きですよ……！







　てんやわんやの末、再び天音から電話が掛かってきた。

『ごめんねコタローくん。どうしてだかバタバタしちゃったね』

「どうしても何も」

　さすがにツッコんでおいた。ちなみにこの電話が掛かってくる前に、例の写真はメールごと削除してある。

『こっちはすっごく楽しんでるよ。コタローくんはどう？　何か変わったことはあったかな？』

「変わったこと？　うん、まずは菊きくヶが峰みねに宣戦布告されたよ。来週末にまた争奪戦を戦うことになりそう」

　天音の声がふんわりと笑う。

『そうなんだね。でもコタローくん達ならきっと大丈夫だよ。私は応援しかできないけど、今回もがんばってね』

「ありがとう。弱小校の桜おう南なんだけど、下げ剋こく上じようしてみせるよ！」

　天音に応援してもらえるんだから、なおのことがんばろう。胡こ太た郎ろうは生徒会の副会長として、意気込みを新たにした。

「まあ宣戦布告されたけど、争奪戦が来週末になるのはまだ良かったかも。体育祭と時期が重なると、生徒会としても手が回らなくなるかもしれなかったから」

『体育祭？　あ、そうだよね。今年の生徒会はコタローくんと奏かなでさんしかいないもんね』

「うん。まあ風紀委員会も生徒会の仕事を担当してくれてるから、普段は今の体制でもうまくやれてるんだけどね。ただ大きなイベントが重なると人手不足の問題が出るみたいなんだよ。……生徒会と風紀委員会とで連携が取れるなら、体育祭と争奪戦の両立もできるみたいなんだけど」

『そうだったの？　私は学校生活で困ったことが無かったから、生徒会とかがしっかりしてくれてるんだなって思ってたんだけど』

「僕も昨日知ったばかりだけど、うまくいってなかったみたい。まあ今は生徒会と風紀委員会の組織同士というより、双方の長おさの個人的な関係がイマイチなだけらしいけど」

　ため息交じりに呟つぶやいた。単純なようで、なかなか複雑な問題だ。

「奏の生徒会長としての態度に風紀委員長の三み上かみさんが不満を持って、仲がこじれたみたいなんだよ。でもまあ奏が生徒会長として争奪戦で桜おう南なんを勝利に導いたから、もう奏のことを許してないわけでもなさそう。……ただそれでも、今もお互いに距離を置いたままなんだよ」

　自室のベッドに腰掛ける胡こ太た郎ろうは、天井を仰ぐ。

「だからなんとか仲直りしてもらえないかなって思ってるんだ。ただ、何かきっかけがあればうまく行きそうなんだけど、そのきっかけがまだ思いつかないんだよ。今度の争奪戦で生徒会がまた桜南を勝利に導くことができたら──って考えてはみたものの、それだと前と同じことをやっただけだから、今更きっかけにはならない気がするし」

　ここはやっぱり、今までとは違うきっかけを与えないとダメなんじゃないだろうか。

　そう悩む胡太郎に、天あま音ねの声が柔らかく笑う。

『今更じゃないよコタローくん。今度の争奪戦で勝ったら、きっとそれが仲直りのきっかけになると思うよ』

「……天音さん？」

　きょとんとしながら問いかけた。

「それで三上さんは納得して仲直りしてくれるかな？　今度の争奪戦で勝ったとしても、別に初勝利ってわけじゃないんだよ？　前と同じことをするだけじゃ、あんまり嬉うれしくないんじゃないかなって思ったんだけど」

『ううん、そんなことないよ。だって私は嬉しかったから。コタローくん達がみんなのために戦って、今までに二度も勝ってくれた。一度目も二度目も、私は凄すごく凄く嬉しかったよ？』

「あ……」

　思わず声が漏れた。

　天あま音ねのふんわりとした声が、耳元から更に聞こえてくる。

『それにねコタローくん。コタローくん達が争奪戦に勝ってくれたおかげで、私達は今ここにいるんだよ？　だけど一回勝ってくれただけじゃここには来られなかった。二回勝ってくれたから、私達の修学旅行は京都観光になったんだよ？』

　たしかにそのとおりだ。一度勝っただけでは、今の状況にはなっていない。

『前にも勝ってくれたからって、二度目の勝利を嬉うれしくないだなんて思わないよ。一度目も嬉しくて、二度目もやっぱり嬉しかった』

「天音さん……」

　今日は一日中、天音が目一杯楽しんでくれている。天音だけじゃなく、三年生みんながこの修学旅行を満喫してくれている。

　その修学旅行を勝ち取ったのが、自分達だ。

『初めてかどうかなんて関係ないよ。自分のためにという気持ちも込めて戦ってくれるんだから、何度目でも嬉しいよ』

　お隣さんの少女が、本当に嬉しそうな声で、そう教えてくれた。

「天音さん……。うん、そうだよね。ありがとう！」

　パッと視界が開けたような感覚。何か暖かいものを胸に感じながら、胡こ太た郎ろうは元気よく答えた。

　天音の言うとおりだ。初めてかどうかの問題じゃない。

　以前の勝利で風紀委員達が奏かなでを見直してくれたんだから、また勝てば阿あ耶やももっと見直してくれるはずだ。

「ありがとう天音さん。なんだかうまくいく気がしてきたよ」

『うん、きっとみんなうまくいくよ。だってまた、コタローくんががんばってくれるんだもん』

　明るい声で、天音が柔らかく笑ってくれた。







　そろそろ先生が消灯前の点呼に来る頃らしい。互いに「おやすみ」を言い合うと、天音が電話を切った。

　どうすればあの二人が仲直りできるんだろうか。そのことを考えてはみたものの、うまく答えが出せずにいた。

　しかし今、天音が一つの道筋を示してくれた。

　ありがたい。だったらまずは、それを行動に移してみることだ。

「よし。早速明日の朝、三み上かみさんと話をしてみよう！」

　来週末は争奪戦だ。桜おう南なん高校のみんなのためにも勝たなければ。

　だがそれだけではない。この争奪戦に勝利して、奏かなでと阿あ耶やの関係を修復するきっかけにしてみせよう。





　　　　☆　★　☆






　夜が明けて金曜日の朝。今朝も天あま音ねがいないので、胡こ太た郎ろうは一人で登校する。

　桜おう南なん高校に近づくに連れて、生徒達の姿が多くなっていく。

　先月雉きじノの森もりから宣戦布告された直後は、桜南の生徒達は暗い顔で登校していた。しかし今回は、女子達がやけに瞳をギラギラさせている。

「菊きくヶが峰みねの文化祭エステ計画なんか、ぶっ潰してやるんだから……！」

「あっちだけ綺き麗れいになるなんてずるいもんねっ」

「皮ひ下か脂しん肪ぼう　みんなで太れば　こわくない」

　良かった、やっぱり今回はみんな前向きだ──！

　とりあえず生徒達の戦意は問題無さそうだ。となると問題は、奏と阿耶のことだ。昨日の夜に考えたとおり、まずは阿耶と話をしなければ。

　胡太郎は意気込みを新たに学校へ向かう。

　そして桜南高校に辿たどり着つくなり、二年Ａ組の教室に行く前に、阿耶のクラスである二年Ｈ組へと向かった。

「さて、三み上かみさんはもう来てるのかな……？　あ、いた！」

　教室前の廊下からＨ組の様子をうかがう。すると、茉ま希きと談笑する阿耶の姿を見つけた。

　よし、じゃあ早速話をしよう。そう思ってＨ組の教室に入ったところで、ふと冷静になる。

　……いや、人前で話すにはちょっとデリケートな話かもしれない。話を切り出すなら、誰にも聞かれたりしない場所に連れて行ってからにした方が良さそうだな。

「ほんでな阿耶、そしたら鈴すず鹿かが──あれ、堤つつみ？　どないしたん？」

「あら、堤くんじゃないの。うちのクラスに何か用？」

　冷静に考え直していると、茉希と阿耶が胡太郎に気付いた。

　まずは阿耶を誘い出さなければ。胡太郎は明るく声を掛ける。

「おはよう三上さん！　今から君を人ひと気けの無いところに連れ込みたいんだけど、いいかな？」

「いいはずがないでしょ──！」

　べしん！　さすがに阿耶に頭をはたかれた。……ちょっと痛い。

「あ、朝から何を言いだすのよ急に……っ!?　やっぱり堤くんは、いやらしい人だったのね……！」

　阿あ耶やが真っ赤な顔で声を裏返らせた。勘違いさせてしまってホント申し訳ない。

「ごめん、今回ばかりは僕の言い方が悪かった。なるべく人目につかない場所で話がしたいって言いたかったんだよ」

「そ、そうだったのね。……でもさっきの言葉の後だと、その誘い方でも若干下心がありそうに聞こえるんだけど」

　阿耶が半信半疑で呟つぶやいた。……他人と分かり合うのって難しい。

　と、そばにいた茉ま希きが軽くはしゃぐ。

「おやおや何やの？　人目につかへんトコで話がしたいとか言うて。もしかして堤つつみ、今から阿耶に告白でもするつもりなんか？」

　おっと、そう受け取られてしまいそうな言葉になっていたのか。変に誤解されないようにハッキリ否定しないと。

「思わせぶりな真ま似ねをしてたならごめん。でも今のところ三み上かみさんに対してそういう感情は全く無いから勘違いしないでね」

「どうして逆にアタシがフラれてるみたいなことになってるのよ……！」

　阿耶がわなわなと震えて怒った。……他人と分かり合うのって難しい。

　ともかくこのままではダメだ。話ができるように、きちんと頼まなければ。

　胡こ太た郎ろうは一度軽く頭を下げてから、阿耶の目を見て告げる。

「ごめん三上さん、生徒会と風紀委員会のことで少しだけ話がしたいんだ。どこかで話せないかな」

「え？……生徒会との、こと？」

　その名前を出すと、阿耶の表情から怒りの色が失うせた。

　阿耶が一度、床に視線をさまよわせる。

　そして再び胡太郎の目を見て、小さく頷うなずいた。

「いいわよ、少しくらいなら。風紀委員会室を使いましょう。あそこなら誰もいないはずだから」







　風紀委員会室は、南校舎の一階にあった。

　阿耶がドアの鍵を開けると、胡太郎は阿耶に続いてその中に入った。

「汚きたないところだけどどうぞ。いいえ、汚くはないわね。みんな整理整頓しているもの」

　先導する阿耶が、自らの発言にツッコミを入れる。

　そして、くるりと振り返った。

「さてと。立ち話でもいいかしら？　あいにくお茶なんか出ないわよ」

「大丈夫だよ。少しお願いしたら、話はそれで終わりだから」

「そうだったわね。それじゃあ話をどうぞ」

　凛り々りしい瞳で見つめてくる、小柄な風紀委員長。

　そんな阿あ耶やに促されて、胡こ太た郎ろうは告げる。

「──今度の勝負に勝ったら、生徒会と風紀委員会とできちんと連携を取るよう、お互い協力し合ってほしい」

　それが、胡太郎のお願いだ。

「生徒会と？　その……比ひ叡えい個人とではなくて？」

「うん。生徒会と風紀委員会とで協力し合いたいんだ」

「……そう」

　胡太郎の言葉に、阿耶が視線を少し落とした。

　奏かなでと仲直りしてほしいと正直に言ったのでは、たとえ聞き入れてくれたとしても、心の中では納得してもらえないかもしれない。しかし生徒会との距離についてであれば、真ま面じ目めな阿耶には納得してもらいやすいだろう。

　だから建前は生徒会との距離ということでいい。阿耶が生徒会を納得ずくで受うけ容いれることはきっと、そのまま奏を受け容れることになるはずだ。

　何な故ぜなら、おそらく阿耶も本当は、奏のことを受け容れたいと思ってくれているから。

「……策は、比叡が出すのよね」

　不意に、阿耶が呟つぶやいた。

　そして視線を胡太郎に戻して、控えめに微笑ほほえむ。

「分かったわ堤つつみくん。生徒会が雉きじノの森もりだけでなく菊きくヶが峰みねにも勝たせてくれるなら、アタシも意固地になるのはやめる」

「いいの？　ありがとう！」

　阿耶の返事に、胡太郎は明るい声で答えた。

　良かった、阿耶が聞き届けてくれた。これできっとうまくいくはずだ。

　いや、やっぱりそれはまだ分からない。阿耶にこの仲直りのきっかけを与えるには、次の争奪戦で、また弱小校の桜おう南なんを勝利に導かなければならないのだから。

　それでもきっと大丈夫だ。決して勝ち目が無いわけじゃない。

　桜南にはあの幼おさ馴なな染じみ達が──ＷＧクラッシャーズがいるのだ！

「ありがとう三み上かみさん！　必ず生徒会が桜南を勝利に導いてみせるからね！」

　胡太郎が阿耶の手を取る。

「ええ。……まあアタシも、言ったからには約束は守るわ」

　阿耶が少し頬ほおを染めてそっぽを向いた。

　ひとまず阿耶と約束は取り付けられた。ならば次は、争奪戦に向けて勝利する方法を考えなければ。

「きっと勝てるよ三み上かみさん。特に今回は女子達もやる気だからね！」

「なっ!?　じょ、【女子達とやる気】って、一体何をヤる気なのよいやらしい……！」

「いやらしいのはあんただよ！」

　もうこれ完全に言葉狩りだよ。でもそんなことよりも、とにかく善は急げだ。

「三上さん、ありがとう。早速争奪戦に向けて動き始めることにするよ！」

　胡こ太た郎ろうは阿あ耶やに礼を言うと、飛び出すように風紀委員会室を後にした。





　　　　☆






　今朝は真っ先に阿耶のもとを訪れていた胡太郎は、ようやく二年Ａ組の教室へと足を踏み入れた。

　既に多くのクラスメートが登校してきている教室には、幼おさ馴なな染じみ三人の姿もある。いつもどおり、奏かなでの席のあたりで談笑しているようだ。

　来週末は争奪戦だ。桜おう南なんの戦力の中心となるのは、おそらく今回も自分達四人になるだろう。先月と同様に、まずは四人で決起してから作戦会議を始めた方が良さそうだ。

　だがその前に、奏と哲てつ也やと那な由ゆには、阿耶との約束の内容を伝えなければ。ただこれはプライベートな内容なので、教室で話すのはどうかと思う。

　……よし、だったらこれも先月と同様に、屋上で話をしよう。

　そんなことを考えているうちに、奏が胡太郎に気付く。

「おや、おはよう胡太郎。ようやくの登校かね」

「いつもよりちょいと遅かったな。寝坊しちまったのか？」

「今朝はお隣の天あま音ねさんがいませんからね。そのせいかもしれませんね」

　奏に続いて、哲也と那由も声を掛けてきた。

　そんな三人を、屋上へと手短に誘う。

「おはようみんな。三人に言っておきたいことがあるから、今すぐ屋上に行こう」

「「「──っ!?」」」

　途と端たんに三人に衝撃が走った。……へ、なんだなんだ？

　その三人が小さく輪になってひそひそと相談する。

「……登校するなり屋上への呼び出しとは。どうも私達は胡太郎を激怒させたようだね」

「……おい何が原因だ？　心当たりが多すぎるぞ」

「……これはアタシ達の方から先に謝っておいた方が良さそうですね」

「へっ？　三人とも何か勘違いしてない？」

　呼び出しってそっちじゃないよ？　てゆーか心当たりが多いなら謝罪するより改善してほしいんだけど？

　しかし幼おさ馴なな染じみ達は胡こ太た郎ろうの言葉に気付かない。相談していた奏かなでと哲てつ也やと那な由ゆが横一列に並んで、一斉に頭を下げて口々に言う。

「すまない胡太郎。先週購買の行列で割り込みをした生徒の下げ駄た箱ばこに売れ残りのパンをこれでもかと詰め込んだのは私だ」

「奏の仕し業わざだったのっ？　まあ本人が反省して全部食べてたからいいけどさ……」

「昨日母親にプチトマト買ってきてと頼まれたのに間違えてプロテイン買っちまった」

「プしか共通点が無いよ！　てゆーかそれを僕に謝られても困るよ！」

「昨日のお昼に胡太郎くんと哲也くんがいい雰囲気だったのに割り込んでしまいました」

「ねえよそんな雰囲気！　あったらむしろガンガン割り込んでください！」

「すまない胡太郎。一昨日購買で割り込みをした生徒の下駄箱に売れ残りのパンを詰め込んだのも私だ」

「二周目もあるのこの謝罪!?　てか購買のパン売れ残りすぎだろ！」

「──だから今日こそはしっかりプチトマトを買ってみせるぜ！」

「さっきの続きっ？　謝罪じゃなくて決意表明だったんだね！」

「──だから今日こそは割り込まずに【コタ×テツ】を堪たん能のうしてみせます！」

「そんな決意表明とか要らんわ！　まず僕と哲也の間に【×】を割り込ませるのをやめよう！」

「ところで胡太郎。三周目もあるのだが？」

「もうお腹なかいっぱいです──っ！」

　たまらず全力で泣き言を入れた。……てゆーか謝罪じゃなかったのこれ？　なんで詫わびられてる側がギブアップしなきゃならないんだよ……っ。

（今度は何を騒いでるんだあいつら？）

（【コタ×テツ】とか腹がパンパンだぜとか言ってた！）

（あたし絶対堤つつみくんは攻めじゃなく受けだと思う）

　クラスメート達がざわざわした。攻めにも受けにもなってたまるか。

　奏が切なげにため息をつく。

「しかし胡太郎、お腹いっぱいとは羨ましいよ。私は売れ残りのパンを二度も買い占めたせいで、今月は放課後の買い食いを断念するありさまだというのに」

「あんたたまに下らないことに全力を尽くすよね」

　……ええい、なんか変な方に脱線してるぞ？　でもこんなことでへこたれている場合ではない。

　阿あ耶やが約束してくれたのだ。

　今度の争奪戦に勝利することが、奏と阿耶が仲直りするきっかけになりそうなのだ。

　だから胡太郎は、明るく笑って幼馴染達を誘う。

「争奪戦のことについてみんなで相談したいんだ。それと、すごくいい話がある。だから前回みたいに、屋上で話をさせてもらえないかな？」

「ふむ……争奪戦のことかね？」

「おお、怒ってるんじゃなかったのか！」

「それどころか、すごくいい話まであるんですね」

　横一列になっていた三人も、それぞれ明るい顔になった。

　夏服の奏かなでが涼しげに笑う。

「ちょうどいいね。争奪戦に関しては、私も君達と少し話をした方が良いと思っていたところだったのだよ」

「そうだったんだね奏。じゃあ早速行こう！」

　明るく声を弾ませると、胡こ太た郎ろうは急せかすように廊下へと出る。

　そんな胡太郎に続いて、奏と哲てつ也やと那な由ゆも屋上へと向かった。







「──えっ？　ということは胡太郎くんっ、阿あ耶やちゃんが奏ちゃんと仲直りしてくれそうなんですかっ？」

　那由がパッと顔を明るくして、胡太郎に食い入るように尋ねてきた。

　朝の屋上。先週梅つ雨ゆ入りしたはずの空は、梅ばい雨う前線の南下によって綺き麗れいに澄み渡っている。

　そんな空と同じくらい明るく那由が笑う。哲也も「おお！」と感嘆の声を上げる。そして奏が一瞬目を丸くした。

　胡太郎は大きく頷うなずく。

「うん、三み上かみさんも約束してくれたよ。今度の争奪戦に勝ったら、生徒会と風紀委員会とで協力し合えるようにするって。その協力をきっかけに、また三上さんは奏との距離を詰めるようになるはずだ」

　阿耶も本心では奏との距離を戻したがっているような様子だった。だからきっかけさえあれば、全てうまくいくはずだ。

　胡太郎はグッと拳を握って意気込む。

「だから絶対に勝とう！　桜おう南なん高校のみんなのためだけじゃなく、奏と三上さんに仲直りしてもらうためにも！」

「「応おう！」」

　哲也と那由が元気に拳を突き上げた。

　この二人は乗り気になった。いつも以上に奮起してくれることだろう。

　そうなるとあとは、渦中の人物でもある奏だ。

「……余計なお世話なのだが」

　その奏かなでが、少し強こわ張ばった顔で、どこか淡白に言い捨てた。

　しかしすぐに表情を緩める。

「だが胡こ太た郎ろう。君は昔から、そうした余計なお世話を焼く人物だったね」

　奏がどこか呆あきれたように告げて、瞳を細めて彼方かなたの空を眺める。

　そして横髪を右耳にそっと掛けると、視線を戻して涼しげに微笑ほほえんだ。

「うむ、是ぜが非でも勝たなければならないね。そもそも阿あ耶やとのいさかいの原因は私にあるのだ。私の尻拭いは、私がしよう」

「うん、みんなでがんばろう！」

　胡太郎と奏と哲てつ也やと那な由ゆ。ＷＧクラッシャーズの面々が、戦いに向けて決意を新たにした。

　哲也がバシッと拳と手のひらを打ち合わせる。

「よっしゃ、勝負するからには勝たねえとな！　鍛え上げたこのパワーで菊きくヶが峰みねの連中をなぎ倒してみせるぜ！」

「いや、なぎ倒した時点で反則だから」

「反則なのか!?　じゃあ万策尽きちまったな……」

「まだ一策しか出てないよ」

　まあこの調子であと九千九百九十九策を出しても無駄だろうけど。

「とにかくボディーコンタクトはＮＧだと思うよ。今回の争奪戦の種目は芸術系だし」

「そうみたいですね。菊ヶ峰が指定してきた種目は、『芸げい‐１ワンバーリトゥード』だと聞きました」

　菊ヶ峰高校は演劇部と声楽部と吹奏楽部が実力者揃ぞろいの、芸術分野に秀でる高校だ。その特長を活かし、今回の争奪戦でも芸術系の種目を指定してきている。

　と、奏がスマホを取り出して何やら操作する。

「彼女等らが攻撃側なのだ、当然そうするだろう。種目を指定できる以上、敢あえて自分達の土俵で勝負しない高校などあるまいよ。ならばまず私達がするべきことは、その土俵でのルールを確認することだ」

　奏が操作する指を止めた。そして、そのスマホの画面を三人に見せる。

「見たまえ。文科省のウェブサイト上の、芸‐１バーリトゥードのルールが掲載されているページだ」

「おお、そうだなカナ。まずはそこから始めねえと」

　あまりルールを把握していなかった哲也が画面を覗のぞき込こむ。

　それに続いて、他の三人もスマホの画面を覗きこんだ。

　どれどれ──？












　なるほど。過去にもざっと読んだことはあったが、これが芸‐１バーリトゥードのルールの詳細か。

　胡こ太た郎ろうは眉み間けんにしわを寄せる。

「人気投票で勝敗が決まるんだね。で、投票する判断の基準になるものが、芸術における発想の斬新さとか、そのへんなわけか……」

　分かるような分からないような、ちょっと微妙なところだ。しかしそれは、芸術には万人に共通するハッキリとした評価基準というものが無いからだろう。

　スポーツのような、見る人が見れば確実に判定できるようなものではない。ある人にとっては素晴らしい芸術作品でも、別の人もそう感じるとは限らない。

　結局良し悪あしが人それぞれになってしまう分、芸術というものは分かりづらい。

「やっぱり勝つためには、いい芸術作品を披露しないとな。……でも、そのへんがなんか難しそうだなあ」

「うむ。なかなかに良し悪しというものが判然としないね」

　うーん。胡太郎と奏かなでと哲てつ也やが唸うなる。

「何を披露すればいいのかなあ。そもそも何をすれば芸術になるの？」

「それもまた難解だね。どこまでが芸術で、どこからが芸術ではなくなるのか」

「観客に受けたとしても、面白いけど芸術的じゃねえなら負けるだろうしな」

　果たして芸術とはなんぞや？

　悩む三人に、那な由ゆが笑顔で教える。

「そう難しく考える必要はありませんよ。芸術とは自由なものです。絵具を塗って模様になって、そしたらそれが芸術です」

「おおー！」

　三人が揃そろって納得した。たしかにその理屈が正しいように思えるな。

「あと恋愛も自由なものです。男子が川原で殴り合って、そしたらそれが恋愛です」

「いや、その理屈はおかしい」

　もう下へ手たにケンカもできないな。いやケンカしないに越したことはないけどさ。

　那由がピンと人差し指を立てる。

「まあ結局、本当に何でもいいってことですよ。落書きだろうとメモだろうと、誰かの心を揺さぶったなら、それは立派な芸術です。とにかくアッと言わせたモン勝ちの世界ですから、やりたいことを自由にやればいいと思います」

「なるほど。自由に、だね」

　そういうことならどうにかなりそうだ。たとえ菊きくヶが峰みねが色々な芸術分野に秀でた高校であろうと、それが全てというわけでもないらしい。

　奏かなでと哲てつ也やも自信ありげに胸を張る。

「自由で良いとは朗報だね。私は他人の都合を無視して自由にやるのが大好きなのだよ」

「ある意味悲報だよそれ」

「俺は無視なんかしねえぞ？　他人の都合とか難しいこたぁ考えねえだけだ！」

「それを無視してるって言うんだよっ」

「お二人はもっと周囲の目を気にするべきです！」

「じゃあ那由も所構わず腐った妄想をするのはやめよう！」

　……やべえ、予想以上にフリーダムな連中しか見当たらないぞ？　まあ今回の勝負には向いてそうだけど。

「まったく……。まあそれはともかく、発想の自由さで菊ヶ峰に対抗する感じになるのかな。あとは那由がいることが桜おう南なんのストロングポイントだね。芸術対決なわけだし」

「ふっふっふ、お任せください！　とは言ったものの、パフォーマンス的な芸術となるとアタシの領分でもありませんけどね。アタシは制作分野の芸術家ですから」

　一度胸を張った那由が自ら否定した。……なるほど、芸術にも有形のものと無形のものがあるっていうことか。

　建築や絵画などの前者を得意とするのが那由で、演劇や音楽などの後者に秀でるのが菊ヶ峰高校だ。今回は観客による人気投票で勝負が決まるので、やはり菊ヶ峰が大いに有利なのだろう。

　しかしそれでも、下げ剋こく上じようを果たすための人材が、ここには揃そろっている。

「いや、やっぱり那な由ゆはストロングポイントだよ。それにパフォーマンス性では哲てつ也やの身体能力が大きな武器になるはずだ。そして、二人のような武器をうまく使いこなす指揮役と、自由な発想で今回の演目を考え出す参謀役の、その両方を務めてくれるのが──」

　信頼の眼まな差ざしで、胡こ太た郎ろうはその幼おさ馴なな染じみを見つめる。

「うむ。私だ」

　堂々と、奏かなでがその信頼を受け止めてくれた。

「元より私もそのつもりだ。演目の内容についても多少は考えてある。先程までは手探りな部分もあったのだが、那由の言葉のおかげでそれも解消されそうだ。芸術が自由なものであるならば、発想に無駄な制限を掛ける必要も無いだろうからね」

　黒髪の生徒会長が、屋上を北へと歩き始める。

「私も既に色々と考え始めてはいるが、まだハッキリとした形にまではなっていない。特に今回の観客はアルゼンチン人だ。どのようなもてなしをすれば喜んでもらえるのかがまだ掴つかめていない。だが──」

　欄らん干かんに手が届く位置まで辿たどり着ついた奏が、眼下に広がるグラウンドを見下ろして、

「断片的とはいえ、アイディアなら既にある」

　堂々たる口ぶりで、そう宣言した。

　胡太郎は笑顔で相あい槌づちを打つ。

「そっか。また突とつ拍ぴよ子うしも無いアイディアが出ていそうだな」

「いや、常識の範はん疇ちゆうだよ。せいぜい『芸術は爆発だ！』の名言をヒントに相手の生徒達を体育倉庫に閉じ込めて外で爆竹を鳴らしまくってやるくらいだ」

「いっぺん常識の意味を辞書で調べてこい！」

　なに岡おか本もと太た郎ろうを言い訳にテロってるんだよ。

　奏がくるりと振り返る。

「冗談はさておこう。それよりも今は、争奪戦をどう戦うかだ。まあ今回に関しては生徒達の士気も高い。こちらが発破を掛けずとも、決戦の参加者や準備の協力者は充分に集まるだろう」

　そう言われてふと気付く。

「ああ、人手の問題もあるのか。でもそう簡単に集まるかな？　来週の月曜日からは、期末テスト一週間前の部活動禁止期間が始まるはずだけど」

　部活動が禁止されているとはいえ、その理由はテストだ。テスト勉強のために争奪戦を放っておく生徒もそれなりにいるのでは？

「いや、協力者は多くなるはずだ。なにせ負けたら菊きくヶが峰みねの文化祭で醜みにくい姿で展示させろと要求されているのだよ？　決して他ひ人と事ごとではあるまいよ」

「ああ、そうだったね。……奏かなでと三み上かみさんの件もあるけど、菊きくヶが峰みねの要求を思えば、なおのこと勝たないといけないな」

　うっかりそのことを忘れていた。そっちも大いに問題だな。

　と、哲てつ也やが顎あごに手を当てる。

「そういやその三上は今回の争奪戦にはノータッチになるのか？　たしか今週末から前の家の取り壊しが始まるんだろ？　随分と名残惜しそうにしてたから、放課後は工事風景でも眺めに行くんじゃねえのか？」

「いえ、さすがにそんなことまではしないと思いますよ？……まあたしかに、もう思い出が形に残らなくなってしまうとあって、阿あ耶やちゃんも少し寂しそうにはしていましたが」

　那な由ゆのその言葉に、奏がハッとしたように一度瞬まばたきする。

「思い出？　ふむ……そうか。たしか阿耶が春先まで暮らしていた団地は、取り壊しになってしまうのだったね」

　そんな独り言を言いながら、奏が視線を下げて何やら考え始めた。

「……奏？」

　一体どうしたのだろうか？　小首を傾かしげながら声を掛けてみる。

　奏はそれには答えない。

　だが一人で何かを納得したらしく、しっかりと頷うなずいた。

「──うむ。これは阿耶の想おもいを汲くめという天啓なのかもしれないね」

　へ？　天啓？

「どうしたの奏？　さっきから何を考えてるの？」

「決まっているだろう？　もちろん阿耶と、そして今回の争奪戦のことだよ」

　奏がどこか得意げに口角を上げた。

「阿耶ちゃんのこと……ですか？」

「よく分からねえが、カナは何かいいことを思いついたんだな？」

「うむ、おそらく良いことだよ」

　幼おさ馴なな染じみを見回しながら、黒髪の生徒会長が不敵に微笑ほほえむ。

「私は教室で先程、争奪戦に関して君達と少し話がしたいと言ったね。あの件だが、実は演目の内容を決めるうえでヒントを得たいと考えていたのだよ。断片的に生まれていたアイディアを繋つなぎ合あわせるには、パズルのピースが不足していたのでね」

　奏が再び振り返った。

　その眼前にそびえるのは頑丈な欄らん干かん。

　そして眼下に広がるのは、雄大なグラウンドだ。

「演目の核となるピースが不足していた。だがそのピースが今、一つ見つかった。いずれ他のピースも探さなければならないが、差し当たってこれで、争奪戦に向けて動き始められる」

　堂々とした立ち姿。風になびく黒い髪。

　ＷＧクラッシャーズの頭脳が、じっと何かをイメージするように、広いグラウンドを見つめていた。

「今日から準備開始だ。まずは交渉人を派遣しよう。建設会社か工務店へ、寄付の交渉に向かわなければ」






　　第五章









　胡こ太た郎ろうがハワイに引っ越す前に住んでいた町内に、工務店がある。かつては数名で営んでいたが、今では従業員を二十名ほど抱えるまでに成長した、なかなかに堅調らしい工務店だ。

　放課後、そんな高たか津つ工務店の前に胡太郎はいた。

「へー。高津のおじさんの会社、ちょっと大きくなったんだなあ」

　高津工務店の社屋を見上げて感嘆した。二階建てなのは昔と同じだが、空き地だった隣の土地まで社屋が拡張されている。

　しかし事務室の場所は以前のままだ。門から入ってすぐの場所に、ガラス張りの事務室がある。

　その事務室に、三十代後半の小太りの男性がいるのが見えた。

　少し老ふけたが間違いない。社長の高津だ。今日はこの高津と交渉するつもりだ。

　ちょうど事務室にいてくれて良かった。早速話をするとしよう。

　胡太郎は引き戸をカラカラと開けて、事務室へとお邪魔する。

「こんにちはー。高津さん、お久しぶりです」

「ん、お客さんかな？　いらっしゃ──ぎゃああああああああああっ!?　ダ、ＷＧクラッシャーズ!?」

　途と端たんに高たか津つが悲鳴を上げた。

　おお、その名前で呼んでくれるなんて！　やっぱりＷＧクラッシャーズは永遠だな！

　と、高津が落ち着きを取り戻す。

「ああ、なんだ、胡こ太た郎ろうくんだけか……。そういえば日本に戻ってきたんだっけ」

「はい！　お久しぶりです！」

「久しぶりだね。てゆーかなんでドヤ顔なんだい？　まあ構わないけど」

　一度は悲鳴を上げた高津だったが、胡太郎しか来ていないと知ってホッとする。

「ふう……ここに来てるのは君だけか。あの悪魔じみた発想の子や醗はつ酵こうの美少女ちゃんはいないんだね──」

　するとガラッ！　と入口の引き戸が開いて、




「「ふふふ、来ちゃった♪」」




「ぎゃあああああああああああああああああっっ!?」

　奏かなでと那な由ゆが姿を見せると、高津が再び悲鳴を上げた。












　ちなみにここを訪問しているのはこの三人だけだ。哲てつ也やは野球部の練習があるので、ここには来ていない。

「まったく、いきなり悲鳴とは失礼な。先月も挨拶に来たではありませんか」

「それともアタシのかわいさにビックリしちゃったんですかね？　なんせアタシは完全無欠の美少女ちゃんですからね！」

「ははは……かわいさにビックリというかトラウマにビックリというか。てゆーか奏かなでちゃんはたしかに先月も俺のトコに来たけど、挨拶じゃなくて寄付の交渉に来ただけじゃなかったっけ？」

　高たか津つが乾いた苦笑いを浮かべた。実は先月の争奪戦でも、この工務店から廃材を寄付してもらっている。

「まあいいや、せっかく来てくれたんだからお茶くらい出そう。ところで奏ちゃん、今日はどうしてここへ？」

「はて、近所の子供が大好きなおじさんに会いに行くのに理由が必要ですか？」

「ははは、かわいいこと言ってくれるなあ」

「強いて理由を挙げるなら、また争奪戦があるので寄付を募るために来ました」

「ははは、強いなくてもそれが理由だよね……？」

　そうぼやきながらも、高津が給湯室に向かい、湯飲み四つにお茶を淹いれてきてふるまってくれた。

「立ち話もアレだろ？　そっちの商談用のソファに座って。俺もそっちに行くから」

「ありがとうございます高津さん。突然お邪魔してすいません」

　胡こ太た郎ろう達がソファに座りながら礼を言った。

　すると高津が三人の前の机にお茶を配りながら笑う。

「いいよいいよ、君達なら。……まあ、いきなり顔を見たら思わず悲鳴を上げてしまうような目にも遭わされたけど」

「ですよね！　本当にすいません！　ほら、二人も謝って」

「「ど、どうもすいませんでした」」

　胡太郎は慌てて二人の頭を押さえて謝らせたが、高津は笑ったままだ。

「まあ色々あったけどね。何と言っても君達は、俺の人生を救ってくれた恩人だから」

　恩人？　ああ、あのことか。

　どっこいしょと呟つぶやきながら、高津が三人の対面のソファに腰掛ける。

「あれはたしか、八年前のことだよな。君達が俺を、詐欺から救ってくれたのは」

「そのくらいですね。僕がまだ日本にいた頃なので──」

　そう答えながら、胡太郎は当時のことを思い出す。

　当時胡太郎は奏に頼まれて、『宝くじで大金が当たったので家を買いに来た』と言ってこの工務店を訪問した。

　当然高たか津つは困惑したのだが、そこへ更に胡こ太た郎ろうは色々と無邪気そうに話をする。

　結婚を約束している恋人がいること。恋人に家を買ってくれと頼まれたこと。結婚すれば二人の資産は一つになるのだから、どちらの金を使ったかなんていずれ関係無くなると言われていること──。

　高津が慌てて教える。『それはまるで結婚詐欺の手口だよ』と。

　そしてそう教えると同時に、高津はハッとした。

「……結婚詐欺に引っ掛りそうになってたのは俺の方だったんだよな。あの頃知り合ってすぐに結婚を約束した恋人が、似たようなことを言ってたんだから」

「うむ、そんなこともありましたね」

　お茶をいただきながら、奏かなでが頷うなずいた。

　実は奏は、高津の恋人が結婚詐欺師であることを偶然知っていた。両親と外食した時に、たまたま近くの席で食事していた若い夫婦がいて、その二人が酔いながら結婚詐欺の進しんち捗よく具合について話し合っていたのだ。

　その妻の顔を『高津の恋人』として見掛けたことがあったので、奏は状況を把握して、胡太郎を使って高津の目を覚まさせようとしたらしい。

「だけど俺は最初は信じなかったんだよな。ようやく巡り合えた結婚相手が、結婚詐欺師だなんて。まあその後、君達のおかげで目を覚ませたんだけど」

　ある日、高津が恋人とデートしようと待ち合わせ場所に行くと、恋人が胡太郎や哲てつ也やと何やら話していた。

　そして突然恋人が激げき昂こうして、鬼の形ぎよ相うそうで二人を叩いたのだ。

「──百年の恋も冷めたよ。何を言われたのかは知らないけど、子供に手を上げる現場を目撃したんだからね」

　それを目撃したのは高津だけでなく、目の前にあった交番の警察官もだった。さすがに女は暴行の現行犯で確保された。

　その後は軽く注意されて釈放となる可能性も大いにあったのだが、胡太郎と哲也が女が実は結婚詐欺師であることを言い、目を覚ました高津も『騙だまされているかもしれない』と証言したことで、まずは暴行罪で正式に逮捕。その後、余罪を追及される形で過去に別の男性を騙していたことが発覚し、女の夫ともども詐欺罪で逮捕となった。

「胡太郎くんにも哲也くんにも申し訳ないよ。まだ子供だったのに、大人に叩かれるようなことになってしまって」

　対面の高津が頭を下げてきた。大して痛くなかったから別にいいのに。

　と、奏がどこか複雑そうに頬ほおを膨らませる。

「気にする必要も無いでしょう。胡太郎も哲也も叩かれ役になることを頑として譲らなかったのです。……まったく、私自身が叩かれるとあれほど言ったというのに」

　珍しく不ふ貞て腐くされてるな。まあ奏かなでとしてはあまり思い出したくない話だったんだろうけど。

　奏の言うとおり、当時奏は女の身辺を警察に調べさせようと、自ら女に叩かれるつもりでいたらしい。しかし奏が独断で何かをしようとしていることに那な由ゆが気付き、三人で問い詰めて奏の計画を吐かせて、胡こ太た郎ろうと哲てつ也やが叩かれ役を無理やり奪い取ったのだ。

　奏は『これは私が考えた計画だ』と自ら引き受けようとしたが、二人は絶対に役目を譲らず、最終的には奏が折れた。

　……あの後しばらく奏は不機嫌だったなあ。ただまあ、こればっかりは譲れなかった。たとえ奏の発案だとしても、さすがに女の子にさせる役目じゃないし。

　そんなわけで胡太郎は明るく笑う。

「まあ昔のことだしもういいでしょ。あれで全部うまくいって、その後は平和だったんだからさ」

「そう言ってもらえると助かるよ胡太郎くん。まあ実際、君達に迷惑を掛けてしまったけど、俺にとっては君達に救ってもらった素晴らしい話だったよ──」

　高たか津つが当時のことに思いを馳はせるように、穏やかな笑みを浮かべた。

　そして。

「…………そこで話が終わってたならね」

　高津がガックリとうなだれた。

「ふむ、そこで終わりではないのですか」

「あれま。普通にイイ話だと思ったんですけどね」

「えええ……奏ちゃんに那由ちゃん、なんで他ひ人と事ごとみたいに言ってるのかなあ」

　はぁぁぁぁ……。高津が頭を抱えて盛大にため息をつく。

「……あそこで終わってたら美談だったけど、あの後で『更生のため』と称して君達にちょいちょい標的にされたんだよなあ。落とし穴に嵌はめられたと思いきや深さが二十センチくらいだったから安心してたら、奏ちゃんに『人生の落とし穴は大抵二段仕込みだ』とか言われて、不思議に思って穴をよく見てみたら底に犬のう◯こが仕掛けられてたし」

　うちの奏がすいません。

「那由ちゃんも那由ちゃんだよ！　『煩ぼん悩のうがあるから結婚詐欺に遭うんです！　プラトニックラブに目覚めましょう！』とか言ってＢＬの素晴らしさについてエリート教育を受けさせられたせいで、しばらく肉屋の主人の逞たくましさやバーテンダーの無精ひげのセクシーさにドキドキして血迷いそうになったじゃないか！」

　うちの那由がすいません。

　さすがに悪いことをしたな。ＷＧクラッシャーズの一員として、改めてお詫わびしよう。

「高津さん。昔のこととはいえ、うちの奏と那由がすいませんでした」

「──胡こ太た郎ろうっ？　う、『うちの奏かなで』というのはいわゆる『俺の女』という意味で間違いないね……っ？」

「仕方ないですねっ。でしたらその想おもいに応えてあげても構いませんよ……っ？」

「そういう意味じゃないから！　このタイミングで『こいつら俺の女なんスよ』って暗に自慢してたら詫わびる気ゼロだろ！」

　てかなんで二人して頬ほおを赤らめてるの？　変なノリ方してないで反省しようよ……！

「よ、よくよく考えると照れますねっ。アタシや奏ちゃんがお世話になった人のところに胡太郎くんが挨拶に来るって、結婚前に両親に挨拶に来てるようなものです……っ」

「うむ、大差はない。『大枚をはたく』と『タイ米をはたく』程度の違いだ」

「大差しかないよ！」

　米をビンタするようになったら人間おしまいだよっ。

「ははは。本当に相変わらずだなあ、君達は」

　そんな三人のやり取りに、高たか津つが懐かしそうに笑った。

　その高津が、昔のままの事務室を見回す。

「まあそんな目にも遭わされてたけど、君達が結婚詐欺から救ってくれたおかげで、この会社を潰さずに済んだ。もし俺があのまま騙だまされていたら、いずれここの運転資金も奪い取られていただろうからね」

　当時は数名で営んでいた工務店だ。それが今では従業員が二十名ほどにまで増え、社屋も大きくなった。

「君達には手を焼かされたけどね。でもやっぱり、それ以上に大きな恩を感じているよ」

　当時のＷＧクラッシャーズを知る大人が大らかに笑った。

　パンッと高津が話を切り替えるように両の太ふと腿ももを叩く。

「さて！　そういえば君達は争奪戦の寄付の交渉に来たんだったね。近所のいたずら小僧どもの頼みだ。多少のことなら融通しようじゃないか」

「うむ。話が早くてありがたいです」

　三人を代表して、生徒会長の奏が交渉に入る。

「老朽化の進んだ団地の解体工事が、今週末から始まります。胡太郎と那な由ゆから聞いたのですが、この高津工務店もその事業を請け負っていますね？」

「うん、よく知ってたね二人とも。まあ工事の看板にうちの名前も書いてあるから、もしそれを見たなら知ってても不思議じゃないか」

　高津が言ったとおりだ。胡太郎と那由は昨日、団地の工事の看板を見て、その時に解体工事には高津工務店も関わっていることを知った。

「明日土曜日に各社の作業員が現場で顔合わせをして、本格的に解体を始めるのは月曜日からの予定だよ。それで奏ちゃん、その解体工事が、何か関係あるのかい？」

「うむ」

　自然と背筋を伸ばして姿勢よく座る奏かなでが、少しだけ身を乗り出す。

「その団地の畳を集めて、廃棄する前に一週間だけ、私達に使わせていただきたい」

　そう、今回の交渉の目的はそれだ。

　争奪戦で披露する演目に、奏は阿あ耶やが住んでいた団地の畳を使おうとしているのだ。

「畳をかい？　そうだねえ……まあ団地の建材とかは元々全部廃棄する予定だったから、他社さんと話を付ければうちで引き取れそうかな。それに明日の時点ではまだ大して解体はしないから、その間に回収もできそうだ」

　高たか津つが再びパンッと太ふと腿ももを叩く。

「よし、じゃあ寄付しよう！　まあどうせあとは処分するだけの物なんだ。好きに使ってくれていいよ。争奪戦が終わって要らなくなったら、こっちで予定どおり処分しておいてあげるよ」

「「「はい、ありがとうございます！」」」

　三人が元気よく頭を下げた。

　那な由ゆと奏が手を取り合って喜ぶ。

「これであの団地の物を使うことができますね！　阿耶ちゃんもきっと喜んでくれると思います！　それにこれで、争奪戦の演目のメインになる設備が作れますよ！」

「うむ。とはいえまだ演目の内容が全て決まったわけではないがね。しかしこれは、大きな前進だ」

　奏が涼しげに微笑ほほえみ、那由が元気にサイドテールを弾ませた。

　黙ってさえいれば文句なしにかわいい二人だ。奏と那由が手を取り合ってはしゃぐ姿は、眩まぶしいくらいに輝いている。

　高津がこっそり顔を寄せてくる。

「いやあ、二人ともかわいいね。いつでも元気いっぱいでさ」

「はい、自慢の幼おさ馴なな染じみです！」

「…………こんなかわいい子達が性しよ悪うわるだったり腐ってたりするなんてね」

「…………神様がいたらぶっ飛ばしてやりたいですよ」

　男二人のテンションが一気に下がった。……世の中は不条理だらけだ。

「あ、けど胡こ太た郎ろうくんがキスしてあげたら真人間に戻るかもよ？」

「何の呪いだよそれ」

　思わずタメ口ぐちでツッコんだ。あいにくこっちも童話の王子様とかじゃないんですが。

「けどやっぱり胡太郎くんが羨ましいよ。俺にはあんなかわいい幼馴染なんて一人もいなかったからさ」

「かわいいっていうのは僕も同意見です。それに普段はあんな感じですが、根は優しいですし、一緒にいて楽しいですよ」

「それに比べて俺ときたら、女の子といい仲になったことなんてろくに無いよ」

「一番いい仲になったのも結婚詐欺師でしたしね」

「うん、何気に失礼だよね君も」

　まあいいけどね、と高たか津つが遠い目をしてため息をつく。

「はぁぁ……幸せな出会いなんて一度も無かったな。結局俺は、誰にも愛されずに独り身のまま終わるんだろうなあ」

　三十代後半の社長がそうぼやいた。

　……あれ？　誰にも愛されずに？　そんなことはないのでは？

　たしか年齢はかなり離れているけど、当時もあの詐欺師以外に、もっといい人が──。

　などと胡こ太た郎ろうが思っていると、

「──ただいまー。郵便小包の依頼、無事に済ませてきましたよ」

　カラカラと引き戸が開いて、事務員らしき二十歳すぎの女性が出先から戻ってきた。タイトスカートのスーツを着た、ちょっと童顔の美人さんだ。

　胡太郎達とも面識がある。美み咲さきという名前の女性だ。高津の十五歳ほど年下のご近所さんで、昔から『お兄ちゃんお兄ちゃん』とよく高津の後ろをくっついてきていたのを目にした。

　その美咲がパッと明るく笑う。

「あ、来てたんだ君達。なんだか久しぶりだね。もしかしてまたお兄ちゃんで遊びに来たのかな？」

「おいおい美咲ちゃん、何度も言ってるがお兄ちゃんはもうやめてくれよ。俺ももうすぐ四十なんだからさ」

「何言ってるんですかお兄ちゃん。私にとっては、お兄ちゃんはいつまでもお兄ちゃんなんです」

　と、美咲が少しそっぽを向いて恥じらう。

「…………でも本当は『お兄ちゃん』じゃなくて、『あなた』って呼べるようになりたいんですけど」

「うん？　何か言ったかい美咲ちゃん？」

「え……？　あっ、な、何でもありません……！」

「そうかい？　でも顔が真っ赤だよ？」

「もー、何でもないですってば！　あ、それよりお兄ちゃん、上着のボタンが取れかけていますよ？」

「ボタンかい？　ああ本当だ。どこかに引っ掛けちゃったかな？」

「もう、またですか？　だらしないですね。では上着を貸してください。今回も私が縫い直してあげますから」

「そうかい？　いつもすまないね美み咲さきちゃん」

「本当ですよ」

　美咲がいそいそと上着を受け取り、照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「……もう。お兄ちゃんは私がいないとダメなんですから」

　少し頬ほおを膨らませながら、美咲が甲か斐い甲が斐いしく高たか津つの世話を焼いている。

　そして、そんな二人の遣やり取とりを──。

　高校生三人は、死んだ魚のような目で眺めていた。

「……何なのだね、この二人だけの世界は」

「……口の中がお砂糖でいっぱいなんですが」

「……なんとなくだけど、本来は僕がああいう境遇であるべきな気がするんだけど……」

　ラブコメの主人公かよ。世の中は本当に不条理だ。

　でもまあ、お幸せに。







　その後、少しだけ五人で昔話に花を咲かせると、仕事の邪魔にならないうちに胡こ太た郎ろう達は帰ることにした。

　引き戸を開けて、事務室の外に出る。時刻は午後四時半すぎだ。あと数日で夏げ至しという時期なので、陽ひはまだまだ高かった。

　胡太郎は歩きながら伸びをする。

「んー！　よし、これで三み上かみさんの団地の畳は確保できそうだな」

「ですね。まあ家に思い入れはあっても、畳そのものには特に思い入れは無いでしょうけど。ですがきっと、奏かなでちゃんが阿あ耶やちゃんと一緒に戦おうとしてるっていうことは伝わると思います。ね、奏ちゃ──あれ？　奏ちゃんがいませんね」

「へ？　ああホントだ。まだ事務室の中にいるみたいだな」

　振り返ってみると、奏がまだガラス張りの事務室の中にいた。何やら高津と話をしているみたいだ。……内緒の交渉でもしているのか？

　その高津が奏にＯＫサインを出すと、ようやく奏が外に出てきた。

「すまない二人とも。待たせてしまったね」

「いいよ別に。それより何を話してたの？」

　そう尋ねてみると、奏が少しだけ考えてから答える。

「演目の内容次第では、畳以外の廃材の寄付を求めることがあるかもという話をしたまでだ。それと……うむ、個人的な話を少々」

「ふーん、そっか」

　適当にはぐらかしたな？　まあ迷惑を掛けている雰囲気でもないし、別にいいけど。

「まあいいや。それよりこれで畳が確保できそうだね」

　胡こ太た郎ろうのその言葉に、奏かなでが大きく頷うなずく。

「うむ、これで演目のメインになるアイディアは実現できそうだ。数十もの畳を使って、大きな一枚絵を作るというアイディアがね」

　そう、それが今回の演目のメインの一つだ。目玉となるアイディアは他にも色々とあるが、演目のメインという意味では、この畳を使った芸術がそれに当たる。

　今回の観客はアルゼンチン人。公用語はスペイン語だ。ただ単に歌や演劇を披露したところで、言葉の壁に阻はばまれてしまうだろう。

　その壁をクリアできるものであることを前提に、奏が色々と考えているらしかった。

「とはいえ具体的に何を描くかは私も決めていないがね。まあそれは後ほど四人で決めるとしよう。それが終われば、那な由ゆを中心に設備作りを進めてもらうことになるよ」

「お任せください。どんな物でも作ってみせますよ！」

　奏の言葉に、那由がその控えめな胸を叩いた。

「──ははは。やっぱりいつまでも元気だね、君達は」

　と、その時事務室から高たか津つが出てきた。見送りに来てくれたらしい。

　その高津が、楽しげに尋ねてくる。

「芸術勝負で畳を使うのか。また何か面白いことでも始めるのかい？」

　黒髪の生徒会長が、涼しげに笑った。

「うむ。世界を相手に少しばかり、名を残すつもりです」

　高津に礼と別れを告げると、三人は工務店を後にした。

　かつて走り回っていた町内を、胡太郎は幼おさ馴なな染じみ二人とともに歩く。

　争奪戦に向けた動きがスタートした。準備を万全にして、来週末の争奪戦に勝利しなければ。その争奪戦の直後からは期末テストが始まって、テストが終われば体育祭の準備を始めることになる。

　那由がてててっと楽しげに小走りして、ちょこんと振り返ってくる。

「これで争奪戦の準備の第一歩は完了ですね！　奏ちゃん、この後はどういう予定で準備を進めるんですか？」

「うむ、次に君達の力が必要になるのは月曜日だ。来週は忙しくなるので、今週末のうちにテスト勉強でもしておきたまえ。私はその間に、後で寄付を求めることになるかもしれないことを、各所に回って伝えておこう。演目の内容が本決まりになれば、必要な物資が更に増えるだろうからね」

「あれ、奏だけ話をしに行くの？　それだと奏はテスト勉強をする時間が取れないんじゃないの？」

　そう心配すると、全国模試上位常連の奏かなでが呆あきれ果てる。

「愚問にもほどがあるよ……。たかが定期テストに私が対策する必要があるとでも？」

　ちょっぴり奏をしばきたくなった。

　那な由ゆがいたずらっぽく笑む。

「むむむ、その余裕が気に障りますね。そんな奏ちゃんはセクハラの刑です。えいっ！」

「ひぅっ？　ふ、ふん、お尻を撫なでられた程度では罰にもならないよ……っ。私は恋愛経験が豊富なのでね……っ」

「ぷーくすくす、効いてます効いてますっ。恋愛ゲームでは経験豊富でも、現実の奏ちゃんは照れ屋さんですねえ」

「効いてなどいない！　だからもうやめたまえよ那由……っ」

「──あんたら往来で何やってんの!?」

　わーきゃーわー！　いきなり幼おさ馴なな染じみ二人がじゃれ合い始めた。ちょっと羨ましいけど男子的にはなんだか居心地が悪い……！

　ああもう、道行くおばさん達がたまにこっちを見てるじゃないか。もうやめようよ？

　と、奏が涙目で叫ぶ。さすがに怒ったのか？

「恋愛ゲームではない！　私が経験豊富なのは18禁のゲームだ──！」

　男女関係なくめちゃくちゃ居心地が悪い……っ!!

「混乱して何を叫んじゃってんのっ？　と、とりあえずちょっとここを離れるよ……！」

　このままだと変に注目を浴びそうだ。とにかく二人の腕を掴つかむと、胡こ太た郎ろうは次の角まであっという間に駆け抜けた。

「さすが胡太郎だね、私達を連れて瞬またたく間まにここまで来るとは」

「サラ◯ンダーより速いです！」

「遅いよ！　あいつもあれでなかなかのモンだよ！」

　てゆーか何をはしゃいでるんだよ？　人前で変なことするのはやめてほしいなあ。

　そうげんなりしたものの、どうにか気を取り直す。

「まったく二人ときたら……。まあ冷静になったならいいけど」

　そんなことよりも、今は争奪戦のことだ。桜おう南なんの生徒達のためにも、そして奏と阿あ耶やを仲直りさせるためにも、何としても勝たなければならない。

「とりあえず奏、寄付の交渉は奏が今週末にやってくれるんだね。それで、僕達がまた準備のため動くのは、来週の月曜日からってことでいいんだね？」

「日程としてはそれが妥当だろう。そして私達四人以外の生徒には、設備作りの人手として、火曜日の放課後から動いてもらうつもりでいる」

　那由が軽く首を傾ける。

「設備作りが火曜日からですか？　ということは、争奪戦で披露する演目の内容を完全に決めるのは──」

「うむ。来週の月曜日だ」

　那な由ゆの言葉を、奏かなでが引き継いだ。

　そして腕を組み、強い眼まな差ざしでどこか遠くを見つめる。

「畳が学校に搬入されるのは月曜日。そしてテスト一週間前の部活動禁止期間が始まるのも、来週の月曜日からだ。今日は哲てつ也やが部活動で不在だが、この日になれば、私達が四人とも揃そろう」

　陽光に輝く黒い髪。生徒会長の奏が、未来を見据えて不敵な笑みを浮かべた。

「来週の月曜日。争奪戦での演目の内容を、四人で決めてしまおう」





　　　　☆　★　☆






　そんなわけで月曜日の放課後、胡こ太た郎ろうは哲也と那由を連れて帰宅した。

「──夏だ！」

「──突撃！」

「「コタ（胡太郎くん）の家ーっ！」」

　リビングに鞄かばんを置くなり哲也と那由が騒いだ。

　……あんまり騒ぐとご近所の迷惑にならないかな？　まあ窓は全部閉めているし、多少騒いだ程度では外に音が漏れるようなこともないだろうけど。

　とはいえ、二人には落ち着くように促しておく。

「ちょっと二人とも、人ん家ちに来るなり変なテンションになるのはやめてよ」

「仕方ねえだろ、なんせコタの家に来るのも六年ぶりだからな！　なんか久しぶりすぎて記憶の中の堤つつみ家とところどころ違う気がしてきたぜ！」

「引っ越したんだから当然だろ」

　てゆーかところどころ以外は一致してるの？　そっちの方が怖いよ。

「あわわ、胡太郎くんの家に入っちゃいました！　アタシももう年頃ですし、男の子の家にお持ち帰りされるのはドキドキしますね……！」

「先週その男の子を自宅にお持ち帰りしたばっかりだろ！」

　那由が赤い顔でそわそわと照れた。今更にもほどがあるよ。

　胡太郎は人差し指を立てて諭す。

「別にそんなつもりじゃないから……。そもそも僕にお持ち帰りするつもりがあるなら、二人きりで帰ってるはずだろ？」

「あ！　そういえばそうでしたね……っ」

　那由がハッと気付いた。ようやく分かってくれたのかな。

「すいませんでした胡こ太た郎ろうくん！　じゃあ邪魔なアタシは帰りますから、哲てつ也やくんと二人きりでどうぞ」

「そっちじゃないよっ。邪魔だとしたら普通哲也だろっ」

「なっ、俺は邪魔だったのか!?　もしかしてコタは俺のことが嫌いなのか!?」

「いや好きだよ!?　でもそういうことじゃなくて──」

「【コタ×テツ】来ました─────っ！」

「──だから来てないよ那な由ゆ！　何もかも分かってくれないなあんたらは！」

　ええい、ホントに落ち着きの無い客だな。とにかくおとなしくしておいてもらわないと。

「まったく二人ときたら……。まあいいや。とりあえず二階の僕の部屋で待っててくれるかな？　お茶を用意して持って行くから」

「おう、ありがとな。まあせっかく男友達の家に来たんだ。おとなしくエロ本の隠し場所でも探りながら待ってるぜ」

「微み塵じんもおとなしくねえよ！」

「あわわ、やっぱり胡太郎くんもエッチな本とか持ってるんですかねっ？　いやらしいです……！」

「友達に貸せるほど18禁のゲームを持ってる那由に言われたくないよ……！」

　たしかに那由は自分のこととなると結構ウブだけどさ……。でも釈然としない。

「あん？　コタ、部屋にエロ本を隠してることは否定しねえのか？」

「………………」

　て、哲也のくせに察しがいいじゃないか……。

　でもまあ持ってるくらい普通だもんな。場所さえバレないなら特にどうということはない。

「おっしナユ。じゃあコタのベッドの下でも探ってみようぜ」

　誘導尋問かな？　そんなトコになんか無いよ。

「いえ哲也くん、まずは押し入れの奥を探してみましょう」

　どうぞどうぞ。好きにしなよ。

「ついでにタンスの底も調べとくか」

「──おいバカやめろ」

「哲也くん、タンスの底です！」

「了解だぜ！」

「しまったああああああああああああああっ!?」

　なんで自白してるんだよっ？　ってそんなこと後悔してる場合じゃない……！

　だだだだだっと二人が二階へ向かおうとする。しかし胡太郎がパピューンと飛び出して二人に追いつき、その首根っこを掴つかまえた。

「ああもうまったく！　もう二人はリビングから出ないこと！　いいね！」

「「了解です」」

　哲てつ也やと那な由ゆが観念した。……ホント何なんだよそのはしゃぎっぷりは。

「しかしやっぱりコタは速いな。この俺がもう捕まっちまうとは」

「大魔王からは逃げられません……！」

　二人がリビングまでズルズルと引っ張られながら言った。

　胡こ太た郎ろうは短くため息をつく。

「いつまでも落ち着かないなあ二人は。でもそういえば、みんなが遊びに来るといつもこうやって家の中が賑やかになってたっけ。……ある意味このドタバタも懐かしいよ」

「まさに実家のような安心感ですね」

「やかましいわ」

　実家なのに不安が押し寄せてくるわ。

「まあいいや。ところで二人とも、今日は何しにここに来たのかちゃんと憶おぼえてる？」

「おう！　争奪戦の演目の中身を全部決めるために、四人でコタの家で作戦会議するんだよな！」

「胡太郎くんは今のところ一人暮らしですからね。もしも作戦会議が夜まで長引いてしまうなら、他の家だと家族に迷惑ですから」

「うん、憶えててくれて何よりだよ。まあ四人で作戦会議をするはずが、奏かなでだけはちょっと遅れて合流することになるけど」

　そう答えながら、胡太郎はリビングで二人の首根っこを離した。

　今日は阿あ耶やが住んでいた団地の畳が搬入される予定だ。その対応のために、奏はしばらく学校に残るとのことらしい。

　奏にもここの住所は教えてあるので、スマホでネット地図を見れば、案内しなくてもここに辿たどり着つけるだろう。その奏がいつでも入ってこられるよう、玄関の鍵は開けておくことにした。

　……しかしちょっと妙だな。さすがに畳の搬入の受け入れは先生達がするだろうから、奏はいなくても大丈夫なはずなのに。

　そう思ったが、とりあえず気にしないことにした。

「さて、じゃあ三人で演目の内容を考えてみようか」

「そうですね。まあ演目のメインになる部分は奏ちゃんのアイディアを採用すればいいので、それ以外の部分ですね」

「おう！　まずは、畳に描く大きな一枚絵は何の絵にするのか。それを決めてから、その一枚絵を表示する時にどんな演出をするのかを決めねえとな」

　哲也が首を捻ひねる。

「そういや菊きくヶが峰みねはどんな演目をやるんだ？　もし体育館とかで演劇をするつもりなら、宣戦布告に来た時にステージの寸法とかを測っていそうなもんだが」

「いえ、もう測る必要は無いんだと思いますよ？　阿あ耶やちゃんから聞いたんですが、今年の二月にも芸術系の種目で争奪戦を仕掛けられていて、その時に桜おう南なん高校の色んな場所の寸法や設備は調べられたらしいです」

　おお、と哲てつ也やが那な由ゆの返事に納得する。

「そういやそうか。俺達が留学先から帰国するまでの間、今年も桜南は他校と何度か戦ってたんだもんな」

「うん、全部負けちゃってたみたいだけどね。まあ桜南は弱小校だから、無策で真まっ向こうから勝負したら勝ち目は無いか。特に桜南はいつも攻められる側だったから、いつも相手の得意分野で勝負してたんだもんな」

　争奪戦の会場は防衛側の高校だが、種目の決定権は攻撃側の高校にある。だから基本的には、攻撃側の方が有利だ。

「そういう意味では今回も不利なんだよなあ。相手の得意な芸術系の種目で挑まれてるわけだし。でも負けるわけにはいかない。とにかくどうにかして、芸術として相手を上回らないと」

　まあ桜南はどの勝負でも不利なわけだけど……と胡こ太た郎ろうは唸うなった。

「いいえ胡太郎くん、芸術なら桜南だって負けていませんよ？　なんせ桜南にはアタシがいますからね。どんな作品でも、アタシが作れば芸術的になること間違いなしです！」

　自信満々に那由が言った。たしかに那由の存在は大きな武器だな。

　その那由が更に豪語する。

「ふっふっふ、そもそもアタシ自身が一番の芸術といっても過言ではありませんよ。なんせアタシは完全無欠の美少女ちゃんですからね！」

　えっへん！　那由がつつましい胸を大きく反らした。……まあ無駄が無いっていう意味ではかなり芸術的かな？

　と、哲也がずけずけと言う。

「いや、ナユの体じゃ芸術もクソもねえんじゃねえのか？　ただ細っこいだけで凄すごさがどこにもねえだろ」

　さすがに那由もカチンとくる。

「むむ……何を言ってるんですか。哲也くんは芸術が分からないからアタシの体の芸術性が分からないだけです」

「いや、肉体美なら俺の方が分かってると思うぜ？　なんせ俺はダビデ像より凄すげえ体をしてるからな！」

「聞き捨てなりませんっ。でしたらアタシだってミロのヴィーナスより凄いですっ」

「はっはー、ナユはなまっちろいから凄すごくねえよ。たしか健全な芸術は健全な肉体に宿るって言うだろ？」

「むむむーっ、哲てつ也やくんにアタシの体の何が分かるんですかっ？　見たことも無いくせに勝手なことを言わないでください！　凄いか凄くないか、今からお見せしようじゃないですか──！」

　サッ！　那な由ゆがムキになってボタンに手を掛ける。

　……って、へ？　いやいやそれはまずいだろ！

「ちょ、何してるんだよ那由？　僕や哲也がいるのになんで脱ごうとしてるのっ？」

「なんでも何もありません！　これはアタシの誇りを賭けた戦いです……！」

「いいからボタンを外そうとするのはやめようっ。それを外したら見えちゃうよっ？」

「芸術のためならアタシは脱ぎます──！」

「何言ってんのこの子!?」

「仕方ねえ、だったらナユの代わりに俺が脱ぐぜ！」

「どういう理屈だよ！　あんたただのノリで脱ごうとしてるだろ!?」

「うるせえっ、裸になって何が悪い！」

「頭が悪いよ！」

　そんなツッコミは届かない。那由と哲也が火花を散らす。












「空気読めです哲てつ也やくん！　脱ぐのは芸術家としてのアタシの役目です……っ！」

「やかましいぞ貧弱娘！　肉体美なら俺に任せとけ！」

「うるさいですっ！　ここはアタシが脱ぎますっ！」

「だから脱ぐのは俺だっつーの！」

「アタシがっ！」

「俺がっ！」

「────じゃ、じゃあ僕が脱ぐよっ!!」

「「どうぞどうぞ」」

「知ってたよ！　分かってたよそうなるってこと────!!」







　数分後、奏かなでが遅れて到着した。

「遅くなってすまな──こここ胡こ太た郎ろうっ？　どうして君は上半身裸で金剛力士像のポーズをとっているのだね……っ？」（ピロリン♪）

「照れ顔のくせしてバッチリ写メ撮ってんじゃねえよ！」

「こんなこともあろうかと高性能のハンディカメラを持ってきておいて正解でした」

「不正解だよ！　てか普段どんなことを想定して生きてるんだよ！」

「しっかしコタは足は速いのに上半身の筋肉は薄いのな」

「ちょ、こら哲也、くすぐったいからベタベタ触るな……っ」

「ハッ!?　ＢＬの波動を感じます！」

「気のせいだから座ってなさい──！」





　　　　☆






　そんな痛ましい事件を越えて、堤つつみ家のリビングは平和を取り戻した。

　胡太郎が出した麦茶を飲みながら、幼おさ馴なな染じみ達がテーブルを囲んでほっこりする。

「うむ、やはり平和が一番だね」

「裸になっちまうのは色々悪いな」

「麦茶はいいですね。リリンの生み出した文化の極みですよ」

「うるさいよ。とりあえず奏と那な由ゆは後で画像と動画を消してやるからね」

　そうぼやくと、胡太郎は麦茶を飲んで気持ちを切り替えた。

　奏も麦茶を飲み干して、グラスをテーブルに置く。

「さて。それでは争奪戦の演目の内容について、まだ決めていないものを全て決めてしまおう」

「はい。一枚絵の内容と、それを披露する時の演出などについてですね」

「明日から設備作りを始めなきゃならねえから、今日中に決めねえとな」

　那な由ゆと哲てつ也やも空になったグラスをテーブルに置いた。

　胡こ太た郎ろうはうーんと唸うなる。

「決めなきゃいけないけど、これといったアイディアが思い浮かばないんだよな。奏かなではどんな感じ？　何かいいアイディアはある？」

「いや、新たなものは湧いていないね。かねてより私がやりたいと考えていたことは、既に演目のメインとして組み入れた。しかしそれ以外となると、アイディアを出すうえでの指針が無いというのが実情だ」

　なるほど、奏でもそういう状況か。さすがに難しいことだもんな。

　奏が顎あごに手を当てて考え込む。

「何より観客がアルゼンチン人という点が難しい。彼等らがどのような絵を見て喜ぶのかが、今一つ掴つかめないのだよ」

「ああ、そういえばそこも考慮しないといけないんだったよね。何しろ観客の人気投票で勝敗が決まるんだし」

「そうなりますと、アルゼンチンについて色々と知る必要があるのかもしれませんね」

　那由がそう言うと、哲也が腕を組んで首を捻ひねる。

「アルゼンチンか……俺が知ってることなんてサッカーの強豪なことくらいだぞ。あとバスケも強豪でアメリカがＮＢＡのスターをオリンピックに出場させて以来独占してた金メダルを初めて獲った国だし、男子テニスも強くて世界ランク百位以内に常にアルゼンチンの選手がいるな」

　それだけ知ってたら充分アルゼンチン博士だよ。

「あと俺がアルゼンチンについて知ってるのは、『国民全員が自分は男だと言っている国はど～こだ？』っつーなぞなぞの答えなことくらいだな」

　ちょっ、それ割とダイレクトに下ネタなやつじゃないか！　一応ここには女子もいるんだよっ？

「はて、国民全員が男ですか？　どうしてですかね……？」

「お、女の子は深く考えない方がいいよっ」

「──とりあえず国民全員がハーレム状態ですね！」

「腐女子はなおさら深く考えなくていいよ！」

「ふ、ふむ。ままままったく何な故ぜその答えがアルゼンチンになるのか私にはサッパリだとも……っ」

「ダメだ、こっちの女の子は答えの理由にもう気付いてる……！」

　カマトトぶってるけど真っ赤な顔でそれだけ声が裏返ってたらモロバレだよ！

　ちょこんと女の子座りする那な由ゆが、机に両手で頬ほお杖づえを突いて、ぼんやりと天井を見上げる。

「アルゼンチンですか。まあ観客も喜ばせなければなりませんが、やっぱりアタシとしては、今回のことで阿あ耶やちゃんが喜んでくれたら一番嬉うれしいですね」

「那由……。うん、僕もそう思うよ」

　阿耶の従妹いとこの言葉に、胡こ太た郎ろうは頷うなずいた。

　長年暮らしていた家が無くなってしまうということで、阿耶は少しだけ寂しそうにしていた。

　そしてその想おもいを汲くんで、阿耶の団地の廃材を争奪戦で使うことを、奏かなでが提案した。

「阿耶ちゃんの団地はもう無くなってしまいますからね。ですが記憶だけじゃなく、今回のことで記録にも残すことができれば、きっと阿耶ちゃんにも奏ちゃん達の気持ちが伝わると思いますよ」

　それが実現した時のことを想像したのだろう。天井を見上げる那由が、そっと柔らかく微笑ほほえんだ。

「そうか──うむ」

　と、その時だ。

　那由を見つめていた奏が、ふと何かに気付いたように呟つぶやいた。

　そして、不敵に笑う。

「そうだとも。私達は阿耶の心に直接訴えかけようとしている。ならばそれと同じことを、観客に対してすれば良いのだ……！」

　奏の大きな瞳に、確信めいた光が宿った。

「ど、どうしたの奏？　何か思いついた？」

「思いついたとも。一枚絵の内容と、演目全体の演出。どうすれば良いのか方向性が分からなかったものについて、指針が出来たのだ」

　哲てつ也やと那由が歓声を上げる。

「おお、アイディアがまとまったのか！」

「それでは明日から、そのアイディアに沿って設備作りを始めなければいけませんね！」

「うむ。しかしその前に調べなければならないことがある。アルゼンチン人をもてなすには、やはりアルゼンチンについて知る必要があるのでね」

　奏がピンと人差し指を立てる。

「アルゼンチンが世界に誇るものや、アルゼンチンの名物。私達が知るべきものはそういったものだ。それらについて、早速四人で情報を集めよう」

「「「応おう！」」」

　奏の呼び掛けに、胡太郎と哲也と那由が声を揃そろえて答えた。

　さあ行動開始だ。四人が勢いよく立ち上がる。

「今日中に資料を集めなければならないね。私は図書館に行こう！」

「ではアタシはレンタル屋で映画やＣＤを借りてきます！」

「僕はここでみんなを待ちながらネットで色々調べとくよ！」

「じゃあ俺はアルゼンチンまでひとっ走りしてくるぜ！」

「──いくら哲てつ也やでも無理だよっ！」

　地球の裏側まで走るのっ？　もうそれ新しい自殺だよ！

「よし、じゃあ哲也は奏かなでと一緒に図書館に行ってきて！　本をたくさん運ぶとなるとかなりの重さになるだろうから！」

「分かったぜ！　力仕事なら任せときな！」

　グッと哲也が力こぶを作った。







　そんなこんなで、四人は資料を掻かき集あつめて──。

　そしてとっぷりと陽ひが暮れた頃、四人は一枚絵として描くものを全て決定させた。

　根を詰めていた四人は、堤つつみ家のリビングで一息つく。

「おっし、今日の作業はこれで終わりだな！」

「そうですね。まあ明日からの方が大変な気もしますけど。作らないといけない物がたくさんありますからね」

「うむ。だがこれで、勝利への道筋は立てられた」

　机の上には空のグラス。水滴で少し曇っている。

　そのグラスの縁を指先でピンと弾はじくと、弱小校桜おう南なんの生徒会長は、堂々たる様子で告げた。

「ありがとう。君達のおかげで演目の内容が全て決まった。あとは当日までに必要な物を準備して、そして当日、勝利するだけだ」





　　　　☆　★　☆






　争奪戦の演目の内容が全て決まった。

　火曜日の放課後。決戦を週末に控える桜南高校は、演目で使う設備などを作り始めていた。

「土台にする分の畳は切れてるー？　こっちの畳と繋つなぎ合あわせるから持ってきてー！」

「今持って行くー！　一枚絵に使う畳とはまだ繋ぎ合わせるなよー！　そっちは絵を描いてから土台をくっ付けるんだからなー！」

　各教室に散らばって設備作りに励む生徒達が、元気な声で指示を出し合っている。来週の月曜日から期末テストが始まるというのに、争奪戦の準備に参加しようとする生徒は百名は下らない勢いだ。

　本来なら準備への参加者がこれほど集まるようなタイミングではないはずだ。だというのに彼等らが集まったのは、おそらく奏かなでが今日の昼休みに、『今回の争奪戦で何をするつもりなのか』を説明したからだろう。せめて一日だけでも準備に参加したい──そんな生徒が続出して、この状況になっている。

　その生徒達の声をやや遠くに聞きながら、胡こ太た郎ろうは那な由ゆとともに、空き教室いっぱいに数十枚もの畳を広げていた。

　これらに絵を描いて、一枚絵を作るのだ。

「よし、並べ終えたよ那由。この後はどうすればいいの？」

「まずはアタシがここに線画を描いて、その後で美術部のみんなに色を塗ってもらいます。一枚絵はこれ以外にあと二つありますから、胡太郎くんは隣の空き教室を使って、そこにも畳を並べておいてください」

「了解。じゃあ早速隣の教室に畳を運び入れておくよ」

　そう言って廊下に出ようと振り返る。するとちょうど女子が一人、空き教室に入ってきた。

「あ、おったおった。探しとったで堤つつみ。那由も一緒におるんか」

　手足のすらっとしたショートボブの少女。ソフトボール部員の茉ま希きだ。

「おや、茉希ちゃんじゃないですか！　今回の争奪戦は茉希ちゃんにもバッチリ活躍してもらいますからね。期待してますよ」

「うっ、プレッシャー掛けるのはやめてえな那由……。ま、まあ鈴すず鹿かもウチの力を信じて推薦してくれたんやろうし、その期待には応えてあげてもええけどなっ」

　茉希が赤い顔をしてポリポリと頬ほおを掻かいた。

　哲てつ也やから聞いたことだが、茉希はソフトボール部の二年生エースらしい。その哲也の推薦もあって、今回の参加メンバーになってもらっていた。

　その茉希がもじもじと教室を見回す。

「ところで、ここにおるのは那由と堤だけなんか？　奏と……す、鈴鹿は？」

「ああ、その二人なら寄付品の受け取りに行ってるよ。演目の内容が決まって、必要な物も色々と増えたから」

「ええっ？　そ、そうやったんか……。まあ別にウチも、鈴鹿に会いたいとか思ってたわけやないけど……」

　茉希があからさまにしょんぼりした。ホント分かりやすくてかわいいなこの人。

「ところで片かた埜のさん。僕を探してたらしいけど、何か用？」

「ん？　ああ、それな。探しとったのはウチやなくて、こっちや」

「こっち？」

　茉ま希きがおもむろに振り返ったので、その視線を追う。

　すると廊下から、小柄なショートポニーの少女が、複雑そうな顔をして入ってきた。

　阿あ耶やだ。

「あー、阿耶ちゃん！　来てくれたんですねっ」

「え、ええ」

　那な由ゆの歓迎する声に、阿耶が少し出鼻をくじかれたように答えた。

　その阿耶が腰に手を当てて、やや鋭い眼まな差ざしで胡こ太た郎ろうを見つめる。

「堤つつみくん、一つ訊ききたいことがあるの。争奪戦で使う畳はアタシが住んでいた団地の物だって茉希から聞いたのだけれど、本当なの？」

「もう知ってたのか。うん、ホントだよ」

「奏かなでちゃんのアイディアです！」

　胡太郎と那由が笑顔で答えた。

「そう、比ひ叡えいが。……まあそうなんでしょうね」

　阿耶が呆あきれたようにため息をついた。あんまりお気に召さなかったのだろうか？

　しかしその阿耶が、呆れ以外の何かも込めた苦笑を浮かべる。

「まったく、争奪戦に私情を持ち込んでどうするのよ。そもそもこれだと、どれがアタシの家の畳だったかも分からないし。……けれど、比叡がアタシと一緒に戦おうとしてることは分かったし、そこに関して何も感じないわけじゃないわ」

　おお！　ということはもう、奏と仲直りするということか？

「けれど全ては争奪戦に勝ってからの話よ。これはアタシと比叡のための勝負じゃなく、桜おう南なん高校のみんなのための勝負なんだから」

　阿耶が胡太郎と那由にジト目になって答えた。どうやら期待を見抜かれていたらしい。

　那由がちょっと残念そうに苦笑する。

「うーん、仲直りはおあずけですか。ですが構いません。勝てば仲直りしてくれると言うのなら、全力を尽くして勝つだけです」

「ええ那由、そのとおりよ」

　どこかすまし顔で阿耶が答えた。

　そして、堂々たる足取りで胡太郎と那由の前に立つ。

「勝ちましょう。アタシも全力を尽くすわ。何かアタシにできることはないかしら？」

「阿耶ちゃん……？　は、はいっ、あります！」

　一瞬面めん喰くらった那由だったが、すぐに嬉うれしそうに笑って、教室の隅に置いていた鞄かばんを探ってハンディカメラを取り出した。

「映像の撮影係がまだ決まっていません。アタシが担当できれば良かったんですけど、アタシは当日、演目の状況に合わせてＢＧＭや効果音のスイッチを入れる音響係を担当するので、兼任できません」

　那な由ゆがカメラを抱え、いそいそと戻ってきた。

「ですので阿あ耶やちゃん。やってもらえませんか？」

　手にしたカメラを、那由が笑顔で差し出す。

「ええ。任されたわ」

　そのカメラを、阿耶がしっかりと受け取った。





　　　　☆






　それからも連日、着々と争奪戦の準備が進められて。

　そして決戦の前日の、金曜日の放課後を迎えた。

　対戦相手の菊きくヶが峰みねの演目は、体育館で披露されるらしい。今回は攻撃側が先攻なので、決戦の会場である桜おう南なん高校に訪れた観客や文科省の職員は、体育館へと通される。

　一方、桜南の演目の上映場所も体育館だ。しかし演目を披露する場所自体は野外で、その様子を体育館のスクリーンに生中継する形になっている。

　今週の桜南高校は、テスト一週間前の部活動禁止期間に入っている。運動部が活動できないので、金曜日の放課後からはグラウンドを自由に使うことができる。

　そこで今、桜南高校のグラウンドでは、生徒達によって図面どおりにラインが引かれ始めていた。争奪戦用の設備を設置する場所の目印にするのだ。

　他にも、奏かなでと那由の共同設計による投石器などがグラウンドに運び込まれている。あれも争奪戦で使う設備の一つだ。

　天気予報によると、次の月曜日までは晴れが続くらしい。明日の決戦までは、もう雨の心配は無い。

　ならば設置できる設備は、今日のうちに全て設置してしまおう──。

　そういう考えのもと、生徒達が一丸となって、争奪戦の準備に励んでいた。

「こうして眺めると壮観だね、奏」

　奏とともに屋上で準備を進める胡こ太た郎ろうは、同じく準備の進むグラウンドを見下ろして言った。

　演目を披露する時の二人の持ち場はこの屋上だ。他には音響係の那由と撮影係の阿耶、更に柔道の審判役の男子一名と、黒子役を務める男子六名が、屋上を持ち場にすることになっている。

「うむ。しかし明日のグラウンドは、もっと壮観なはずだ」

　屋上の端の欄らん干かんを握りながら、奏かなでもグラウンドを眺めていた。

「奏は今回も色々と変なアイディアを捻ひねり出してくれたなあ。でも何より、それが全部実現できそうなところが凄すごいよ」

「いや、ある意味では実現できて当然のことだ。以前も言ったが、私自身は特に独創的というわけでもない。私が出したアイディアも、結局はかつて何らかの形で実現されたものの集合体でしかない」

　事も無げに奏が言った。いや、たしかにそうかもしれないけどさ。実際演目のメインも、奏が最近話題にしたばかりのものだし。

　その奏が涼しげに笑う。

「しかし偉業とは得てしてそういうものだろう。過去の偉業を組み合わせて出来るものが新たな偉業だ」

「偉業？　さすがにそこまで言えることかな？」

「言えるとも。高たか津つ工務店でも言っただろう？　私達は明日、世界を相手に名を残すのだからね」

　風に揺れる横髪を、奏がそっと耳に掛ける。

「桜おう南なんは弱小校だ。菊きくヶが峰みねのような、圧倒的な歌唱力や魅惑的な演技力などというものは無い。しかし明日私達の演目が完かん遂すいされれば、その瞬間に私達は、新たなる偉大な芸術を世に生み出したことになる。そしてその瞬間に立ち会えることは、きっと観客に大きな喜びを与えるはずだ」

　夏げ至しが過ぎたばかりの六月下旬。陽ひ射ざしが天高く降り注ぐ。

　そんな光に黒髪を輝かせながら、奏がグラウンドを見つめて、不敵に告げた。

「観客に見せてやろう。ここでしか見ることのできない、世界一の芸術を」




　決戦の迫る金曜日。前日準備が滞りなく進められて。

　そして、争奪戦の当日を迎えた。





　　　　☆　★　☆






　梅つ雨ゆの中休み。青天の六月最終土曜日。

　桜南高校の体育館には、パイプ椅子がずらりと並べられている。今日の争奪戦で審査員を務める、アルゼンチン人の観客達のために用意した物だ。

　今回の争奪戦の種目は、芸げい‐１ワンバーリトゥード。文科省が手配した観客を相手に、両校の参加者が芸術の演目を披露し合い、その発想の斬新さや完成度などを人気投票で競い合う勝負だ。

　そんな体育館には今、桜おう南なん高校と菊きくヶが峰みね高校の参加者50名ずつと、文科省から派遣された数名の立会人が集っていた。観客がこの場に到着する前に、戦い前の顔合わせをしているのだ。

　両校の参加者に、立会人の一人が説明する。

「さて皆さん。この顔合わせが終わったら、皆さんには演目の直前準備を進めてもらうことになります。今回は両校が演目を披露する場所がそれぞれ異なっているので、同時に準備を進められます。先攻の菊ヶ峰高校の演目が終わったら、すぐに後攻の桜南高校の演目を始めてもらいますので、それまでに準備を整えておいてください」

　別の立会人が、手にした書類を眺めながら言う。

「それでは両校の演目のタイトルを発表します。先攻の菊ヶ峰高校の演目は『宙を舞う天てん女によ』。後攻の桜南高校の演目は『地球の裏側紀行』です。両校の素晴らしい戦いに期待します。では皆さん、準備を始めてください」

『はい！』

　立会人の呼び掛けに答えると、両校の参加者達が準備のために、それぞれの持ち場へ移動し始めた。

「おーほっほっほ！　桜南高校生徒会の皆さん、ごきげんよう」

　そんな中、胡こ太た郎ろうと奏かなでの前に金髪縦ロールの少女が立ちはだかる。

　菊ヶ峰高校の演劇部員にして生徒会長、白しら川かわ優ゆう華かだ。優華が右の手のひらを少し反り返らせて、左ひだ頬りほおに添えるようにして高笑いを上げる。

「比ひ叡えいさんに堤つつみさん、ワタクシ達が勝った場合の条件は憶おぼえておいでですわね？　菊ヶ峰の文化祭で桜南の皆さんをみすぼらしい姿で展示して、ワタクシ達の美を引き立てていただきますわ！　おーほっほっほ！」

「ふむ、君のその右手の仕草はオカマくさいね。実はそういうことなのかね？」

「なんでやねん！　ですわ！」

　たまらず優華が裏拳のポーズを取った。そのポーズも右手の反り具合が同じままなのがちょっと皮肉だ。

　優華が不思議そうに眉をひそめる。

「まあいいですわ。それより少し気になっていたのですけれど、あなた方は今回、一体何をなさるおつもりですの？　この体育館まで案内される間、グラウンドが見えないように各所がブルーシートで覆われていましたけれど」

　優華の言ったとおりだ。桜南高校は今、グラウンドの様子が外からは見えないようにしている。

　それも奏の戦略だ。演目の内容そのものがサプライズなので、実演する時まで敵や観客には秘密にしておくらしかった。

　奏かなでが涼しげに笑う。

「秘密主義はお互い様ではないかね？　菊きくヶが峰みねは吹奏楽部の楽器や演目で使うらしきワイヤーなどのほかに、何やらバカでかいつづらを体育館のステージに運び入れていたではないか。あれの中身は何なのだね？」

「あら、逆に尋ねられてしまいましたわね。ですがあれはこちらの秘策ですの。具体的なことはまだ明かせませんわ」

　優ゆう華かが得意げに腰に手を当てる。

「今回の観客はアルゼンチン人。日本語で歌や演劇を披露しても、あまり伝わらないでしょう。だからこその秘策ですわ。言葉の通じない外国人でも、その壁を越えて感動できる芸術──それをご覧に入れて差し上げますわよ」

　なるほど、そういう理由で菊ヶ峰も秘策を用意しているのか。ただでさえ手ごわい相手だというのに、油断せずに色々と考えているようだ。

　奏が移動する菊ヶ峰高生達を眺める。

「秘策かね。ではそのおかしな服装も秘策とやらがあってのことかね？　君達は声楽や吹奏楽以外にも演劇を得意としていたはず。演劇をやるのであれば出演者は既に衣装に着替えていそうなものだが、全員が制服姿ではないか」

「あら、後ほど衣装にも着替えますわよ？　ただし、ワタクシ一人だけですけれど」

　更に得意げに、優華が軽く首を傾けて微笑ほほえんだ。

　その優華がジト目になる。

「……といいますか、衣装がおかしいのは桜おう南なんの方ですわよ。体操服の方々やサッカーのレプリカユニフォームの男子五名は理解できますけれど、比ひ叡えいさんと堤つつみさんはどうして体操服の上に柔道着を重ねておいでですの？　何よりあちらの黒子姿の男子六名は何者ですの？」

「見てのとおりだよ。黒子以外の何者でもない」

　しれっと奏が答えた。あんまりまともに答える気は無さそうだ。

「そうですの。まあ別に構いませんけれど。……あら、そういえばこんな話をしている場合でもありませんわね。早く準備を致しませんと」

　独り言のように言った優華が、華麗にターンして背を向けた。

　そして、高笑いを上げる。

「それではお二人とも。菊ヶ峰の文化祭では、ボッロボロのきったない姿で展示させていただきますわね。おーほっほっほ！」

　そう言い残すと、優華は縦ロールの金髪を揺らしながら、幕の下りたステージの方へと去っていった。

　胡こ太た郎ろうは苦い顔をする。

「負けると菊きくヶが峰みねの文化祭の展示品にならなきゃいけないんだよな。僕は去年はいなかったけど、桜おう南なんのみんなが去年までみたいな悲惨な高校生活に逆戻りになるな」

　奏かなでと阿あ耶やの仲直りと、桜南高生達の学校生活を守ること。今回もやはり勝たなければならない勝負だ。

「なに、勝てば良いのだよ。桜南高校が下げ剋こく上じようを果たす──それで全て解決だ」

　奏が涼しげに言ってのけて、体育館の出入り口の方へ振り返る。

「さて胡こ太た郎ろう。私達も最後の準備に取り掛かろう」

「そうだね。よし、北校舎の屋上に向かおう！」

　パンと両りよ頬うほおを叩いて気合を入れると、胡太郎は奏とともに外へと向かい始めた。

　と、何やら外から元気な声が近づいてくる。何だ何だ？

「オラ！　チャオー！」

「オーラハポネス！　サムライ！　ニンジャ！」

「セッシャ、どろんスルデゴザル！」

　体育館の出入り口からぞろぞろと八十人くらい、アルゼンチン人達がめちゃくちゃ陽気に騒ぎながら入ってきた。

　どうやら彼等らが今回の観客達らしい。それにしても凄すごいテンションだな。

　何にしても挨拶されたので、こっちも片手を上げて「オラ」と笑顔で返す。

　すると髭のおじさんがみるみるうちに感激して「ワーオ！　オラオラオラー！」と笑顔で駆け寄ってグワッと抱きついてきて「ボーイズ、ハグ、ＯＫ！　ガールズ、タッチ、セクシャルハラスメント！」と片言の英語で騒ぎながら胡太郎を離してブンブンと手を振って前に進んでいった。

　やっぱり凄いテンションだな。てゆーかボーイズでも嫌がったならセクハラだからね？

　そんな陽気な観客達をここまで連れてきたせいだろう。案内係を務める桜南の女子達が、ゼェゼェと肩で息をしていた。

（な、何なのあの人達のエネルギーは……っ？）

（想像以上にラテンのノリだわ）

（あんなにオラオラ言う人が孫◯空とジョ◯ョ以外にもいるなんて……）

　なんだか大変だったみたいだな。でも、ああいう楽しげな観客の方がやりがいがありそうだ。

「よし奏。早く屋上に行こう」

「うむ。観客も到着したのだから、早く準備を整えなければならないね」

　演目の直前準備を完了させるべく、桜南生徒会の副会長と会長は、足早に北校舎の屋上へと向かった。







　幕の向こうのステージの裏で、菊きくヶが峰みねの参加者達が準備を進める。

　グラウンドや屋上で、桜おう南なんの参加者達が準備を進める。

　案内係の女子生徒達が、観客や立会人を、体育館に並べた観客席に誘導して。

　──やがて、先攻の菊ヶ峰高校の準備が整った。

「遠くからはるばる日本へお越しの皆様、お待たせしました。日本独自の教育制度『修ス学コ点ア争奪戦』の開幕です。まずは先攻の菊ヶ峰高校から。演目のタイトルは、『宙を舞う天てん女によ』です──」

　立会人の一人が、スペイン語でそう前まえ口こう上じようを述べる。

　そして、観客達が期待の拍手を送ると──。

　体育館のステージの幕が、ゆっくりと上がった。













　　第六章









　先攻の菊きくヶが峰みねの演目が、体育館のステージで始まろうとしている。

　桜おう南なんの参加者達は既に持ち場についているので、菊ヶ峰の演目を観覧することはできない。ただし案内係を務めていた桜南の女子達は、参加者ではないので体育館に残ったままだ。

　案内係の女子五人が、観客席の後ろに立ってステージを眺める。

「タイトルは『宙を舞う天てん女によ』なのね。どんな演目なのかしら？」

「あっちの生徒の話によると、言葉の通じない外国人でも、その壁を越えて感動できる演目だってことらしいわよ？」

「しっ！　静かに。始まるわよ……！」

　立会人がスペイン語で何やら前まえ口こう上じようを述べて、観客達が期待の拍手を鳴らす。

　やがてその音が静まると、下りていたステージの幕が上がり始め、体育館の照明が消えて闇に包まれた。

　案内係と観客が、固かた唾ずを呑のんで真っ暗なステージを見つめる。




　パッ！




　と、暗いステージの中央にスポットライトが当たった。

　そこに誰かが一人佇たたずんでいる。何やらバカでかい衣装を背負うように纏まとう、金髪縦ロールの女子生徒が。

「あれは……白しら川かわ優ゆう華かさん？」

「くっ、こうして見ると結構綺き麗れいねあの人……っ」

「あの大きな塊みたいになっている衣装は羽はご衣ろもかしら？」

　ライトを浴びるのは、菊ヶ峰の生徒会長の白川優華だ。右手にマイクを握りながら、どこか儚はかなげな微笑ほほえみを浮かべている。

　華麗なメイクや煌きらびやかな衣装と相まって、醸し出す雰囲気もどこか幻想的だ。そんな優華を目にした観客が、やんややんやと称賛の指笛を鳴らす。

　そして優華からやや離れたバックには、菊ヶ峰高校自慢の吹奏楽隊と声楽隊が、ずらりと35名ほど並んでいた。

　その吹奏楽隊が、バッと一斉に楽器を構える。

　そして互いに頷うなずき合って呼吸を合わせると、ハッとするような音量で重厚なメロディを奏で始めた。

　……うん？　案内係がそのメロディに首を捻ひねる。

「あれ？　どこかで聞いたことあるような曲調ね」

「なんとなくだけど、演歌のイントロっぽいような……」

「菊きくヶが峰みねの演目って歌謡ショーなの？」

　そう思う間にイントロが終了。Ａメロが始まり、声楽隊が歌い始める。

　伸びやかな歌声が織り成す美しいハーモニー。声量も吹奏楽隊の演奏とマッチしていて、思わず音楽に抱かれているような錯覚に陥おちいる。

　惚ほれ惚ぼれするような美しい調べ。バックの35名ほどが壮大な音楽を響かせている。

　しかしやはり、案内係は少し不思議に思う。

　どういうことだ？　主役が何もしていない。ステージの中央でライトを浴びる優ゆう華かは、歌うことなく立ち尽くしたままだ。

　だがその時だ。主役の優華が──思わぬ動きを見せた。

「えっ？　う、浮いてる……っ？」

　浮いた。儚はかなげな笑みを湛たたえたまま、優華が衣装ごと宙に浮き始めた。どうやらワイヤーで宙ちゆ吊うづりにしているらしい。その思わぬ演出に観客達が『オオー！』と騒ぐ。

　どよめきの中で曲はＢメロへ突入する。一方案内係は混乱する。

　壮大な音楽。美しいハーモニー。そしてステージの中央に浮かび上がる綺き麗れいな女性。これは一体何なのだ？

　しかしこのあたりで案内係は、なんとなくこう感じ始める。

「なんだかこういうの、どこかで見たことがあるような……っ？」

　その呟つぶやきと同時に────遂ついにサビに突入する！




　ブワッ！　優華のバカでかい羽はご衣ろもがステージを埋め尽くすように広がる！

　♪──！　同時に宙吊りの優華が素晴らしい歌唱力で歌い出す！




　曼まん荼だ羅らを背負う菩ぼ薩さつであるかのような荘そう厳ごんな姿。

　羽衣一面に取り付けられた電飾がギラギラと発光する。

　そんなとてつもない姿で宙に浮きながら、バックの音楽を抱き込むように華麗にサビを歌い上げる優華。

　その盛大な音と光に翻ほん弄ろうされながら、案内係が戦せん慄りつする。

「──えっ？　この歌謡ショーってまさか!?」

「見たことある！　これって、やっぱり……!?」

　ステージを覆い隠す壁のような衣装！

　ギンギラギンで舞い飛ぶ歌唱力抜群の歌姫！

　その姿で、案内係の女子達は一斉に気付く──！




『こ……っ、◯林幸子──っ!?』




　ド派手なパフォーマンス！　パチンコ屋のネオンのような衣装！

　もはや間違いない、これは完全に『あの人』だ！

　しかし外国人には元ネタが分からないのでは──と観客の方を見ると、




「ワォ！　サチコ・コ◯ヤシ！」

「ジャパニーズ・ゲイシャ・ガール!!」




「知ってる───？？？」

「サチコ・コ◯ヤシはグローバルだった!?」

「でも決してゲイシャではないと思うわ！」

「あとガールっていうのも──いいえガールだわ！」

「　◯　林　幸　子　は　神　」

　仰天のステージ！　ガクブルの案内係！　一方観客は大盛り上がりだ！












　続いて曲は二番へ突入する。

　吹奏楽隊の迫力満点の演奏と、声楽隊の美しいバックコーラス。

　歌う優ゆう華かとその衣装は、右へ左へ宙を舞う。更には縦ロールにした金髪が衣装のようにブワッと広がり、見事な直毛になるというパフォーマンスまで披露。これにはドッと拍手が沸いた。

　音と光とパフォーマンス。ワイヤーアクションを駆使したステージに、アルゼンチン人の観客達も大興奮。遂ついには歌と演奏に合わせてアルゼンチンタンゴを踊り始める観客達も現れる。

　凄すごすぎる。これが菊きくヶが峰みねの芸術か。

　二番が終わってＣメロになり、サビに続いて大サビへ。

　そして最後のワンフレーズを、優華がこぶしを利かせながら見事に歌い上げて。




　ワアアアア────！




　エンターテインメント精神に満みち溢あふれる『あの人』を模した菊ヶ峰のステージは、言葉の壁を乗り越えてアルゼンチン人達の心を掴つかみ、盛況のまま終了した。







　およそ五分間のステージの幕が下り、再び体育館の照明が点ともった。

　優華達の姿はもう見えない。しかし体育館の中は、未いまだに菊ヶ峰の演目の余韻に包まれていた。

　菊ヶ峰の演目を見届けた案内係の女子達が、じっと立ち尽くす。

「なんだか、だいぶ盛り上がってたね……」

「……やっぱり芸術のこととなると、菊ヶ峰は強いね」

　日本語の歌詞なんて観客には理解できなかっただろう。それでも菊ヶ峰は優華を中心に、驚異的なパフォーマンスで観客を魅了していた。

　果たしてこの演目を相手に、桜おう南なんの演目は勝てるのだろうか。

「……大丈夫。きっと勝てるよ」

　そんな不安を払ふつ拭しよくして、案内係の一人が呟つぶやく。

「きっと勝てるよ。ワイヤーアクションみたいなものならこっちもやるし、それにもっと大きなアイディアだって仕込まれてる。だからこっちの演目が完璧なら、きっと──！」

「あ……！　うん、そうよね！」

「今度はこっちの番よ。菊ヶ峰がステージから撤収したら、こっちの演目を生中継するためのセットをパパッと準備しちゃおう！」

　そう案内係の女子達が気合を入れて、桜おう南なんの演目に向けて必要な機材を用意する。

　菊きくヶが峰みねが撤収したステージに巨大スクリーンを下ろし、体育館の中央にプロジェクターを運び込む。桜南の演目を生中継するための機材だ。

　それらをセットした時に、ちょうど北校舎の屋上から一人、女子が駆け込んできた。

「映像と音声を届けるケーブルを持って来たよ！　そのプロジェクターに繋つないで！」

「了解！」

　体育館の中央に鎮座するプロジェクターに、北校舎の屋上から長く長く伸びてきたケーブルをつなげる。

　そして体育館の照明を落とし、プロジェクターのスイッチを入れる。

　すると闇に覆われていたステージの巨大スクリーンに、北校舎の屋上の様子が生中継で映し出された。

　オオー……！

　スクリーンに映像が出たことで、観客達が小さく沸いた。




　さあ、体育館の準備は整った。

　あとは立会人が後攻の開始を宣言すれば、桜南の演目の開幕だ。





　　　　☆






　北校舎の屋上にいる胡こ太た郎ろうの耳に、時折体育館から歓声が聞こえてきた。どうやらちょうど、先攻の菊ヶ峰が演目を披露しているところらしい。

　そんな声を聞きながら、胡太郎は奏かなで達とともに、演目の披露に向けた最後の準備を進めている。

　桜南の参加者はそれぞれ、屋上とグラウンドに分かれている。

　屋上にいるのは、柔道選手役の胡太郎と奏に、音響係の那な由ゆと撮影係の阿あ耶や、そして柔道の審判役の男子が一名と、黒子役の男子六名だ。

　他には参加者ではないが女子が一人いる。阿耶が撮影するハンディカメラの映像を体育館のスクリーンに映すためのケーブルを、演目の直前に屋上から体育館まで伸ばす役目を担っているのだ。

　グラウンドには一枚絵を表示する時の演出要員として、哲てつ也やと茉ま希きとサッカーのレプリカユニフォーム姿の男子が五名いる。そして演目が始まれば出番は無くなるが、今回のメインとなる演目の準備中の万一の備えとして、男子三十名強がグラウンドでストッパー役を務めていた。

　屋上には奏と阿耶が揃そろっているが、まだ事務的な会話以上のものはしていないようだ。しかしその関係も、この勝負に勝てば解消されることだろう。

　そう思いながら、胡こ太た郎ろうは奏かなでとともに、設備を全て並べ終えたグラウンドをじっと眺める。

　今回の演目のタイトルは、『地球の裏側紀行』だ。

　日本を出発した畳が地表を駆け巡り、地球の裏側のアルゼンチンへと渡って、アルゼンチン名物を描いた一枚絵を表示する──そういう演目になっている。

　と、再び体育館から歓声が聞こえた。どうやら菊きくヶが峰みねの演目を、観客はかなり楽しんでいるようだ。

　胡太郎は奏に囁ささやく。

「ホントに陽気なお客さんだな。こっちの演目も喜んでくれればいいんだけど」

「偏屈でなければ喜ぶとも。自国の名物が海外でも称賛されることに喜びを覚えない者などいるまいよ」

　グラウンドのいたるところに、演目用の設備が並べられている。それを見つめて奏が告げる。

「菊ヶ峰は外国人の観客のために、言葉が通じなくても理解できるような演目を披露するらしい。なんとも思いやりに満ちているではないか。芸術面では菊ヶ峰に一いち日じつの長ちようがある以上、同等の思いやりをもって演目を披露したのでは、私達は菊ヶ峰以上に観客を喜ばせることはできないだろうね」

　たしかにそのとおりだろう。現に体育館は大いに沸いている。菊ヶ峰の芸術も思いやりも称賛に値するものになっているはずだ。

　ならばこそ、奏が告げる。

「だから私達は更に丁寧にもてなそう。今日の観客は『彼等ら』だ。ただの『外国人』ではなく、『彼等』なのだ」

「そうだね。せっかくの日本旅行なのにわざわざ僕達の争奪戦の審査員役を引き受けてくれたんだ。今日ここに来てくれたアルゼンチンの人達を、精一杯おもてなししよう」

　それが今回の演目の核となる精神だ。この演目は不特定多数の『観客』ではなく、アルゼンチンの人々だけのために用意したものだ。

　他の誰かのためでなく、ただ『彼等』のためだけに特別に用意したもてなしだ。

　グラウンドを見下ろす奏が、堂々たるさまで微笑ほほえむ。

「今日の観客には特別感を味わってもらおう。自分は私達にとって単なる審査員ではなく、特別なゲストなんだとね」

　奏がそう言った直後、屋上に立会人の一人が現れた。

「菊ヶ峰の演目が終わりました。続いて桜おう南なんの演目に移ります。速やかに準備を完了させてください」

「分かりました」

　奏かなでの返事を聞くと、立会人が体育館へと引き返していく。その立会人の後を追うように、ハンディカメラに繋つながる長い長いケーブルを持つ女子生徒が、体育館に用意されているはずのプロジェクターのもとへと出発した。

　奏が屋上から合図を出す。するとグラウンドのあちこちで演目のストッパー役を務めていた男子達がその場から離れる。そしてそのまま、グラウンドを外から隠していたブルーシートを回収した。

　あとは体育館でスクリーンとプロジェクターがセットされ、そのプロジェクターにケーブルが繋げられれば、桜おう南なんの演目がスタートになるだろう。

　体育館で後攻の演目の開始が宣言されれば、ケーブルを運びに行った女子から合図が送られることになっている。

「よし胡こ太た郎ろう、私達も配置につこう」

「うん。絶対に成功させて、お客さん達に楽しんでもらおう！」

　そう気合を入れると、柔道着姿の二人は、屋上に敷いた畳の上で向かい合った。この演目は二人の柔道対決から始まるのだ。

　審判役の男子も畳の上に乗り、他の参加者達も配置につく。

　阿あ耶やがハンディカメラを構えて、畳の上の者達をそのフレームに収めた。

　間もなく本番だ。屋上の参加者達が固かた唾ずを呑のむ。

　……と、その時那な由ゆや阿耶と目が合った。意気込んでいるらしく、少し表情が固い。

　そんな那由と阿耶に、緩い笑みを浮かべて頷うなずいてみせる。

　すると二人がきょとんとして、小さく笑って頷いた。

　大丈夫。きっと全部うまくいく。

　みんなで全力を尽くして、みんなで全部、勝ち取るんだ。

　それから少しすると、体育館から大きな拍手が聞こえてきた。おそらく、後攻の桜南の演目の開始が宣言されたのだろう。

　それに続いてホイッスルの音がした。ケーブルを運びに行った女子からの、演目開始の合図だ。

　──さあ、始まりだ！

　合図の音が響いた数秒後、桜南による演目、『地球の裏側紀行』が始まった。





　　　　☆






「──はじめ！」

　屋上の畳の上、柔道の審判役の生徒が叫ぶ。

　同時に那な由ゆが音響設備のスイッチを入れて、阿あ耶やが撮影するハンディカメラのすぐそばでＢＧＭを流す。

　アルゼンチンの作曲家ヒナステラが作曲した、バレエ組曲エスタンシアの最終楽章『マランボ』。マランボとは馬の足音を模した足さばきを取り入れたタップを踏む民族舞踊のことで、激しさと軽快さを兼ね備えた楽しい曲だ。

　刻まれるビート。アップテンポな名曲。それに乗せて畳の上で胡こ太た郎ろうと奏かなでが組み手争いをする。

　その胡太郎には先月と同様、屋上の欄らん干かんに括くくり付つけられたザイルが結び付けられていた。

「くっ！」

　組み手争いが終わった。奏が制した。

「はあああああっ！」

　奏が胡太郎を背負い──胡太郎が宙に投げ飛ばされる！

　いや違う。奏が投げ飛ばしたように見せかけて六人の黒子が胡太郎を持ち上げている。

　そのまま黒子達が欄干の方へと素早く駆ける。

　なす術すべも無く屋上の端に運ばれる胡太郎。目の前には何も無い。眼下に広がるのはグラウンド。

　危険な光景に体育館がどよめく。

　対する胡太郎は覚悟を決める。

　さあ、いきなり大技の披露だ。

　そのグラウンド目掛けて、胡太郎は欄干を飛び越えて空中へとダイブする──！

　ラぺリングだ。

　結び付けられたザイルと手のひらを保護するグローブを頼りに、生身で颯さつ爽そうと懸垂下降する。

　そしてすぐさまグラウンド上に置いたマットに着地しながら、投げ飛ばされて勢い余ったようなフリをしてつんのめり、目の前に立てられていた板にドンと体当たりした。

　いや、板ではない。

　畳だ。『Ｉ』の字の上部が無いような形に加工されて立てられた畳だ。

　体当たりされた畳が倒れる。

　その先に立てられていた畳も倒れる。

　更にその先にも畳が一列で並べられていて、それらが次々と連鎖的に倒れていく──。




　ドミノ倒しだ。

　世にも珍しい『畳でのドミノ倒し』が始まった。




　これが桜おう南なんの演目のメイン。

　マランボの小気味よい旋律と競走するかのように、畳のドミノ倒しが軽快にグラウンドを駆け抜けていく──！




　オオオ───!?




　体育館から歓声が沸いた。驚嘆にも似た歓声だ。更にはマランボに合わせてタップを踏む音も響いてくる。

　母国の名曲、豪快なラぺリング、そして畳でのドミノ倒し。突飛な芸術を次々と目まの当あたりにして、観客達がノってきた。

「よし、手応えありだ……！」

　歓声を聞いて胡こ太た郎ろうは拳を握った。

　しかしこちらの仕掛けはこれだけではない。これは『地球の裏側紀行』だ。

　柔道という『日本』からスタートした畳が、『地球の裏側』を巡るのだ。

　ラぺリンググローブを外しながら、胡太郎はドミノ倒しの行方を見つめる。

　ドミノ倒しが颯さつ爽そうとグラウンドを走る。

　倒れ進む畳の列が、やがて二股に分岐する。

　片方が本線で、もう片方が一枚絵へと続く支線だ。一枚絵は三つあり、それぞれに向かう支線が一本ずつある。

　その支線の突き当たりはお好み焼き用のヘラのような形をしていて、その横幅が広くなっている部分が一枚絵になるのだ──。





　　　　☆






『オオオ───!?』

　照明を落とした体育館に歓声が響く。アルゼンチン人の観客達が沸いている。

　観客だけではない。菊きくヶが峰みねの生徒達もスクリーンの生中継映像を見て驚きよ愕うがくする。

「正気ですのっ!?　屋上から飛び降りるなんて！」

「ドミノ倒しをしているのは畳!?　こんなの見たことがありませんわ……！」

「どうして急に観客の方々がタップを……？　た、たしかに軽快な曲ですが」

「マランボですわ！　コンクールで演奏したことがございます！　アルゼンチンの伝統的なダンスを表現している、バレエ組曲の名曲です──！」

　驚きの声を上げる菊ヶ峰の生徒達。そんな同級生達と一緒にスクリーンを見つめながら、生徒会長の優ゆう華かは爪を噛む。

「やってくれますわね桜おう南なん！　演技や歌唱ではワタクシ達に及ばないと予想して、発想の奇抜さで勝負なさるおつもりですのね……！」

　その判断は正しいだろう。現に観客達が沸いている。菊きくヶが峰みねとは方向性が異なっているが、観客の心を揺さぶるこれはまさしく芸術だ。

「……ですが、だからといってワタクシ達よりも観客の心を掴つかめるとは限りませんわ！」

　たしかに菊ヶ峰以上の驚きは与えるだろう。しかし喜びはどうだ？

　菊ヶ峰の演目以上の喜びを与えられなければ、結局勝つのは菊ヶ峰だ。

　そう思いながら、優ゆう華かはスクリーンを注視する。

　ドミノ倒しが颯さつ爽そうとグラウンドを走る。

　その畳の列が二股に分岐する。本線と支線に分かれたのだろう。支線の末端には畳の一団がある。これがドミノ倒しだということから察するに、おそらくあの一団が倒れると、何らかの一枚絵が表示される仕掛けになっているのだろう。

　だとすると、それは何の絵なのだろうか──？

　首を捻ひねる優華。その視線の先で支線が軽快に進む。ダチョウのようにドドドと駆ける。

　一枚絵を目指して走る一本の支線。そのそばにはグラウンドで待機していた男子生徒が一人いる。

「ぬおりゃああああああっ！」

　その男子生徒が気合一いつ閃せん。足下に並べたボールを手に取り──ソフトボール部のバックネット目掛けて遠投！

　白球が飛んでバックネットの上部へ。そこには大きなくすだまがある。

　ボールが見事に命中。くすだまが割れる。すると中から無数の水色のテープが飛び出て地面に垂れる。

「ぬおりゃああああああっ！」

　更に男子生徒がボールを連投。まさに神しん技ぎ。バックネット上部にいくつも並べられたくすだまが見事に次々と割れて水色のテープが飛び出す。

　瞬またたく間まにバックネット一面が水色に染まる。同時に『大量の水が流れる轟ごう音おん』の効果音が鳴らされる。

　その直後に支線の横幅がお好み焼き用のヘラのように広がり始め、支線の突き当たりにある正方形に並べられた数十枚もの畳の一団が倒れて──。

　正方形に倒れた畳の一団の、その表面に描かれていた一枚絵が姿を現した。

　とてつもなく大きな滝の絵だ。




『オオオオ───ッ!?』




　途と端たんにアルゼンチン人達が大きく沸く。歓喜の声を盛大に上げる。

　それと同時に優ゆう華かも声を漏らす。




「イ……イグアスの滝!?」




　畳の一団に描かれていたのは、およそ四キロメートルもの幅を有する世界最大の滝。アルゼンチンが誇る偉大な世界自然遺産だ。

　バックネットでの演出、効果音、一枚絵。それらで表現したものは、このアルゼンチン名物だったのだ。

「イグアスの滝ですのっ？　あの世界遺産のっ？」

「たしかアメリカの大統領夫人がナイアガラの滝以上だと絶賛したとか……！」

「で、ですがどうして観客の方々はこれほど喜んでおいでですの……!?」

　見事なパフォーマンスと観客達による反響。その両方に菊きくヶが峰みねの生徒達が動揺する。

　その一方で、

「……やられましたわ……っ！」

　優華は一人、スクリーンを凝視して歯を食いしばる。

　そう来たか。これが桜おう南なんのもてなしか。このもてなしは、『言葉の通じない外国人でも楽しめるように』という菊ヶ峰のそれを上回るものだ。

　これは誰が相手でも通用するような演目ではない。今この体育館にいる観客のためだけに用意された演目だ。

　──ただあなたをおもてなしするためだけに存在する、たった一度きりの芸術なのだ。

　男子生徒のパフォーマンスとイグアスの滝の登場に、体育館が大きく沸いた。

　一つ目の支線が見事に一枚絵を表示した。しかし演目はまだまだ続く。

　なおも本線がグラウンドを走る。

　そこから再び支線が枝分かれする。二つ目の一枚絵へと向かう支線だろう。

　一列に並ぶ支線が走る。真まっ直すぐ綺き麗れいに倒れながら進む。

　その支線のそばにはまた生徒がいる。今度は女子だ。

　ソフトボール部員なのだろう。右手にボールを握り、左手にグローブを嵌はめている。

　その女子生徒が見つめる先には、何やら大型バスほどのサイズの青いオブジェが。

　崖のような何かだ。支線の突き当たりに位置した畳の一団の脇に、青い崖のようなオブジェがある。おそらく青く塗った発泡スチロールを積み上げて造られたもので、最前部だけは積み重ねた青い空き缶の上に青い発泡スチロールを積み上げているらしい。

　その崖の最前部に女子生徒が狙いを定め、

「ぃ──よいしょっ！」

　ウインドミル投法でストレートを投げ込んだ。

　速球が青い空き缶群を射貫く。その上に積んだ発泡スチロールが崩落する。同時に『崖が崩れる轟ごう音おん』の効果音が鳴らされる。

　その直後に支線が末端の畳の一団を倒し──横たわった畳に描かれた一枚絵がその姿を見せた。




「ロス・グラシアレス──！」




　たまらず優ゆう華かは目を見張った。

　一枚絵に描かれていたものは、青い崖ではなく青い氷河。南極とグリーンランドに次ぐ世界第三位の面積の氷原を内包する世界自然遺産、ロス・グラシアレスの一部だ。

　氷河が普通の白色ではなく青いことで有名で、五十メートル以上もの高さの氷河が海へ崩落する様子が名物となっている、アルゼンチンが世界に誇る絶景だ。




『オオオオオ───ッ！』




　女子生徒の妙技とロス・グラシアレスの登場に、再び観客達が盛大に沸いた。

　その姿に菊きくヶが峰みねの生徒達が声を震わせる。

「ま、まずいですわ……！」

「この感じ、なんだかワタクシ達よりも盛り上がっているような……っ」

　マランボ、屋上からの飛び降り、そして畳でのドミノ倒しに、アルゼンチン名物を描いた一枚絵。そういった桜おう南なんの数々のもてなしが、観客達を大いに魅了している。

「く……！」

　だから優華は、臍ほぞを噛みながらおぼろげに悟る。

　このまま桜南の演目が最後まで順調に進めば──勝者になるのはあちらだ。





　　　　☆






　体育館が盛大に沸き上がった。ロス・グラシアレスが見事に表示されたのだ。

「よしっ！」

　ザイルを外した胡こ太た郎ろうは、柔道着を脱ぎながら人知れず拳を握る。

　一枚絵の表示が二つとも成功した。それに付随する演出もうまくいった。どれもこれも観客の心を掴つかんでいる。

　さあ、残る一枚絵はあと一つだ。

　なおも本線がグラウンドを走る。一列に並ぶ畳が倒れ続ける。

　その本線の進む先には二股の分岐点がある。三本目の支線が生まれる分岐点だ。その支線の続く先にあるのが、最後の一枚絵だ──。




　最後の一枚絵に描かれているのは、サッカー大国アルゼンチンの英雄。サッカーメキシコＷ杯ワールドカツプで、因縁の相手でもあるイングランド代表に対して、伝説の『五人抜きゴール』を決めたあの選手だ。

　今回に限り、支線は最後まで一列のままで終わることになっている。そこから先は別の方法で一枚絵まで向かうのだ。

　支線の最後の一枚は、グラウンドに設置された投石器の力点に向けて倒れて、投石器がサッカーボールを発射する。

　発射されたボールが、少し離れた先にあるサッカーゴールの描かれた畳を一枚倒す。

　その一枚を先頭に畳がお好み焼きのヘラのような形で並んでいて、それらが全て倒れると、末端部分に描かれた一枚絵を表示する仕掛けになっているのだ。

　そしてそれが終われば、やがて本線も結末を迎えることになる。





　　　　☆






　優ゆう華かが見つめる中、スクリーンでは畳の列が颯さつ爽そうと倒れ進んでいる。

　本線がなおも地を駆ける。次から次へと畳が倒れる。

　そして最後の分岐に差し掛かり、枝分かれして支線が生まれた。

　支線の末端にはサッカーボールのセットされた投石器らしきものがあり、その標的らしき位置に畳の一団が設置されている。おそらく支線が倒れきった末にあの投石器からボールが発射されて、畳の一団を倒して一枚絵を表示するのだろう。

　となるとあの一枚絵は、アルゼンチンが世界に誇る、サッカー界の英雄に違いない。

「くぅ……！」

　優華は苦く悶もんの声を漏らす。

　あの一枚絵が無事に表示されれば、観客は更に盛り上がることだろう。そうなればもう万事休すだ。この争奪戦の勝者はきっと桜おう南なん高校だ。

　ああ、どうにかして、桜南に傾きつつあるこの流れが変わらないものか──。

　優華がそう祈る間にも畳ドミノは進んでいく。

　三本目の支線がグラウンドを駆ける。英雄の一枚絵へとひた走る。

　その脇にはディフェンダー役の五人の男子が。支線の行く手を阻はばまんと、立て続けにスライディングする。

　だがかわす。

　支線がかわす。

　直線的に走っていた支線が蛇行して、スライディングを華麗にかわす。

　そして五人目もかわしきり、投石器の方へと駆け抜ける──。

　く……！　再び優ゆう華かは臍ほぞを噛む。

　観客の手応えは充分だ。その演出が成功してしまえば、きっと──！

　だが。




『あ……!?』




　直後に桜おう南なん高生達が悲鳴を上げる。

　思わぬ光景がその目にスローモーションで焼き付く。

　──支線の畳の一枚が腐っていたのか、次の畳を押し倒しながら二つに折れてしまい、その断片がぶつかって投石器の向きが少し変わってしまった。

　その向きを修正する暇など無い。最後の一枚に向けて支線が走る。

　畳が倒れて、

　倒れて、

　倒れて、

　最後の一枚が投石器の力点に向けて倒れて、

　サッカーボールは、狙いを外してバックネットの方へと発射された。




　一瞬、世界が静まり返る。




　虚こ空くうを舞うボール。

　倒れる術すべを失った一枚絵。

　思わず桜南高生達が凍り付く。

　観客や菊きくヶが峰みね高生達も声を失う。

　そんな静寂の中で、

　優華は一人──この僥ぎよ倖うこうにそっと、口角を上げた。




「──ＷＧぃぃぃぃぃぃぃ！」




　!?

　だがその時、屋上から声が轟とどろいた。

　奏かなでだ。桜おう南なんの生徒会長だ。その奏の叫び声で、数名の桜南高生が我に返り──、




「「「クラッシャ─────ズっ!!」」」





　　　　☆






　グラウンドと屋上から三つの声。叫ぶと同時に胡こ太た郎ろう達は行動開始。

　哲てつ也やが転がっていくボール目掛けて走る。

　那な由ゆが効果音のスイッチに手を伸ばす。

　そして胡太郎は、サッカーゴールの描かれた畳を目掛けて裸足のままで地を駆ける。

　──急がなければっ。演出の途中で事故が起きたっ。しかしまだ間に合う！

　急いで淀よどみなく軌道修正すればまだ、これも演出の一部だと見せかけられる──！

　間に合え、間に合え、間に合わせろ。倒れた畳を飛び越えて疾しつ駆くする。

　胡太郎が走る。哲也も走る。

　哲也が全速力でボールに追いつく。

　スライディングしながらボールを蹴り返してクロスを上げる。

　そのクロスが畳の一団を飛び越えて──全力疾走する胡太郎のもとへ。

　このボールをヘディングしてゴールの畳にシュートすれば、畳が倒れて一枚絵が表示されるはずだ。

「うおおおおお！」

　全力で地面を蹴り、クロスを目掛けて精一杯ジャンプする──！

　……!?

　しかし空中で察する。

　ボールが高い。ヘディングでも僅わずかに届かない。

　これではシュートを打つことができない──。




　だが！




「い……っけえええええ！」

　気合一いつ閃せん。シュートを放つ。

　左手だ。僅かに高いクロスに対して、頭や足ではなく左手を伸ばしてボールを打ち返し、ゴールに叩き込んだ。

　本来ならハンドになるプレーだ。サッカーでは反則とされる行為だ。

　しかし今回に限っては、ゴールシーンの演出として認められるはずだ。

　那な由ゆによるホイッスルの効果音が響く。同時にゴールの畳が倒れる。

　そして後続の畳の一団も次々と倒れて────英雄の一枚絵を表示した。




【ディエゴ・マラドーナ】




　アルゼンチンサッカー界の英雄にして、メキシコＷ杯ワールドカツプ優勝の立役者。

　この英雄は『五人抜きゴール』だけでなく、左手で決めた『神の手ゴール』でも伝説を作り、アルゼンチンを優勝へと導いた。

　五人抜き、神の手、ディエゴ・マラドーナ。

　一枚絵の英雄の二つの伝説を模したかのような、そんな演出を目まの当あたりにした、アルゼンチンからの観客は。




　ウオオオオオオォォォ─────!!




　まるで地鳴りのような、これまでにない大きな歓声を轟とどろかせた。

　更には『ひゃー!?』だの『ひぇぇぇぇぇ!?』だのという甲高い悲鳴のようなものも体育館から聞こえてくる。観客達だけでなく、菊きくヶが峰みねの生徒達も胡こ太た郎ろう達のアドリブを予定通りの演出として受け取ったようだ。

　そんな歓声に胡太郎は安あん堵どする。

　うまくいった。ＷＧクラッシャーズの咄とつ嗟さの連係によって、不測の事態を予定外の演出でフォローすることができた。

「だけど、僕や奏かなで達だけじゃない」

　そう呟つぶやきながら、胡太郎は屋上を見上げる。

　咄嗟に対応したのはＷＧクラッシャーズの四人だけではない。体育館の大歓声がその証拠だ。

　予定外の演出を、どうやら阿あ耶やもしっかりと、そのカメラで撮影してくれたらしかった。

　体育館が沸いている。マランボのタップが大きく響く。

　これで支線は全て終わった。残すは本線のフィナーレのみだ。

　その本線がグラウンドを走る。

　縦横無尽に駆け抜けてきた畳のドミノ。倒れていない畳も残りは僅わずかだ。

　本線が最後の直線に入る。

　その末端には畳の一団。正方形ではなく長方形だ。

　本線が疾走。リズミカルに倒れ進む。

　そして本線の幅が徐々に広がって──最後に残っていた長方形の一団を倒す。

　倒れた一団に絵は描かれていない。代わりにメッセージがある。

　そこには日本語とアルゼンチンの公用語のスペイン語で、こう記されていた。




《世界新記録達成！

　この『畳でのドミノ倒し』の記録をギネス世界記録に申請します！

　あなた達は世界新記録樹立の瞬間の目撃者です──!!》




　──ようこそ日本へ。そしてどうぞ、旅の思い出にしてください。

　自分は地球の裏側を旅行して、世界記録が誕生する瞬間を目撃したのだと。




　ワアアアアアアアアァァァ─────ッ!!




　今日一番の大きな大きな歓声が、体育館を揺るがす。

　畳ドミノ倒しという離はなれ業わざの完かん遂すいと、最後の観客へのメッセージ。それらを目にした異国からの観客達が、歓喜の感情を爆発させる。

　拍手の大きさから察するに、沸いているのは観客達だけではなさそうだ。観客同様に世界記録達成の瞬間を目撃し、桜おう南なん高生以上に芸術というものに敬意を払っている菊きくヶが峰みねの生徒達も、一緒になって拍手を送ってくれているらしかった。

「お、終わったぁ……！」

　全身を強こわ張ばらせていた胡こ太た郎ろうは、思わずその場に崩れ落ちた。

　体育館の歓声は鳴りやまない。拍手と指笛と雄お叫たけびが今なお続いている。

　その喜びようを耳にして、胡太郎は確信する。

　──勝った。

　歌唱力も演技力も無い桜南高校が、菊ヶ峰高校を芸術性で上回ってみせた。

　緊張から解放されて、心地よい疲労感が体に残る。

　そんな中、バックネットの近くにへたり込む哲てつ也やと目が合う。

　その哲也と苦笑を浮かべ合うと、二人は北校舎の屋上を見上げた。

　堂々と天に掲げられた右手の親指。柔道着姿の奏かなでが、グラウンドに向けて誇らしげにサムズアップしている。

　そんな麗うるわしの幼おさ馴なな染じみに、胡太郎と哲也も、笑顔でグッとサムズアップした。





　　　　☆






　両校の参加者が体育館に集合しての終了式。文科省から派遣された立会人の一人が、人気投票の集計結果を発表する。

「攻撃側の菊きくヶが峰みね高校が18票、防衛側の桜おう南なん高校が59票。今回の争奪戦『芸げい‐１ワンバーリトゥード』は、桜南高校の勝利です！」

　ワァ─────っ！

　桜南高生達の歓喜の声が、体育館に響き渡った。

　その桜南の女子達が菊ヶ峰高生達に向けてふんぞり返る。

「ふふん、残念でした！　これに懲りたらあたし達を文化祭で見せ物にしようだなんて考えないことね！」

　対する菊ヶ峰高生達がハンカチを噛んで悔しがる。

「ぐぬぬ、ワタクシ達が芸術での勝負で桜南に負けるだなんて……！」

「悔しいですが、美しさだけが芸術の全てではないことの証明ですわね……」

「そういえば桜南の方々の容よう貌ぼうって前衛芸術っぽいですものね」

　うだうだ言う菊ヶ峰高生達を、優ゆう華かが涙を拭いながらキッと鼓舞する。

「そのとおりですわね皆さん。歴史的な名画だけでなく、前衛的な絵画もまた芸術──。それを今回の教訓として、次こそは桜南の皆さんをみすぼらしい姿で展示できるよう精しよう進じんしますわよ！」

『会長……っ。はい、がんばります！』

　ひしっ！　熱弁をふるった優華と菊ヶ峰高生達が身を寄せて感動的に抱きしめ合う。

「ちょっと、何気にあたし達をディスってるんじゃないわよ！」

「なんか負けた自分に酔ってないこの人達？」

「今は前衛的でも後世ではきっとあたし達みたいなのが美人って言われるんだからね！」

　桜南の女子達が一斉にブーイングを上げた。それ反論じゃなく自虐になってない？

　そんな具合に両校の女子達がやいのやいのと騒ぎ合う。

　一方観客達は未いまだに興奮が冷めやらないらしく、マラドーナの応援歌チヤントを歌いながら陽気にマランボを踊っていた。

　その光景を後ろの方から眺めて、胡こ太た郎ろうは静かに笑う。

　……良かった。いい演目を披露できたらしい。桜南の生徒達はもちろんのこと、異国からのお客さん達も喜んでくれたみたいだ。

「──なんだか嬉うれしそうね」

　と、そんな胡太郎に話し掛けてくる女子がいた。

　凛り々りしい瞳をした、ショートポニーの小柄な少女。風紀委員長の三み上かみ阿あ耶やだ。

　その阿耶が感嘆交じりに桜南の生徒達を眺める。

「……本当に約束を果たしてくれたわね。生徒会がまた、桜南を勝たせてくれたわ」

　胡太郎は首を横に振る。

「生徒会だけじゃないよ、みんなで掴つかみ取った勝利だ」

「あら、じゃあ生徒会は約束を果たせなかったってことで構わないわね？」

　ちょっ、それは卑ひき怯ようじゃない？

「冗談よ。よくやってくれたわ、あなた達生徒会は」

　阿あ耶やがくすりと笑い、目を細める。

「でもそうね、生徒会だけじゃない。那な由ゆも茉ま希きも他の生徒達も、みんなが力を合わせてがんばった結果の勝利だわ」

「うん。そしてもちろん、三み上かみさんもね」

「え？　ええ、そう……ね」

　と、不意に阿耶が少し口ごもった。……どうかしたのか？

　その阿耶が少し赤くなりながら、一度視線を落とす。そしてちょっと照れた様子で、胡こ太た郎ろうを見上げた。

「その、あなたはアタシのことを今、三上さんって呼んでいるわよね？　アタシと比ひ叡えいの距離は強引に近づけようとするくせに、あなた自身はこれからもアタシと距離を取るつもりなの？……胡太郎、くん」

　へ？　思わずきょとんと目を丸くした。

　しかし驚きはしたものの、言わんとしていることは分かる。何より阿耶が苗みよ字うじではなく名前で胡太郎を呼んでくるのは初めてのことだ。

　だから胡太郎は笑う。

「そうだったね。ごめん、阿耶」

「ん……さすがに呼び捨ては馴なれ馴なれしいわね」

「じゃあ阿耶ちゃん」

「阿耶ちゃん？……その、同い年の男子にちゃん付けされるのは、なんとなくくすぐったいわね」

　どうしたらいいんだよ？

　思わずそう言いたくなったが、どうやら阿耶の側で納得してくれたらしい。

「けれど……ええ。そのくすぐったさとも、折り合いをつけることにするわ」

　小柄な阿耶が、前髪を軽くいじりながら視線を逸そらす。

「うん。よろしくね、阿耶ちゃん」

　改めてそう呼びながら、胡太郎は笑った。

「さてと。あなた達はきちんと、約束を果たしてくれたのだから……」

　阿耶がそう呟つぶやき、一つ息を吐き出す。

　そして凛りんとした顔つきで辺りを見回して、

「あそこにいるのね」

　と呟つぶやきながら、喜ぶ生徒達の様子を少し離れて壁際から眺めている少女のもとへと向かった。

　堂々と姿勢よく佇たたずむ、ストレートの黒髪の少女。奏かなでだ。

　つい先程まで、奏と阿あ耶やは同じ屋上にいた。しかし二人の間には目に見えない距離があって、事務的会話以上の言葉が交わされることはなかった。

　しかしその距離を、阿耶が詰める。

「あなたはみんなと喜ばないの？」

「うむ、それより今は趣味に耽ふけっている。私の趣味は人間観察なのでね」

「周りが一番ドン引きする趣味じゃないのそれ」

　涼しげに言う奏に阿耶がツッコんだ。……何に引くかって、趣味はそれですって答えても周りが引かないと思ってることに一番引くよね。

「ところで阿耶、私に何か用かね？」

「白々しいわね。アタシが話し掛けやすいように一人で待ってたくせに」

　呆あきれたように阿耶がため息をついた。

　そして、凛りんと顔を上げて、ポケットから書状を取り出して奏に差し出す。

「あ──」

　その表書きを見て、胡こ太た郎ろうはハッとした。

　阿耶が奏に差し出しているものは、争奪戦申込状だ。

「アタシの方で用意しておいたわ。あとは生徒会長が署名して種目を記入して判を捺おすだけよ。期末テストが終われば体育祭の準備期間に入るけれど、生徒会と風紀委員会の連携が取れるようになれば、体育祭と争奪戦の準備を同時にできるわよね」

　今回の争奪戦に勝てば、生徒会と風紀委員会とで連携し合うようになってほしい。そんな約束を、胡太郎は阿耶と交わした。

　その約束を、阿耶がこうした形で果たそうとしてくれている。

「桜おう南なんをコケにしてきた他校に下げ剋こく上じようを仕掛けるんでしょう？　好きにしてくれて構わないわ。体育祭の準備中に不測の事態が起きても、そっちは風紀委員会の方でフォローする。比ひ叡えいが争奪戦に注力している間、学内の仕事はアタシ達が受け持つから」

　しっかりとした声で、阿耶が奏にそう勧めてくれた。

　すると、奏が満足げに笑いながらポケットに手をやる。

「ありがたいね。しかし実は争奪戦申込状なら既にある。阿耶ならそう勧めてくれると思って、事前に私の方で用意していたのでね」

　奏がそう言いながら、ポケットから争奪戦申込状を取り出した。どうやら阿耶がこの形で協力してくれることを見越していたらしい。

　さすがに阿耶がジト目になる。

「相変わらず嫌な性格をしているわね」

「善人になった覚えは無いね。何せ私は欲張りだ。貰もらえる物は病気以外なら遠慮なく貰う主義なのだよ」

　奏かなでがそう言って、阿あ耶やが用意した争奪戦申込状も受け取った。

「ちょっと、それはもう要らないはずでしょう？　捨てておくから返しなさいよ」

「いや、せっかく阿耶が私のために想おもいを込めてしたためてくれたのだ。宣戦布告にはこちらを使うか、あるいはラブレターとして受け取っておこう」

「なっ？……本当に嫌な性格をしているわね」

　阿耶が少し顔を赤くする。

「うむ、承知しているよ」

　奏が堂々とその批判を受うけ容いれた。

「それも個性だ、一概に悪あしきものとも言い切れまいよ。正々堂々を貴ぶスポーツの世界ですら、私のような人間が万ばん雷らいの拍手をもって称たたえられることがよくあるからね」

　いつか胡こ太た郎ろうにも言った言葉を、奏が阿耶に対して言った。

　そして奏が、歓喜に沸く人達を眺めて言葉を続ける。

「勝てば官軍だよ。勝利をもたらすのであれば、時として手段の是ぜ非ひは問われないものだ。神の手ゴールの英雄、ディエゴ・マラドーナのようにね」

　奏の視線の先には、桜おう南なん高生達とアルゼンチンからの観客達の姿があった。

「物は言いようね。……まあ、比ひ叡えいらしいけれど」

　どこか呆あきれながらも、吹っ切れたように阿耶が笑った。

　そんな二人を眺めながら、胡太郎も笑う。

　──うん、もう大丈夫そうだ。きっと今の姿が、二人の本来の関係なのだろう。

　阿耶が少しそっぽを向いて頬ほおを掻かく。

「ま、まあ比叡も嫌なところしか無いわけじゃないと思うけれどね。今回の争奪戦の演目のこともあるし。……その、アタシが住んでた団地は無くなるわけだけれど、あそこの畳はこれからも、ギネス記録の一部として後世に残るようにしてくれたわけだし。だから、そのことに関しては、その……感謝しているわ」

　ああ、たしかにその点は同意だ。阿耶が形に残らなくて寂しいと思っていた物を、記録として残るようにしたのだから。

　と、奏がしれっと言う。

「いや、私には感謝する必要など無いよ。何せ君の住んでいた団地の畳だけでなく、私の住んでいる家の畳もギネス記録として残るのだからね」

　うん？　奏の家の畳も？　どういうことだ？

「え、何の話をしているの？　比叡はアタシの馴な染じみの物を使ってギネス記録を出そうとしていたのよね？」

「うむ、そのつもりで考えたアイディアだ。しかしせっかくの機会なので、私の馴な染じみの物も記録に残させてもらったのだよ。月曜日に工務店のトラックがこの学校に来て、例の団地の畳を搬入しただろう？　その時に私の家にも寄ってもらって、畳を一つ追加しておいたのだ」

　それを聞いて胡こ太た郎ろうは思い出す。……ああ、あれはそういうことだったのか。

　奏かなでは先週、高たか津つ工務店でこっそり高津に何かを頼んでいた。そして今週の月曜日には、畳の搬入に立ち会うと言って、胡太郎の家での作戦会議に一人だけ遅れてやってきた。

　それもこれも結局は、奏にまつわる物もギネス記録の一部として残すための、ある種の策だったらしい。

「大概下らない真ま似ねをするわね比ひ叡えいも。こんな時くらい恩を売っておきなさいよ……」

　さすがに阿あ耶やが呆あきれた。……まあ仕方ないな、もっともな話だし。

　でもまあ──、と胡太郎は思う。

　そしてそれと同じことを、阿耶が苦笑交じりに言った。

「けれどまあ構わないわ。そういうところも、比叡らしいもの」













　　エピローグ









　争奪戦で桜おう南なんが菊きくヶが峰みねを降くだした日の二日後。今週の途中から、七月が始まる。

　そんな六月最後の月曜日の朝、胡こ太た郎ろうは天あま音ねと一緒に登校していた。

　街を歩きながら、天音が眩まぶしそうに朝日に手をかざす。

「んー、今日もいいお天気で良かったねー！　あ、でも明日からはしばらく雨が続くんだよね？　それも楽しみだな」

「あれ？　雨が降るのも楽しみなの？」

「楽しみだよー。だって京都で買ったあの傘をまた使えるからね」

　胡太郎がきょとんとすると、天音が栗くり色いろの髪を躍らせながら笑った。

「ああ、自分用のおみやげに買ったあの傘？　ホントにあれが気に入ったんだね天音さん。たしかに遊び心があってかわいいよね」

　天音が京都で買った傘とは、水に濡ぬれると桜の模様が浮かび上がる仕掛けになっている一品だ。薄紅色のその傘には黒い蛇じやの目模様も入っていて、どことなく和のテイストも感じられる。

　天音がはしゃぐ。

「すっごくかわいくてオシャレだよね。だから思わず昨日、あの傘を差してたんだ」

「へっ、またアレをやってたの天音さんっ？」

「うん。そういえば私が旅行から帰った次の日に傘を差してるところをコタローくんも見たよね？　いきなりコタローくんが『何してんの!?』って大声を上げるからビックリしちゃったよ」

「そりゃ風呂場で傘を差しながらシャワーを浴びてる人を見たら大声くらい出すよ……！」

　夕飯を食べにほう莱らい家に行ったら水着でそんなことしてるんだよ？　こっちこそビックリしちゃったよ。

「だって早く使ってみたかったんだもん。すっごく楽しかったよ？」

「まあその気持ちは分からなくもないけどさ」

「だから今度コタローくんも一緒にやろうね？」

「へっ？　い、いや、僕は遠慮するよ……」

「やらないの？　楽しいのに」

　天音がちょっと頬ほおを膨らませて拗すねた。……狭い風呂場に水着で二人きりとか無理です、健全な男子的に。

　そういうところが無防備で危なっかしいなあ。まあそんなにも心を許してくれてることは素直に嬉うれしいけど。

　などと思いながら、ふわぁ、と一つあくびを噛み殺す。すると天あま音ねがそれに気付いた。

「あ、今朝はちょっと眠そうだねコタローくん。昨日はいつもより遅い時間まで部屋の電気が付いてたもんね」

「うん、今日から期末テストだから。英語はある程度大丈夫だけど、他の科目は勉強しておかないと」

　ハワイからの帰国子女の胡こ太た郎ろうは、そう答えながら目をこする。

　今日から木曜日までは期末テストだ。そしてそれが終われば、金曜日から体育祭に向けての準備を始めることになる。

　だがその体育祭の前に、今週末にも一つ、大事なイベントがある。

　天音が「むー」と唇に人差し指を当てて唸うなる。

「しっかり勉強してて偉いよコタローくん。でもテスト中は目が冴さえてないと点数が下がっちゃうよね……。あ、そうだ！」

　通学鞄かばんの中からポーチを取り出した天音が、その中に入れていた目薬を差し出してくる。

「はい、これを使って？　返すのはお夕飯の時でいいからね」

「へ、いいの？　僕が遅くまで起きてたのを知ってるってことは、天音さんも遅くまで勉強してたんじゃないの？」

「大丈夫だよ。私はお姉ちゃんだからね」

「いいの？　うん、じゃあありがとう、天音さん」

　笑顔の天音に促されて、胡太郎も笑顔で目薬を受け取った。

　そうしているうちに、桜おう南なん高校の前まで辿たどり着ついていた。

　二人は正門を通って登校する。先々週の水曜日に、風紀委員長の阿あ耶やが挨拶運動を行おこなっていた場所だ。

「ねえコタローくん。この前の修ス学コ点ア争奪戦は、桜南が勝ったんだよね？」

　少し首を傾けるようにして、天音が顔を覗のぞき込こんできた。

　天音達が修学旅行に行っていた夜、胡太郎は天音と電話で話をした。その時に胡太郎は、奏かなでと阿耶のことを相談していた。

「コタローくん、奏さんと阿耶さんは仲直りできた？」

「たぶんもう大丈夫。ありがとう、天音さんが相談に乗ってくれたおかげだよ」

「ううん、みんなががんばったからだよ。もちろん、コタローくんもね」

　天音がふんわりと笑った。そしてギュッと握りこぶしを作る。

「今週末も争奪戦なんだよね？　次もがんばってね、コタローくん」

「うん、またみんなと一緒にがんばるよ！」

　胡太郎も拳をグッと握って答えた。

　先週土曜日の争奪戦の直後、桜南高校は菊きくヶが峰みね高校に宣戦布告した。今週末には、その決戦を控えている。

　勝負に勝てば、桜おう南なんのみんなの学校生活がもっと充実したものになる。今までカモにされてきた桜南が、下げ剋こく上じようを果たすことができる。

　だからますますがんばろう。そんな風に、胡こ太た郎ろうは思った。







　北校舎に入った胡太郎は、三階で天あま音ねと別れて四階へと上がった。

　すれ違うクラスメートと挨拶を交わしながら廊下を進む。そして二年Ａ組に辿たどり着つくと、教室に入ってすぐのところに哲てつ也やと那な由ゆとＨ組の茉ま希きがいた。

　茉希が赤い顔で哲也から視線を外す。

「べ、別に鈴すず鹿かに推薦されたから争奪戦でがんばったわけとちゃうんやからねっ。勘違いせんといてやっ」

「おう！　みんなのためにがんばれるのが片かた埜ののいいトコだよな！」

「え？　す、鈴鹿はそこがウチのええトコやって思ってくれとるんか？　へへへ……っ」

「それで満足しちゃうあたり、茉希ちゃんはチョロかわいいです」

　もじもじと照れる茉希に、那由がほっこりと和んだ。

　と、茉希が胡太郎に気付く。

「おー堤つつみ、おはようさん」

「おはようです胡太郎くん。今日から期末テストですね」

「気合入れて満点を取ってやろうぜコタ！」

　哲也がグッと力こぶを作った。気合だけじゃたぶん０点だよ。

　それはさておき、胡太郎も挨拶を返す。

「おはようみんな。ところでどうして片埜さんがここにいるの？　期末テストの朝なんだし、教室で勉強してそうなものだけど」

「ああ、ウチもそのつもりやったんやけどな。今はちょっとだけ、付き添いや」

「付き添い？」

　茉希が笑顔で後ろを振り返ったので、その視線を追ってみる。

　すると奏かなでの席で、奏と小柄な少女が何やら言い合っていた。

　風紀委員長の阿あ耶やだ。

「ちょっと比ひ叡えい、何なのよこの体育祭のブロック分けはっ。あなたわざと自分と同じブロックに運動部員を集めようとしてないっ？」

「うむ、私は権力を自分のために使う主義なのでね。そして私は勝利が大好きで、他者の後こう塵じんを拝するのが大嫌いなのだよ」

「胸を張りながら言うセリフじゃないわよ……！」

　阿あ耶やが額を押さえてわなわなと震えた。……苦労してるみたいだなあ。

　その阿耶が呆あきれたように腕を組む。

「まったく比ひ叡えいときたら……。もういいわ、体育祭のブロック分けは風紀委員会が管轄するから」

「おお、見事な手並みだ阿耶。権力の簒さん奪だつには前政権の否定が不可欠だからね」

「違うわよ！　てゆーかなんであなたはそれを嬉うれしそうに言うの？」

　どこに満足してるのよ……と阿耶がため息をつく。

　そしてふと、

「もう、仕方ない人ね」

　と苦笑した。

　──うん、やっぱりこれで良さそうだ。

　胡こ太た郎ろうも笑いながら、生徒会の副会長として話に加わる。

「おはよう阿耶ちゃん。早速だけど、ブロック分けの件は阿耶ちゃんの好きにしてほしいな」

「こ、胡太郎くんっ!?　アタシを【好きにする】とか【欲しい】とか、朝からいやらしいこと言わないでっ」

「あんたこそ朝から何言ってるんだよ！」

「そんなことを言ったのかね胡太郎？　ところで私は恋愛経験が豊富だ。ゆ、ゆえに、胡太郎が朝からアレな感じなのであればっ、……わ、私ががんばらなくもないよ……？」

「何をだよ!?」

　てか涙目になるほど恥ずかしいならがんばらなくていいから！

「まったく胡太郎くんはもう……っ。やっぱり生徒会は風紀委員会の敵だわ」

「だから違うってば。体育祭の件は風紀委員会で好きに決めてって意味だよ」

「そ、そうだったの？　ごめんなさい胡太郎くん……！」

　小柄な阿耶が、更に体を小さくして謝った。

　誤解が解けたなら何よりだ。でも周りが誤解してドン引きしてないだろうか？

（おお、副会長が会長と委員長をやりこめたのかっ？）

（これが下げ剋こく上じようシチュってやつなのね……ごくり）

　周囲から感嘆の声が漏れてきた。そのリアクションはおかしいだろ。

　なんだかなー、と胡太郎は乾いた笑みを浮かべる。

　そんな小さな騒動もありつつ、桜おう南なん高校は一学期の期末テストを迎えようとしていた。





《完》















　　　あとがき









　歌ってみたをやりたくなってマイクを買って歌声を録音して聞いてみたらあまりにも酷ひどかったので諦めてみた。

　どうしようこのマイク……。




　そんなわけで、『僕とドＳと腐女子と脳筋』の二巻目です。あとがきから先に読んでいらっしゃる方々にネタバレ抜きで解説させていただきますと、近隣三校のうち、第一巻では一応二つの高校と戦っていたので、今回は作中では初対戦となる菊きくヶが峰みね高校との勝負をお送りしております。あと新キャラも登場しております。ノリとしては第一巻と似たような具合になっておりますので、ゆるーい感じでお楽しみいただければ幸いです。

　それでは謝辞をば。Ｓｙｒｏｈ先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。こんなにかわいいキャラをデザインしていただいたのに妙ちくりんなシーンばかりの物語で申し訳ないです。また、担当氏をはじめ、今回も多くの方々に支えていただいて無事に刊行となりました。いつもありがとうございます。

　何より読者の皆様、ありがとうございます。どうぞ今後とも宜しくお願いします。


二〇一五年　六月　　新にい見み聖ひじり　











　著者

　新見聖（にいみ・ひじり）

　　第９回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて審査員特別賞を受賞。

　　サッカー松井大輔選手と野球広島カープをこよなく愛する滋賀県民。

　　がんばろうの。




　イラスト

　Syroh（しろぅ）

　　イラストレーター。原画家。

　　ツイッターＩＤ＝@Syroh_1103

　　猫とおっぱいとラーメンを愛しております。

　　最近は篭りがちで、なかなか温泉にいけてませんが楽しいことがいっぱいで充実した毎日を過ごしております。

　　お世話になっている皆様に感謝感謝です。

　　チュアブルソフト様『私が好きなら「好き」って言って！』原画を担当。

　　看板娘の、シア・ミア・ビス子がいます。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／Syroh

　　装丁／百足屋ユウコ＋松田マサヨシ（ムシカゴグラフィクス）
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